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　東の空から夜がうずくまり始める頃。薄うす闇やみに浮かんだ一いつ軒けん家やを取り囲む、兵士達の姿があった。ここは首都から離れた農村地。背せ丈たけを超こえる農作物が広がるただ中に、家か屋おくがぽつんと建っている。

　明かりが灯ともっているのは二階の角部屋だけ。一階は暗く人ひと気けはない。

　兵士が焚たいたかがり火が、地面に黒い影をいくつも描えがき出している。そこに小柄な影が加わった。少女だ。

　彼女の桃もも色いろの髪かみは、歩く動きに合わせ緩ゆるやかに波打つ。明るいオレンジ色の瞳ひとみには、少し大人びた輝きが灯っていた。すっと伸びた眉まゆには、意志の強さがある。

　上うわ着ぎは明るい赤あか葡ぶ萄どう色いろ。暗めの臙えん脂じ色いろのタイツに、踵かかとの低いブーツを履はいていた。

　肘ひじ上うえから手の先まで覆おおう手袋は、指の部分がカットされていて、作業しやすくなっていた。腰にはベルトを二本交差させるように巻いている。それに小さな革かわの鞄かばんを通し、左右に一つずつぶら下げていた。中には仕事道具を常じよう備びしてある。

「王城から派は遣けん要よう請せいを受けて来ました、エリアル・ディン・サンテリナです。ご依い頼らいありがとうございます」

　その声に振り返った兵士が、怪け訝げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。彼の表情には『ずいぶん若そうだが大丈夫か？』という疑問がありありと浮かんでいる。いつものことだが、慣れるものではない。けれどこれは大事な仕事。

　エリアルは彼とは対照的に笑顔で要請書を示した。

「……間違いないようだ」

「どちらの扉とびらですか？」

「裏に回ってくれ」

　別の兵士が、こっちだと手て招まねきする。エリアルは背丈以上ある作物と、並ぶ兵士をかき分けるように歩いた。途中、建物の方から、男の怒ど鳴なり声が聞こえて立ち止まる。

「妻はまだか！　人ひと質じちを殺していいんだな──」

　その声を聞いた兵士が、しかめ面つらで語った。

「貴族に妻を取られたそうだ。真相は分からんが、農民相手にこれだけの兵士を出して『怪け我がをさせずに拘こう束そくしろ』との命令だ。男の言い分も全く噓うそでもないんだろうな……ああ、あそこが裏口だ」

　指差された先に、家の裏口が見えた。そこは、かがり火の揺ゆらめく炎ほのおに闇が混じり、建物の形をあやふやなものにしている。

「時間は五分だ。それを過ぎたら扉を破壊して、突入する。理解してもらえたか？」

　兵士はそう言い、エリアルは大きく頷うなずいた。

「ところでその……肩に乗っている動物は君の仕事に必要なのか？」

　彼はエリアルの肩に乗った動物を品定めしていた。子猫ほどの大きさの生き物で、狐きつねに少し似ている。耳は猫より大きくうさぎのものより小さい。つんと上うわ向むいた鼻に、くりっとした黒い目。クリーム色の体毛。耳先と足先が四本とも黒い。

　いつも両肩をせわしなく行き来している、エリアルのペットだ。

「この子はティグルと言って、私の大切な相棒です。仕事の邪じや魔まはしません」

「きゃんきゃん啼ないて邪魔にならないなら構かまわないが。何かあっても責任は持てないよ」

　続けて兵士は周囲の仲間に小声で伝えた。

「鍵かぎ師しを行かせるぞ」

　エリアルは、腰に下げた道具類が擦すれ合い、音が鳴らないように両手で押さえて、建物の裏口へ向かって歩き出す。

　エリアルは駆かけ出しの鍵師だ。年齢は十五歳と鍵師としてはかなり若いのだが、これでも属性のない錠じよう前まえを解かい錠じようするのは、経験を積んだ鍵師と比べても遜そん色しよくがないつもりだ。

　顔を上げると、裏口の扉が見えてきた。ここから見る限り、錠は単純な構造ではない。普通は数個の突とつ起きの付いた鍵をかんぬきの鍵穴に合わせて下から上へ押し上げ、かんぬきを右へ移動させて、留とめ金がねを外はずす仕組みになっている。だがこの錠は、障害物を設もうけて、それを通過する鍵のみが回転し、留め金が外れる仕組みだ。

　エリアルは扉の前に膝ひざをつき、身を屈かがめた。手元を明るくするため、カンテラに明かりを灯す。細かい作業をするには常に手元は明るくしておかなければならないからだ。

　けれど犯人にこちらの気配を気け取どられてはならないので、明かりは最小限。息を潜ひそめ、音を立てず、両手に持った針金状の棒に、集中する。

　一本は鍵山の代わりに使い、もう一本で内筒シリンダーを回す。鍵穴に突き入れた針金は、ハの字型。左手側を固定したまま、右手側に力テンシヨンをゆっくり掛ける。細長く、そして平たい形状の棒を僅わずかに押し戻もどそうとする場所を見つけなくてはならない。

　みな彼女と同じように、息をそして気配を消して見守っている。エリアルの行動は中の者には決して悟さとられてはならないからだ。

　先の曲がったものより、丸いものの方がいいかもしれない──。

　エリアルは腰に下げた鞄から、別の棒を取り出して持ち替えた。伝わる感かん触しよくは悪くない。中の突起に上う手まく引っかかればすぐにでも解錠できる。

　エリアルは五感を研とぎ澄すまし指先に集中した。自分を見守る大勢の兵士の姿も忘れ、そよぐ風も、擦れ合う葉の音も聞こえない。ただ閉じた鍵と向き合う自分だけが存在している。

　あと少し。指の動きが小こ刻きざみになる。エリアルの頭にはすでに鍵の内部の構造が鮮あざやかに描き出されていた。

　だが、解錠に没頭するエリアルを、現実に引き戻す声が響いた。

「エリアル、日が暮れるまでに帰ってくるって言ったよね。君の大好きな、キノコがたっぷり入ったスープを何度温め直したと思ってるんだ」

　振り返らなくても分かる声の主ぬし。そして突然現れた見知らぬ男に、ある兵士はその美び貌ぼうに目を奪うばわれ、ある兵士は動どう揺ようしつつも見守るしかないという妙みような雰ふん囲い気きが漂ただよい始めた。
















「ヴァルサス、どうして私の後ろに立ってるの？」

「君、僕の質問に答えていない」

「……帰ろうとしていたら、急ぎの仕事が入ったのよ。それよりヴァルサスは家で店番してるはずでしょ。何しに来たの？」

「愛いとしい君が帰ってこないから、心配になって迎むかえに来たんだよ。このままじゃ、暗い夜道を一人で帰らせることになるからね」

「ティグルがいるから大丈夫」

　クルルっと喉のどを鳴らしたティグルは、エリアルの肩に乗ったまま後ろ足だけで立ち上がり、ヴァルサスに向かって牙きばをむき出した。

「そいつはただの愛あい玩がん動物だ。もし屈くつ強きような奴やつらに襲おそわれたら、君を守るどころか、尻尾しつぽを巻いて逃げるに決まってる」

「そのときは自分で撃げき退たいするわ」

「君が撃退できるのはカエルくらいだね」

　大げさにため息をついて、ヴァルサスは続けた。

「でも僕は違う。身の丈の倍ほどある筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの怪物が襲ってきても、この身を挺ていして君の小さな身体からだと、熱いハートを守ってあげるよ」

　背後から抱きしめようと身を屈めるヴァルサスの気配に、エリアルはぴしゃりと言った。

「触さわらないで。手元が狂くるうから」

「……だいたい、か弱い君が防具一つ身につけずに一番危険な場所にいて、重装備の兵士達が遠巻きに見てるだけとは、おかしくないか？」

　指摘されて、ようやく自分と兵士の明らかな防御の差に気づかされる。確かにそうだと心の中だけで同意した。

　むろん表情にも態度にも表さない。今は錠を開けることに集中しなければならない。

　けれど、黙だまり込んでいるエリアルに、ヴァルサスは苛いら立だちを滲にじませた。

「ね、僕の話を聞いてる？」

　あともう少しだから、黙っていて。気が散るのよ──。

　解錠に成功した小さな音が響ひびく。エリアルの顔に笑みが浮かんだ。

「やったわ！」

　兵士に知らせようと、立ち上がったエリアルの脇わきを、ヴァルサスが通り抜けた。

　彼の黒くろ髪かみはよく磨みがかれた黒こく曜よう石せきにも似て、艶つややかだ。瞳ひとみは澄すんだ青。かがり火に浮かぶ彼の美貌は、兵士達の視線全てを奪うほど、その造形は一分の隙すきもない。漆しつ黒こくを纏まとったような外がい套とうは足あし下もとまであり、左右に深いスリットが入っている。彼が歩くと優ゆう美びに揺れた。

「……君は婚約者にそういう態度を取るんだ。いいさ。構かまわないよ。なら、ゆっくり話ができない状況を、この僕がなんとかすればいいんだね」

　扉を開けたヴァルサスは、エリアルが呼び止める間もなく、中へ入っていった。それを見ていた兵士が慌あわてて駆け寄ってきたが、もう遅おそい。

「えっ、ちょっと。ヴァルサス！　だめよ！」

　追おうとしたエリアルが、逆に兵士に引き留められ、制された。

「危ないから君は下がっていなさい」

「違うんです。危ないのは私じゃなくて……」

「犯人のことは私達に任まかせ……」

　兵士の声を爆発音が遮さえぎった。見上げると、建物の屋根が吹っ飛んでいた。その場にいた全ての人間が目を丸くして口を半開きにしていた。しばらくすると鈍にぶい音とともに地面に黒いものが落ちてきた。よく見ると、それは人の姿をしていた。

「あれは……立てこもっていた男だな」

　どうして屋根が吹き飛び人間が降ってくるのだと、兵士達はおのおのその軌き跡せきを目で追っている。エリアルの視線の先には、ヴァルサスの誇ほこらしげな姿がある。彼が原因なのは分かっていた。

「エリアル～。ゴミも始末したことだし、これで今日の仕事は終わったね！　あ、人質は無事だよ。かすり傷一つ負ってない。僕の勇姿を称たたえて褒ほめてくれるよね！」

　ヴァルサスは、嬉うれしそうに手を振っている。

「君、彼はあれか。召しよう喚かん師しか？　だが何を召喚したらあんなことになるんだ？」

「よく分かりません。でも、みなさんにお怪我もなく解決したみたいで、よかったですね」

　内心では腹を立てていたが、エリアルは愛想よく振る舞った。

　ヴァルサスのしでかした損害に対する賠ばい償しようを求められると、おおいに困るからだ。

　エリアルはのんきに手を振っているヴァルサスを睨にらみ付けた。が、彼は悪びれる様子もなく、微笑ほほえむばかりだった。
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　ベルトラン王国は、他国にはない鍵の技術を持つことで有名だった。

　竜の鱗うろこを素材として作られる鍵と錠だ。現在、属性素材をベルトラン王国が独占しているため、その技術を学ぶためにやってくる鍵師も多い。

　そんなあまたいる鍵師の、特に秀ひいでた者の中から選ばれ、国王に任命されるのが『王の鍵師』だ。鍵師にとって羨せん望ぼうの称しよう号ごう。鍵師なら誰だれでも一度は目指しあこがれる。エリアルも例外ではなかった。

　王の鍵師の仕事は国防に関わるものが多い。中でも、王族の親書を保管する箱を閉じる錠じよう前まえ、それを開く鍵を作る仕事は、一生に一度でいいから任せられたいと鍵師は願う。

　他に重要な仕事は橋の管理だ。

　首都アクナ・ヴィテは、王城を中心として人工的に作られた川が、円を描えがくよう取り囲んでいる。一つは王城を囲む濠ほりとなり、行き来できるのは貴族区へ渡される一つの橋のみ。そこから一般市民の暮らす住宅区へ三つ、住宅区から農村区へ向かう橋は五つ。

　合計九つの橋がある。その橋のたもとにはそれぞれに煉れん瓦が造づくりの建物があった。普段は警備兵の派は出しゆつ所じよになっているが、地下には王の鍵師の出張用工房がある。橋には有事の際に働く仕掛け鍵が施ほどこされているため、定期的に王の鍵師が訪れ、仕掛けの鍵の点検や補修を行っているのだ。

　そのうち九番目の建物が、エリアルの鍵屋兼住居だった。ここのみ国王から個人の住居を許され鍵屋の営業も許可されていた。

「ねえ、エリアル、屋根を吹き飛ばしたこと、まだ怒ってるの？」

「当然でしょ。だいたいヴァルサスは……」

「あっ、うちの店先に誰だれかいるみたいだよ」

　ヴァルサスが話を逸らそうとしたのだと疑ったが、確かに店先に顔見知りの少女が座っていた。少女はエリアルの姿を目にすると立ち上がり、手を振った。

「こんな時間にどうしたの？」

「宝石箱の鍵をなくしちゃって開けられないの。壊さなくちゃ駄だ目めかな？」

　少女は悲しげな顔で、長方形の箱をエリアルに差し出した。宝石箱といっても子供用の玩具おもちやで、鍵は他の同型の箱と同じ。この型は鍵がなくても簡単に開ける方法がある。

「大丈夫。これならすぐに開けられるわ」

「本当!?」

「……僕はスープを温めてくるよ。でも温め直すのは、これで最後だからね」

　ヴァルサスはそう言うと、先に家へ入っていった。エリアルは少女に目を閉じるように言ってから、膝ひざに載のせた箱をひっくり返し、鍵穴の脇わきにある小さな突とつ起きを軽く押し込んだ。すると軽い音とともに上うわ蓋ぶたが開く。中にはガラス玉や、手の平に載るくらいの人形が入っている。エリアルは、ふたたび蓋を閉じても鍵が掛からないよう、内側に細さい工くを施した。

「もういいよ」

　少女は閉じていた目を開けると、エリアルの膝の上の小箱を見て喜んだ。

「わあ、すごい、開いてる！　一瞬だったよね。魔法みたい！」

「鍵が見つかったら閉じるように戻すね。なかったら予備の鍵を作ってあげる」

「ありがとう、お姉ちゃん」

　箱を大事そうに抱かかえ、少女は斜ななめ向かいの家に戻っていった。無事に帰宅したのを見届けたエリアルは、すぐには店に入らず、鍵屋店の看かん板ばんを見上げた。

　カンテラの明かりに浮かび上がっている、鍵師の看板。九番目の王の鍵師の称号を持つ父のセオドアが六年前に姿を消してから、エリアルが代わりに守ってきたもの。

　看板の上部には、王の鍵師のみが掲かかげるのを許されている、王冠と鍵の紋章エンブレムが彫り込まれていた。目にするたびに自然と背筋が伸びる。この紋章エンブレムにふさわしい鍵師になりたい。いつか父親と同じ王の鍵師になりたいと、幼おさない頃から目標にしてきた。

「お父さん、私もうすぐ十六歳になるのよ。旅が好きなのは分かってるけど、一度くらい帰ってきてくれてもいいんじゃない」

　六年前、セオドアは王の鍵師である職務を放ほう棄きし、行方ゆくえ不明となった。けれどベルトラン王国の国王は、自身が依頼した仕事を果たした後、なぜか失しつ踪そうしたセオドアから、王の鍵師の称号を剝はく奪だつしなかった。

　だから看板の表示はそのまま。『王の鍵師長期不在』の板を扉にかけて、エリアルは父の帰りを待って六年が過ぎようとしていた。

　ただ父は、エリアルの誕生日には必ず錠前のついた飾り箱を贈ってくれる。鍵は同どう封ふうされていない。まるでエリアルの腕うでを試しているかのように、年追うごとに難しくなる仕掛け錠付きの飾り箱。それを自分で解錠し、中の手紙を読むのを楽しみにしていた。

　送られてくる飾り箱は美しいもの、複雑なもの、飾りが細やかなもの、形容しがたいもの様々だった。けれど全てベルトラン王国にはないものだった。

　差出人の住所は、地図を見ないと確認できないような、遠い国が多かった。添そえられた一言は「こちらはずいぶんと暑い。お前は元気か？」とか「魚が美う味まくて食べすぎた。お前は毎日ちゃんと食べてるか？」など、のんきなものばかり。

　筆ひつ跡せきは確かに父のもの。毎年違う国から送られていて、相変わらず一所に落ち着かない暮らしを父は続けているようだった。これが唯ゆい一いつ父の生存確認ができるものだった。

　もともと諸外国を放ほう浪ろうし腰を落ち着けることのなかった無む冠かんの鍵師だったという父。今どこを旅しているのだろうか。

「エリアル～早く来ないとまた冷めちゃうよ！」

「今行くって」

　看板を照らすカンテラの下に立ち、手を伸ばす。底にある鍵穴に刺している『火ひ鍵かぎ』を摑つかんで左に半回転して引き抜く。明かりは消え、看板は薄うす闇やみに溶とけた。

　ベルトラン王国では、二種類の鍵が流通している。

　戸締まりに必要な一般錠から、ランタンやかまどに火をつける、火か竜りゆうの鱗から作られる火鍵などの属ぞく性せい鍵かぎだ。

　今のところエリアルは体質的に属性錠を扱えない。けれど練習はしており、十六歳から受けられる資格試験を受け、国立鍵師教会から属性錠を扱う免許を交こう付ふしてもらいたいと思っている。

　だが──。

　エリアルは密ひそかにため息を吐はいて店に入ると、扉を閉めた。

　十人も入れば動きが取れない広さ。壁は細いワイヤを網あみ目め状じように編あんだパネルに埋うめ尽つくされていた。その細いワイヤに、錠前と鍵がセットでぶら下がっている。真ん中には丸卓。その上にあるガラスケースに入った鍵は、他の商品と違って少し高い。もっと高額な鍵は、カウンターの後ろの棚たなに並べてある。

「だから、エリアルって」

「もう何度も呼ばないで。聞こえてるわよ」

　店内の明かりも落とし、奥の部屋へ向かう。

　卓上には、すでに夕食の準備が整っていた。

　スープからは湯気が立ち、キツネ色に焼き上がったパンは、どこか懐なつかしい香りを漂わせている。メインであろうカモの肉は、さっと火で炙あぶられ、濃のう厚こうなソースがかかっていた。

　エリアルは席に着き、そこで腹が空すいていたのに気づく。

「愛する君のために今日も腕を振るったよ。さあ、召めし上がれ」

　ヴァルサスはそう言って、恐おそろしく整った美貌を向ける。

　道を歩けばみなが振りかえるほど、眉び目もく秀しゆう麗れい。細身のしなやかな体型は優美で、まるで抜き身の剣のようだ。

　エリアルは十歳のときから一緒に暮らしているせいか、彼がそれほど人目を引く容姿を持っていることにすぐには気づかなかった。

　けれど一緒に暮らすようになると彼に対する恋文が増え、家の周りをうろつく女性の姿が増えた。そのことでエリアルは幾いく度どとなく嫌いやな目にあったものだ。女性達は入れ替わり立ち替わりで、そこで彼が極立って優すぐれた美貌を持っているのだと理解した。

　一年前、エリアルが一般錠の鍵師の資格を取ったのを契けい機きに、店を本格的に再開したときのことだ。まだ何の実績もないエリアルに、王の鍵師の娘という肩書だけでは客を呼べないことは把握していた。

　そこでヴァルサスを店に立たせ、彼の容姿で客寄せをしようとしたが、失敗した。

　彼は昔からエリアル以外の人間をゴミのように扱う。店を手伝うときくらい態度を改めてくれるだろうと楽観していたのだが、それは大いなる間違いだったのだ。

　彼にとって人間は邪魔で目め障ざわりで存在自体が不快。そういう態度を前面に出している店員のいる店など繁はん盛じようするわけもなく、一時は客が全く訪れなくなった。

　けれどエリアルに出張解錠の依頼がきたときは、どうしてもヴァルサスに店番を頼まなければならない。錠前と鍵は毎日そこそこ売れるからだ。ヴァルサスの最悪の客扱いを考えると、他に誰か雇やとえばいいのだろうが、エリアルの稼かせぎでそれは望めなかった。

　エリアルが怒ったり、宥なだめたりして、最低最悪の店員から、嫌な店員くらいに進歩した。

「美お味いしい？　凄すご腕うで料理人の僕にときめいただろ？」

「まあまあ」

「……そうか、ときめいたんだ。うん。そうだよね」

　ヴァルサスは都つ合ごうのいい言葉しか聞かない。エリアルは仕方なしに話題を変えた。

「大切なことだから何度でも言うけど、二度と仕事の邪魔はしないで」

「どうして怒ってるのかな。僕はただ大切な君を守っただけだよ。あの男、二階の戸棚に火鍵仕様の剣を何本も隠かくしていたんだ。もしものことがあったら焼け野原になっていたね」

「それってヴァルサスが焼け野原にするんでしょ」

「当然だろ。愛する君を傷つけようとするゴミなど燃やすに限る」

「もういい」

　頭の中に何か湧わいているようなヴァルサスに事実を言っても無駄。全て脳内で変換してしまう。六年間一緒にいてエリアルは十分すぎるほどそれを思い知っている。

　エリアルはスプーンを手に取り、スープを掬すくった。

「カミクロのキノコも入ってるよ。エリアル、好きだよね」

「好き」

　向かいに座るヴァルサスは、愛情のこもった目でエリアルを見つめ、微笑ほほえんでいる。毎日こんなにも笑顔の大安売りができるのだから、もう少し他の人にもそうであって欲しいのだが、いまのところ彼にその気はない。

「そのカモの肉、ソースの味付けを少し変えたんだ。早く食べて、感想が欲しいな。あ、カモも好きだったね」

「好きよ」

「じゃあ、この料理全てに加えられた、僕の愛のエッセンスはどう？」

「そんなの入ってるの？　気がつかなかった」

「あれ、そうなんだ。じゃあ僕自身のことはどう？　好きだよね？」

「別になんとも思ってないけど」

　ヴァルサスの右みぎ眉まゆがほんの僅わずかぴくりと上下した。

「それって好きの裏返しだよね。ほんとて・れ・や・さ・ん」

「照れてなんかないわ」

「うん。分かってる。君は興味ないって顔をしてるけど、心は僕色に染まってるんだよね～。ほんと僕の婚約者は恋心をくすぐるのも上う手まい。でも、もう観念してもらわないとね。十六歳の誕生日はさ来週だよ」

　ヴァルサスは一呼吸置いてから、言葉を重ねた。

「さあ年ねん貢ぐの納め時だ、僕の可か愛わいいリトルプリンセス」

　エリアルは可愛くもないし、リトルでも、プリンセスでもない。なのにヴァルサスはエリアルが十歳の頃からこんなふうに呼ぶ。小さい頃はよかったが、エリアルはもうすぐ十六歳になる。さすがにこの言葉に似合わない自分に気づくだけの大人おとなになった。

「気が早すぎない？　だってまだ二週間あるのよ」

「僅か十四日だ。そんなの僕にとって一瞬だよ。それに……」

　ヴァルサスはそう言って椅い子すから腰を上げると、エリアルの側に近づいてきた。こういうときは気を許してはならない。べたべたと纏まとわり付いてくるからだ。

「残りの十四日で君の目指す『王の鍵師』になるのは無理。なのにどうして鍵師の仕事をしているのかな。他にしておきたいことはないの？　でなければ後こう悔かいするよ」

「私がしたいのは鍵師の仕事だけよ。他には何もないわ。それに私……どれほど残り僅かでも、王の鍵師を目指すことは諦あきらめないから」

「僕だって君が目標を持って生き生きと仕事をしている姿は大好きだよ。でも君は努力しても王の鍵師にはなれない。属性錠の素材を扱えないっていう、先天的な欠点があるからね。いつまで経たとうと君は鍵師として……」

「そんなの、やってみなくちゃ分からないでしょ、欠点を強みに変える方法があるはずよ」

「どういう強み？」

「こっ……これから考えるの」

「あと十四日で？」

「そうよ」

　エリアルは属性鍵の素材に触ふれると火傷やけどする。一般的にみな多かれ少なかれ、同じ症しよう状じようを訴うつたえるものだが、鍵師になる者は違う。先天的に素材の属性に耐たい性せいがあるのだ。

　自分の最大の欠点を知ったときはさすがに落ち込んだが、エリアルは負けなかった。毎日触れることで、短時間なら属性を持つ素材に耐えられるようになったのだ。属性錠を扱う試験もきっと受けることができるだろう。

　けれど鍵師としては一人前にはなれない。属性錠を作ることができない鍵師が、鍵師の頂点とも言われる『王の鍵師』になることなどあり得ないことだ。

　自分の身体に根本的に合っていない職業。

　そんなエリアルが今、鍵師として仕事ができるのは、父親の持つ肩書きのおかげだ。

　だいたい、女性で『王の鍵師』に選ばれた者はいない。鍵師として一流の腕を持ち、さらに別の特出した能力──父の場合は優秀な召しよう喚かん師し──を持っていて初めて『王の鍵師』にふさわしいかどうか、審しん査さされる。

　鍵師としての資質を持たないエリアルが、その対象に選ばれることはない。永遠に。

　だからといって夢を諦めるなんてできない。一般錠ならどんな錠前でも開ける自信がある。きっと欠けた資質を努力で補える日がくるはず。

　でもこのままでは時間が足りない。

「まあ残りの時間をどう過ごそうと君の自由だけど……これだけは忘れないで。君が自分から、十六歳の誕生日に悪魔の花嫁になると契けい約やくしたんだからね。十四日後にはこの世界と別れて僕と行くんだよ」

　──六年前、エリアルはこの悪魔と契約した。望んだのはエリアル。

「分かってる。忘れたことなんてない」

「ならいいんだ」

　ヴァルサスは父が姿を消した後、現れた悪魔だ。年は十九歳くらいに見えた。彼は、一人残されたエリアルに、温かいスープを作ってくれた。

　今も思い出せる、冷たい身体が温ぬくもりを取り戻した、火のように熱かったスープ。悪魔は一週間、エリアルの世話を焼きつつ、共に父の帰りを待ってくれた。

　けれど「いつまでも一緒にはいられないんだ……」と、立ち去ろうとした悪魔を、エリアルが引き留めたのだ。

　一緒にいて欲しい……と。

「でも、そうやっていつまでも笑っていられないわよ。私、今度こそ悪魔との契約を解除できそうな古文書とチャームを見つけたんだから」

「何冊目だっけ」

「よ……四十冊くらいかな」

「いや五十二冊だ。妙なチャームの数は七十五個。怪あやしげな薬草は一二二種。君、そんな無意味なものにお金を使わないで、君に似合う可愛いアクセサリーを買ったらいいのに」

「……」

「で、いつそれ僕に使うの？」

「…………」

　実は彼の座る椅子の裏側に、契約解除の呪じゆ文もんをチャームに書いて貼り付けておいたのだ。なのに悪魔はけろりとしている。効果はなかったようだ。

「そうか、もう使ったんだね。ああ……せっかくのお小こ遣づかいをまた無む駄だにしたんだ」

「……無意味だって馬ば鹿かにしてるんでしょ」

「あのね、エリアル。僕は君が何をしようと馬鹿にしたことはないよ。ただ……僕自身が馬鹿だと思うのは、この僕が欲望のまま君の全てを奪わないことかな」

　さらっといやらしいことを言った──。

　エリアルは気にしていないふりで食事を続ける。肩に乗っているティグルがヴァルサスを牽けん制せいするよう、両肩を彼と同じように行き来しては、うなり声を上げていた。

「結局、僕との契約を破は棄きする方法なんてないんだ。当然だよ。もとからないから探しても無駄。だいたい契約をしたいと言い出したのは、他ならぬ君なんだ。なのに君の都合で簡単に破棄したりできないんだよ」

　確かに契約を持ちかけたのはエリアルだ。彼が強制したわけではない。けれど、婚こん姻いんの重要さを理解していない子供に、願いを叶かなえる代だい償しようとして婚姻を望んだのは悪魔の方だ。

「話を戻そう。ね、花嫁衣い装しようはやっぱり真っ白のドレスだよ。君の美しい髪に似合う髪飾りも必要だ。黄金にするか宝石にするか。いや色とりどりの鮮やかな花をあしらってもいいか。美しく着飾った君を早く見たい。ああ……本当に待ち遠しいよ」

「……悪魔の花嫁だったら黒いドレスじゃないの？」

　ふと訊たずねたことに、悪魔は満面の笑みになる。水を差そうとして失敗した。

「あっ、もしかして僕が黒を好んで着るから、合わせようと思ってくれてるの？」

「……勘かん違ちがいしないで。ヴァルサスの嫌いな色を着るつもりで聞いただけよ」

「悪魔の花嫁だからって黒いドレスを着るしきたりなんてないよ。だいたい君の輝くばかりの美しい髪には、純白のドレスが似合う。黒なんて望まれたって着せやしない。あっ、淡あわいピンクでもいいかもしれないね。いや、美しい君にはどんな色だって似合うはずだ」

「ヴァルサスの嫌いな色は何色？」

「……そうだな～。やっぱり白がいいな。どうエリアル？」

「雨が降ったあとの地面みたいな色とか……食べ残して数日経ったスープの色とか……遺い棄きされた古井戸の底の色……が、いい」

　自分で言ってちょっと気持ちが悪いとエリアルは思ってしまった。が、ヴァルサスは眉すら動かさない。

「やっぱり白が似合うと思うな。純白って響きがいいよね。清せい廉れんで純真。それはいまのエリアルそのもの。君を染めるのはこの僕。だから白にしよう」

「ヴァルサス、私の言ってること聞いてないでしょ」

「ドレスは純白」

「……ドレスの色なんてどうでもいい」

「だめだよ、女の子にとって結婚は一大イベント。乙女おとめが咲き誇ほこる花のように輝く日。伴はん侶りよとする者に永遠の愛を誓ちかう日。君の全てを僕のものとする日。めくるめく愛の一夜を堂々と過ごせる日。幾日幾千日経とうと忘れられないよう、素晴らしい式にしないと」

　悪魔は、どちらが乙女か分からない妄もう想そうをだらだらと恥はずかしげもなく語り続けている。

　失敗した。悪魔と契約するにしても、もっとましなことを願えばよかった。

　父のもとへ連れていって欲しいとか、捜して欲しいとか。いや、強ごう欲よくになって部屋いっぱいの黄金を求めるとか。鍵師の才能を与えてもらうとか、いっそのこと早くに亡なくなったという、祖父母を生き返らせてもらったらよかった。

　相手は悪魔。呼び出すことができればなんだって願いを叶えてくれるという、悪魔。

　そんな絶好の機会を前に、エリアルが望んだのは『一緒にいて欲しい』だった。隣となりのおばさんにでも頼めるようなこと。本当に馬鹿だった。

　けれど当時のエリアルは十歳。いまでは狭せまいと感じる店が、あの頃はとても広かった。父親が消え、仕事を依頼していた人達が怒鳴り込んできても、追い返す言葉も力も持たなかった。父が『王の鍵師』の仕事を放棄して旅立ったことを王は『彼らしい』と笑って許してくれたが、みながそうではなかったのだ。

　エリアルは突然一人きりになった。混乱して、様々な酷ひどい噂うわさに傷ついた。ただ、店の鍵を閉め、耳を塞ふさぐことしかできなかった。ものごころつく前に病気で死んだという、母の顔も知らない。親しん戚せきもいない。だいたい父の故郷がどこなのか、聞いたこともなかった。

　そんな中、この悪魔だけがエリアルを助け、寄り添ってくれた。

　顔を上げると、向かいにいたはずのヴァルサスの姿がない。背後に気配を感じた瞬間、彼の手が肩を摑んだ。

「ね、エリアル」

「……何？」

「逃げようとしても無駄だからね」

　ティグルがとうとうヴァルサスの頭に嚙かみついた。が、彼はまるで意に介かいさず、背後から手を伸ばしてエリアルの左腕を摑んだ。

　そして手袋をするりとはぎ取って、手首を露あらわにした。

「この手首に刻んだ契約の印しるしは、僕に君の居場所を常に把は握あくさせるものでもある。どこへ逃げようと僕の愛は君を追いかけていくよ。摑まえて引き戻すまで……」

　まるで透明な腕輪でもはめているかのように、エリアルの左手首を一周している契約の文字。それは肌はだの色よりほんのり濃こいピンク色をしていた。

　これが目に入るたび、整理できない様々な感情が頭をよぎる。
















　エリアルはヴァルサスの手を払うと、右手で左手首を隠した。ヴァルサスは払われた手を引っ込めることなく、エリアルの胸元で交差させて、抱きしめる。

「愛してるよ、エリアル」

「それ何万回も聞いて飽きちゃった」

「うん。そうだね。でも君が忘れないように言っておきたいんだ」

「ちょっと、そんなふうに後ろからひっつかれたら、ご飯が食べられないんだけど」

「君が僕のこと一度だって好きって言ってくれないから、せめて触れ合っていたいと思う僕のこの切ないまでの恋心が理解できないかな」

「ぜっんぜん！」

「君は悪魔の純じゆん粋すいな恋心を弄もてあそんで楽しんでいるんだろう」

「ヴァルサスの存在自体がうっとうしくなってきてる」

「……とかなんとか言って、本当は僕のこと、とっても好きだろ？」

「もう。悪魔って自分の都合のいいように言葉を簡単に脳内変換するんだから……」

　ヴァルサスはエリアルを拘束した手に力を込めると、頭に頰ほおをこすりつけてきた。

「いいかい。僕は君の保護者になるつもりはないし養父でもない。兄弟でも友達でも知り合いになるつもりもない。僕は君の婚約者だ。君の愛する人。愛情を与えるべき相手。あくまで夫なんだって君に言い聞かせてきたよ」

「じゃあ洗脳は失敗したみたいね」

「ぶっそうな言い方しないで欲しいな。僕は君と契約はしたけれど、僕を好きになるようなずるい手は使っていないよ。間違わないで欲しいんだけど、できないわけじゃない。したくないだけ。僕は命じたまま意志なく愛を語るような人形なんて求めてないからだ。何よりそれは君じゃない。僕はいまの君が好きなんだよ」

　いや、何か魔法のようなものでも掛けてくれていたらよかった。そうすればエリアルは言い訳ができた。

「僕の愛は真っ向勝負だ。それに関してずるはしない」

「……私の背後で妄もう想そうに耽ふけってないで、ちょっと座って。私、ヴァルサスに話があるの」

「改まって何の話？」

「離れて、座って」

「いいよ。君の頼みだから、離れて、座ってあげる」

　自分の席に戻ったヴァルサスは、片腕を椅子の背もたれに引っかけ、足を組む。ずいぶんと尊大な態度だが、いつもこうだ。

「で、なんだ？」

「何度も話し合ってきたことだと思うけど……」

「言ってごらん」

「ヴァルサスにはもっとお似合いの素敵な女性がいると思う」

「もう目の前にいるよ」

「私は、気が強いし融ゆう通ずうが利きかなくて可愛げないわよ」

「しっかりしていて、真ま面じ目めで、愛らしい君が好きなんだ、僕は」

　六年前からずっとこの調子だ。どうしてヴァルサスはここまでエリアルを花嫁にしたいのだろう。一緒に暮らしてエリアルがいかに花嫁という言葉から遠いところにいるか、彼が一番知っているはずなのに。

「……女の子が料理の一つもできないなんて、致ち命めい的てきだと思わない？」

「僕ができるんだから、それでいいんじゃないかな」

「掃そう除じも苦手だけど」

「僕が好きだから君はしなくていいよ」

「仕事に没ぼつ頭とうしたら、私……周りが見えなくなるわ。今日だってそう。ヴァルサスだって腹を立てていたじゃない」

「何かに夢中になっている君が僕は大好きなんだ。没頭して君が僕を忘れているときは、こうやって思い出してもらったらいいだけだから、気にしないで」

　ヴァルサスはなんだか嬉うれしそうだ。人を見下しているときも、こうやって微笑んでいるときも、彼の美貌は輝いている。エリアルは逆に額ひたいに冷や汗が浮かんできた。

　昔から、ヴァルサスのエリアルに対する執しゆう着ちやくは普通ではない。常じよう軌きを逸いつしている。悪魔はみなこんなふうに契約者を溺でき愛あいするのだろうか。

「……わっ、私は美人じゃないし……平へい凡ぼんで、とりたてて目立つところもないわ。一緒に並んだらはっきりするじゃない。私はあなたにまったく釣つり合ってないって」

「そうなの？　でも僕には君が世界で一番可愛くて、愛いとしいよ。僕達はとっても似合いのカップルだと思うけど。だいたい僕達が幸せなら他人がどうこう言う権利はないだろ。君のために食事を作り、君のために掃除をして、洗せん濯たくだってする。大嫌いな店番もするし、毎日が楽しいよ。僕は君と一緒に暮らせて幸せだ。……君は違うのか？」

　綺き麗れいな瞳がエリアルの目を射い貫ぬいてくる。彼の目の色は一色ではなく、濃のう紺こんから水色に変化している印象深い色。そして女性が嫉しつ妬とするほど透明度の高い白い肌をしている。

　いくらヴァルサスの容姿を見慣れていても、こう真っ正面から見つめられると、心臓が摑まれたような圧あつ迫ぱく感かんが伝わってくる。

「ヴァルサスってほんと……なんなの。馬鹿なの？　私がこれほど嫌だって言い続けているのに、どうして理解してくれないのよ」

「エリアル」

「分かってくれた？」

「うん。顔が真っ赤っか」

　指摘され、自分でも分かるくらい顔が熱いことにエリアルは気づいた。きっと耳の先まで朱に染まっているに違いない。

「あっ……赤くなんてなってないわ」

「そうしておこうか」

　ヴァルサスのことは嫌いではない。だからといって好きとは言えない。

　エリアルは無言でカモのソテーを口にした。彼の料理は絶品。外食することがばかばかしく思えるほどの腕前だ。そんな悪魔の手料理を六年間も味わってきた。

　彼が父の代わりにエリアルを朝起こし、ご飯を食べさせてくれた。弁当を持たせて学校へも送ってくれた。家を常に清せい潔けつに保たもち洗せん濯たくをして、夕方になると迎えにきてくれた。

　夜になるとエリアルは店に明かりを灯し、父の帰りを待った。いつか父が揺らすカンテラの明かりが闇の向こうに浮かぶ。その日を信じて疑わなかった。傍かたわらにはやはりヴァルサスがいてくれた。

　彼が幼おさないエリアルを守り、大切に育ててくれたのだ。そんな彼をたとえ悪魔であっても嫌いになれるわけもない。だが恩義を感じても、それと結婚は別だ。

　エリアルは父と同じ王の鍵師という名誉ある称しよう号ごうを手にすることを目標にがんばってきた。それを無駄にはできない。悪魔との契約解除の方法をなんとしても見つけるのだ。

「僕の話もいいかな？」

「いいけど……何？」

「花嫁衣装は純白で決まりだけど、やっぱりフリルやレースがいっぱい入ったのがいい？　それともシンプルなのがいいのかな。女の子って花嫁衣装にはそれぞれこだわりがあるんだろ？　君は何か意見はない？　なかったら僕が勝手に用意するけど。どうする？」

「……ごちそうさま」

　エリアルは立ち上がると皿を洗い場に運んだ。皿を洗っていると、ヴァルサスが話の続きを勝手にしてくる。

「あとさ、衣装に透すけないように、白い下着も用意するけど、それってフリルがいっぱいついた乙女系の可愛いのがいいよね。僕はそういうのが好きだな。っていうか、心の底から見たい。でもエリアルがレースの素材がいいっていうならそうしよう」

　鬼の形ぎよう相そうで振り返ったエリアルは、ヴァルサスを指差して言った。

「もし下着を買ってきたら、あなたの頭に被かぶせて追い出すから！」

「エリアル、恥ずかしいなら遠回しに言わないで、自分で用意するって言えばいいんだ。そうしてくれたら僕もますます初夜が楽しみになるってものだよ」

　いまだ頭にティグルを嚙みつかせたまま妄想に浸ひたるヴァルサスに、エリアルは洗ったばかりの皿を飛ばした。
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　夢を見ていたはずなのに、起きたら内容を全く覚えていない。最近そんな朝を迎むかえる日が増えた。なんとなく父親の夢を見ていた気がする。そのくせ顔が思い出せない。

　六年の歳さい月げつは、よく覚えているはずの父の顔を、ぼんやりと霞かすませるようになった。

　どんな顔をしていたのだろうか。再会したら見間違えることはないだろうが、記憶の中の父親は、輪りん郭かくがぼんやりと背景に滲にじんで、目鼻立ちもはっきりしない。寄せては返す波がゆるりと岩を浸しん食しよくするように、忘ぼう却きやくの波は父の姿形を僅わずかずつ変えていき、もとの形を思い出せなくしていた。

　それを自覚するたびに、エリアルは悲しい気持ちになる。

　なのに不思議と涙は出なかった。父がいなくなってからだ。普通なら帰ってこない父親を思って、泣き暮らしてもおかしくない年齢だったのに。

　心が渇かわいているわけでもない。泣くものかと意地を張り、無理しているわけでもない。笑いすぎてうっすら涙が浮かぶことはあるが、こぼれるまでには至いたらなかった。

　自分で思っている以上に、気き丈じような性格をしているのだろうか。無意識下で、弱よわ音ねなど吐はかないと、歯を食いしばり意地を張っているのだろうか。

　自分のことなのによく分からない──。

「エリアル、起きたの？」

　部屋の真ん中にある衝つい立たての向こうから、ヴァルサスの声が響ひびいた。

　彼はエリアルと同じ部屋で寝ている。エリアルが寝しん台だいを使い、ヴァルサスは衝立向こうにカウチを置き、そこで横になっているのだ。

　エリアルが思春期を迎えた十二歳の頃、男性と同じ部屋で寝起きするのは恥はずかしいから嫌いやだと訴うつたえたが、「寂さびしいから一緒に眠って」と懇こん願がんしたのは君だという理由で却きやつ下かされた。

　そんな状況に限界を超えて「じゃあ私が出て行く」と言った日から数日、エリアルがどこで眠ろうと、いつも彼の腕うでの中で目覚めた。

　本当にあれは恐きよう怖ふだった。

　最終的に、二人の間に衝立を置いてくれるなら……というエリアルの提案をヴァルサスが了承してくれた。壁があってないようなものだが、寝返りを打ったら常に彼を目にする状況より幾いく分ぶんましだった。

　のだが──。

　仰あお向むけなので本来は天てん井じようが見えなくてはならないのだが、なぜかヴァルサスの顔があった。いつのまに移動したのか、鼻先がいまにも触ふれ合いそうな距離にいる。

「夢……じゃないわよね」

「僕の夢を見てくれていたの？　なら嬉うれし……げほっ！」

　エリアルを組み敷しくかのように、四よつん這ばいになって見下ろしているヴァルサスの腹に、膝ひざ蹴げりを入れた。

　ヴァルサスは腹を押さえながら横向きに倒れて「痛いほどの君の愛を受け取ったよ」と呟つぶやいて、クスクス笑っている。何がおかしいのか不明だが、ここはエリアルの寝台で、ヴァルサスが気安く寝転んでいい場所ではない。

　エリアルは上半身を起こして座ると、足あし下もとで丸くなっていたティグルが肩に飛び乗った。その柔やわらかい毛並みを撫なでながら、エリアルはヴァルサスを見下ろした。

「あなたの夢なら悪夢に決まってるでしょう。覚えていなくてよかったわ。ほら、下りて。ここは不ふ可か侵しん領域よ」

「君が十六歳になったら共有の場所だよね」

　ヴァルサスは寝ね心地ごこちを確かめるように、伸びをする。彼の着ている袖そでのないシャツと、足首までのズボンはどちらも黒だ。彼には黒という色味がよく似合う。

「それは十四日先でしょう」

「正確には残り十三日と十七時間十分三十秒だ」

　ほんの僅かにヴァルサスのシャツの裾すそが捲めくれて、くっきり割れた腹の筋肉が覗のぞいた。細身なのに、エリアルを抱きしめる彼の腕は鋼はがねのようだし、本気で腕を摑つかまれると、振り払えない。あの割れた腹が全てを証明している。

　本当に最悪だ──。

「どこ見てるの？」

「べっ……別に。それより一日くらいおまけしてくれてもいいじゃない」

「だめだめ。一日たりとも伸びないよ」

　ヴァルサスがどれほどエリアルの十六歳の誕生日を待ち望んでいたのか、知っている。一分一秒たりとも延ばしてはくれないだろう。

　肩を落として、寝台から下りようとしたエリアルの手首を、ヴァルサスが摑んで引っ張った。小柄なエリアルの身体からだは、あっという間にヴァルサスの上に倒れ込む。

「ちょっ……！」

　ヴァルサスの両手がエリアルの頰ほおを捉とらえる。視線を逸そらせないよう、自分の方を向かせて、ヴァルサスの顔をエリアルの目に焼き付けようとでもしているようだ。

「僕の可か愛わいいリトルプリンセス。そろそろ口づけくらい許してくれてもいいだろう？」

　吸い込まれそうなほどの青い瞳ひとみ。そこに極ごく上じようの笑みが加わる。人の視線を全て集めるだろう、強きよう烈れつな吸引力を持つ悪魔の容姿。エリアルは彼の頰を摑んで水平に伸ばした。

　彼の美び貌ぼうはこうでもしなければ、崩くずれない。

「いだだだだ……」

「私はリトルでもプリンセスでもないの！」

「わにゃっはら、ほっへをひっはらはいで」

「本当に分かった？」

「わはった」

「あなたから先に手を離して」

　ヴァルサスは頭を上下に振って、手を引いた。エリアルも彼の頰から手を離したが、今度は腰に腕を回されて、拘こう束そくされる。

　薄い衣服を通して伝わるヴァルサスの体温に、心臓の鼓こ動どうがやけに速くなる。彼にそんな状態を知られたくなくて、なんとか平静を保たもつようにしているが、きっと顔は引きつっているはず。

「まあいいさ。もうすぐ君の全てが僕のものになるんだからね」

「それっていまじゃないでしょう」

　そう言ってエリアルは、拘束を解とくつもりのないヴァルサスの耳を摑んだ。同時にヴァルサスの手は離れ、彼の方から距きよ離りを取る。

　エリアルはにっこり微笑ほほえんだ。

「最初からそうしてくれたらよかったのよ」

「……みっ、耳はだめだっていつも言ってるだろ」

「変なことをしたら、また耳を摑むからね！」

　この悪魔はどういうわけか耳を触さわられると力が抜けるようだ。いまのところ彼の弱点は耳だけだが、これを発見したおかげで、ずいぶんと危機的状況から逃のがれてきた。

「くっ……僕としたことが……エリアルに弱みを握にぎられるなんて最悪だ。耳カバーを作ればいいんだ。そうだ、そうしよう」

　と毎回、同じことを言っているが、耳カバーをつけたヴァルサスを見たことはない。

　もしかすると、急所だ触るなと言いつつ、実は嫌なのではなく気持ちいいんじゃないかとエリアルは疑っているが、実際のところ不明だ。

　本当は、彼にとって気持ちいい場所だとしたら、そんなところを摑むのは嫌だが、他に弱点らしき場所も弱みもないのだから仕方ない。

「さてと、朝ご飯はできてるから、支し度たくをすませておいで」

　ヴァルサスは何事もなかったような顔で寝台から下りて、そう言った。

「分かった」

　ヴァルサスが部屋から消すと、エリアルは乱れた髪を撫でつけて、整えた。

　彼はエリアルが本気で拒きよ絶ぜつする前に、絶ぜつ妙みようのタイミングで引いてくれる。無理やり口づけを迫せまったりしないし、告白の言葉を強要したりすることもない。

　心底嫌いになることをしてくれたらいいのにと、エリアルがどれほど願っているのか、彼は知らない。

　いやヴァルサスは全て理解した上で、エリアルを籠ろう絡らくしようとしているのかもしれない。

　彼は悪魔だ。十五歳の小娘を手の平に載せて心を弄もてあそぶくらい、わけないこと。

　ヴァルサスの真意がどこにあるのか分からない。その答えは未いまだ見つけられずにいる。

　エリアルは着替えて顔を洗うと、急いで一階に下りた。
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　朝食を終えると、エリアルは頼まれていた飾り錠付きの箱を配達に行った。その帰りに、父の教え子だというクレメンスの家に向かう。彼はエリアルが悪魔と交かわした契約を破は棄きする方法を一緒に探してくれている召しよう喚かん師しだ。ここ半年ほど留る守すにしていたが、予定どおりなら昨日戻もどっているはずだった。

　露ろ天てん商しようが並ぶ通りに面した、脇わき道みちのない細い路地の突き当たりに、彼の住まう黒くろ煉れん瓦がの建物があった。庇ひさしの下に召喚師の看板が掛かっている。

　外から店内を窺うかがうと薄暗くて人の気配はない。鍵は掛かっておらず扉はすんなりと開いたが、留とめ金がねが外はずれかけていた。

　エリアルは挨あい拶さつよりも先に、鞄かばんから工具を取り出し、そこを修理した。

　鍵は安あん易いな作りのもので、店の防犯を考えると替えた方がいい。などと考えていると、声を掛けられた。

「やあ、表で何か音がすると思ったら、エリアルちゃんだったんですねえ」

「あっ、クレメンス兄さま、挨拶もしないで勝手にごめんなさい。錠が外れそうだったから放っておけなくて。扉にしっかり留めたから、もう大丈夫」

「ありがとう。扉を閉めるたびに気になっていたから、助かりました」

　クレメンスはそう言って目を細めた。

　薄茶の髪に同じ色の瞳。細いフレームの眼鏡めがねの奥にある目には深い知性が浮かぶ。

「ここで立ち話もなんですね。さあ、入って、入って。お茶をごちそうしましょう」

　クレメンスに手て招まねきされて、エリアルは奥へ案内された。そこで椅い子すに座るよう促うながされ、腰を下ろした。クレメンスは杯はいの底に直接火ひ鍵かぎを差し込み、中のお茶を温めて、エリアルの前に置く。

　エリアルは杯を両手で持つと、中身の温度に気をつけながら、口づけた。ちょうどいい熱さだったのでこれ以上温度が上がらないよう、火鍵をもとに戻す。
















「それで……悪魔との契約を破棄する方法の手がかりは摑めました？」

「……いい返事ができたらよかったんだけどね。先に謝あやまっておきます」

「謝らないでください。兄さまに甘えてお願いしてる私こそ……ごめんなさい」

「私は君のお父さんに召喚術を学んだだけでなく、とても世話になりましたからねえ。だからエリアルちゃんの力になりたいんです」

　彼も放ほう浪ろう癖へきがあって、セオドアとは旅先で出会い、教えを受けたそうだ。

　この国に彼がやって来たのは三年前。セオドアに挨拶をしようと店を訪れ、エリアルの置かれた状況を知った。それから妹のように可愛がり、協力してくれている。

「私が今日ここに来たのは、クレメンス兄さまが無事に帰宅しているのを確かめることと、お願いがあったからなの。私が誕生日を迎えるまでに帰ってきてくれてよかった」

「君にはまだ十三日残されているんだよ。諦あきらめるのは早いですよ」

　彼の力強い言葉はエリアルの気持ちを温めてくれる。エリアルだって諦める気はない。けれど、自由に動ける間に準備しておかなければならないこともある。

　エリアルはクレメンスの前に、長方形の小箱を差し出した。両手の平に載のるほどの大きさ。素材は鋼はがね。厚みは薄く、その両りよう端はしに鍵穴が二つ。エリアルの自信作だ。

「私がいなくなったあとに父が戻ってきたら、この小箱を渡して欲しいんです。中に父宛あての手紙が入ってます。鍵はありません。父には必要ないからだけど」

「それはちょっと……困りましたねえ」

　クレメンスは小箱を手に取ることなく、見下ろしている。その表情は複雑そうだった。

「頼めるのは兄さまだけなんです。お願いします！」

「そういうことでしたら、一応預かりましょうかねえ。ですが……」

「悪魔との契約を無効にすることは最後まで諦めません」

「それでこそエリアルちゃんだ」

　クレメンスがそう言うと、エリアルは膝で丸くなっているティグルを撫なでながら、訊ねた。

「悪魔と契約してそれを無効にできた方っていたのでしょうか？」

「私は会ったことがありません。だけどね、エリアルちゃんの場合、ちょっと事情が違うんですよ。君とヴァルサス君との契約はどう考えてもおかしい。彼を呼び出したのが君の父親なのは確かだ。けれど普通は呼び出した召喚師、もしくは代理として契約した者の願いを叶えたら、悪魔は自分の世界に強制的に送そう還かんされるはずなんですよねえ。向こう側のものが契約なしにこの世界に存在することはできないからです。なのにどうしてヴァルサス君は君の側にいて、新たに契約を結べたんだろうか。それこそそんな例はどこにもないんですよ」

「それって……」

「そう、そこです。君の父親との契約が果たされていないから、悪魔はこの地上に留とどまっているとしか考えられない。なのに君とも契約をしている。それは普通できないことなんですよねえ。私はそこから君と悪魔が結んだ契約が破棄できないかと考えているんだけど……そう単純にはいかないようなんです」

　ふうっとため息をつき、クレメンスは言葉を重ねる。

「ヴァルサス君は君のお父さんについて、何も話さないんですよね」

「はい。何度訊ねてもいつもはぐらかすんです」

　ヴァルサスはセオドアの居場所を知っていて黙だまっているのではないか。そう思うと本当に腹立たしい。

「悪魔や使い魔は、それを呼び出した召喚師が、もとの世界に送り返すことができる。頼みの祓ふつ魔ま師しはすでに彼を追い返すのに失敗しているからねえ。だからヴァルサス君のことは、やはりセオドア師匠せんせいに任まかせるしかないのでしょう」

「本当にどこにいるんでしょう……」

「エリアルちゃんが十六歳になる前に師匠せんせいが戻ってきてくれたら、一番いいんだけどねえ」

　きっと父親は戻ってこない。

　そう確信する理由などないのに、なぜかそれが正しいのだと心が感じている。そんないい加減な思い込みに対する答えをエリアルは持っていないのだが。

「そうそう。今回の旅では、ヴァルサス君と同じ悪魔と会う機会がありましたよ。召喚師の中には密ひそかに悪魔を従えている者がいますから。まあ……同業者であっても滅めつ多たに明かしてくれないが。こちらの事情をそれとなく話したら、特別に打ち明けてくれました」

「じゃあ、ヴァルサスがどういう悪魔なのか分かったんですか？」

　悪魔にも階級がある。どれほどの力を持つのかそれでおおよその判断がつく。

　けれどヴァルサスは悪魔というだけで他の情報が一切不明。本人も何も言わない。

「……ならよかったんですが、ヴァルサスという名の悪魔はいないそうだよ。ということはヴァルサス君が、本当の名前を隠かくしているのだろうねえ。彼の真の名が分からないと、仲間の悪魔であっても誰を差しているのか分からないらしい。もっとも真の名が分かってこそピンポイントで召喚できるんだけどね。やはり師せん匠せいが戻ってこないことには、何の手も打てないということかもしれない。せめて師せん匠せいに連絡さえつけば、娘の危機だから飛んで帰ってくるはずだけどねえ」

　エリアルも同じ意見だ。父と連絡さえつけば解決するはずだと。

　だからエリアルは、誕生日に父から贈おくり物が届くたび、そこに書かれた差出人の住所に手紙を送り続けてきた。一通でいい。父親に届いて欲しい。その願いもむなしく、手紙はすべて不達として戻ってくる。

「でもね、今回は一つ期待が持てそうな話があるんですよ」

「どんな話ですか？」

「夕食を摂とった店でのことです。そこには何人もの吟ぎん遊ゆう詩し人じんがいて交代で諸外国の不思議な話を歌っていた。最初は聞き流していたんですが、ある話に引きつけられたのです」

　クレメンスはそのときのことを思い出しているのか、どこか遠くに視線を向けている。

「何年も眠り続ける少女と少年の話でした。食事も取らないのに痩やせることも死ぬこともなく、ただ眠り続けているらしいのですよ。どんな名医にも原因が分からず、治ち療りよう方法もない。ずいぶん偉えらい司祭や、有名な退魔師、実力ある召喚師が呼ばれたようだけど、すべて失敗。未だに眠り続けているそうです」

「……年は取るんですか？」

「取らないらしいね」

　ならば病気ではないのだろう。何かの呪のろいか、魔術だろうか。

　年を取らずに生きている悪魔なら側にいるが、眠り続ける人は初めて聞いた。

「ご両親の気持ちを思うと辛つらいですね。何か治療法があるといいのに……」

「……ある臣しん下かが、キスをしたら目覚めるんじゃないかと真ま面じ目めに進言したそうだよ。万ばん策さく尽つきていた親たちは、一見ばかばかしいその案を実行することにした。かといって誰でもいいというわけにもいかず、自分たちの身分にふさわしい相手を募つのり実行に移した」

　親の気持ちは理解できるが、だからといって眠っている間に、見知らぬ者に口づけされるのは、嫌なんじゃないか。そう感じるのは、ヴァルサスと寝室を共にする自分に重なる部分があるからだろう。

「結果はどうなったんですか？」

「口づけた者も同じように眠ってしまったんだそうだよ。ただ被害を拡大させただけで、何の解決にも至らなかった。以降、部屋の扉は固く閉ざされ、少年少女はいまも眠り続けている……という話だ」

　昏こん々こんと眠る二人の周囲に、累るい々るいと横たわる口づけの犠ぎ牲せい者しやたち。親達だけでなく、犠牲者となって眠ってしまった者達の親もまた、不幸に見舞われたことになる。

「そもそもの原因はなんですか？」

「そこも不明なんだねえ。おかしな話だよ。吟遊詩人の話も、いきなり眠りについた少年少女から始まるんだから。おかげで私も興味が引かれたわけだけど。どの吟遊詩人達も知らないらしい」

「それはいつ頃からの話なんですか？」

「うん、うん。この話の重要なところがそこですよ。吟遊詩人達によって歌われ始めたのは六年前からだそうだ」

「……六年前」

「その数字がとっても気になるよね」

「はい」

　父親が姿を消したのは六年前。眠り続ける子供達と父は何か関係があるのだろうか。それともただの偶ぐう然ぜんだろうか。

「召喚師の兄さまは、その貴族に呼ばれなかったの？」

「いやあ、私は有名な召喚師じゃありませんから、呼ばれることはないですよ。それに私も吟遊詩人が歌うのを聞くまで知らなかった話ですからねえ。でも師せん匠せいは違う。鍵師としても有名だけど、召喚師としても、近きん隣りん諸国で五指に入ると言われている。もしかしたら声を掛けられていたかもしれない。好奇心旺おう盛せいな師せん匠せいならそんな不思議な話を聞きつけたらきっと訪ねたはずなんだ。だから私はまず、眠る子供達の親である貴族を探したんですが……」

「見つかったんですか？」

　目を輝かせて話していたクレメンスが、手の平をこちらに向けて肩を落とした。

「結果からいうと、だめでした。ずいぶん吟遊詩人達の歌を聞いて、出所を探さぐってみたのですけどねえ。結局分からずじまい。いま友人にも探してもらっていますよ。それで師せん匠せいの行方の手がかりが見つかるといいんですがねえ」

「本当にいろいろありがとうございます」

「私もできるだけのことをしますよ。とにかくまだ十三日あるんだから諦めないこと」

「はい」

　クレメンスはお茶を飲むエリアルをじっと見つめて、深刻そうに眉まゆ根ねを寄せた。いつもと少し様子が違う。

「……ただねえ、最悪、悪魔から逃とう亡ぼうすることも考えないといけないね。私は、一時的に姿を眩くらますことができる紋章結界の中に君を待たい避ひさせることを考えていますよ。エリアルちゃんもそのつもりでいてくれないかな」

「……」

「あれれ、気乗りしないようだねえ」

「もちろん悪魔の花嫁にはなりたくないですけど……自分から持ちかけた契約を破りたくないって気持ちもあるんです。変ですよね、私……」

　ヴァルサスが六年間エリアルにしてくれたことに感謝している。なのに、都合のいいときだけヴァルサスを頼りにして、不要になったから契約を破棄するという考えに、エリアルは罪悪感を持ってしまう。

　悪魔の花嫁になると取引したのはエリアル自身。けれど夢を諦められない。その強い気持ちが、契約の解除を望むのだ。彼が悪魔だから、嫌いだからという理由ではなかった。

「悪魔に対して誠実になる必要なんてないんですよ。彼らは確かに人の願いを叶える力はありますが、ずるがしこくて噓うそつきだからねえ。どれほどかいがいしく尽くしてくれているように見えても本心は違います。悪魔が人間を愛することはないですからねえ。どうせ何か企んでいるんですよ。こちらも同じように噓をつき裏をかいて対抗しなくてはねえ」

「十分、理解しています」

「なら、結構。安心しましたよ。ほら、ヴァルサス君は性格は悪いですが、大変美男子ですからねえ。男性に興味のないエリアルちゃんでも、ふらふらっと誤った恋心を抱いだいてしまう可能性もありますからね」

「なななな……ないです！」

「フフ。ずいぶん、全力で否定するんですねえ。いえ。いいんですよ」

「じゃ、じゃあ、私、そろそろ帰ります！」

　エリアルが椅子から腰を上げると同時に、膝ひざで丸くなっていたティグルが、腕を駆かけ上って肩に戻った。

「何か進展があったら、知らせますね」

「はい、兄さま。頼りにしています！」

　エリアルはぺこりと頭を下げて、クレメンスの家を後にした。

　朝方特有のまぶしい日光に顔が自然と上がる。まだ太陽は頭ず上じようには至っていない。

　十三日後、自分はどうなっているのだろう。だいたい悪魔の住む世界がどういうものなのか、エリアルは全く知識がない。ヴァルサスに聞いても「こことそんなに変わらないよ」と答えるばかりで要領を得ない。

　まだ十三日あるのだ。悪魔との契約を解除して、この世界に留まる方法はきっとある。

「ティグル、古こ文もん書じよ店てんを回って帰ろうか。契約解除に繫つながる新しい本が入ってるかもしれないから」

　肩に乗ったティグルが、クルルと喉のどを鳴らして同意する。

　エリアルは路地を抜けて、露ろ店てんが並ぶ通りに出ようとしたのだが。

「君、セオドア・ディン・サンテリナの娘だね」

　背後からそう声を掛けられ、エリアルは振り返った。そこには見知らぬ男が二人立っていた。二人とも似た背格好で、どちらもフード付き外がい套とうを羽は織おっている。その裾すそからは剣を収めた鞘さやの先せん端たんが見え隠れしていた。

　フードに顔を半分隠したままの二人に、エリアルは警けい戒かいしつつ、答えた。

「……そうですが、どちら様ですか？」

「話がある。我われ々われと来てもらおうか」

　彼らは名乗るつもりはないようだ。

「お二人ともよかったら私の店に来ませんか？　そこでならゆっくりお話を伺うかがえます」

「君に場所を選ぶ権利はないんだよ」

　歩を詰つめられたエリアルは、彼らから距離を取るよう、同じだけ下がった。

　ここは細い路地裏。両側は高い建物の壁に太陽が遮さえぎられていて、他に人の姿はなかった。すぐ先に人通りの多い通りが見えるのだが、路地裏に気を留める者はない。

　来た道を戻るしかない。少し距離はあるが、別の通りに繫がっている。そこまで逃げることができれば、街を巡じゆん回かいしている警備兵に助けてもらえるはず。

「そういうことでしたら、私……失礼させてもらいます！」

「それはできない」

　彼らが纏まとう雰ふん囲い気きはただならぬものだった。剣に手を掛けていなくても、訓練されている者達だと分かる。彼らはエリアルと穏おだやかに話をするつもりはないようだ。

　これでもエリアルは週に三回、剣術と護身術を習っている。彼らもそう簡単にエリアルを捕とらえられないだろう。ただ、いくら心こころ得えがあるからといって、武器を携けい帯たいしていない状態では、こちらが不利なのは明白。

　ここは隙すきを突いて逃げるのが一番だ。

「お話はここまでですね」

　エリアルは靴くつの先で砂じや利りを蹴けり、男達が一瞬ひるんだ隙に、きびすを返して走り出そうとした。けれど背後にも二人いて、エリアルの腕を摑もうと手を伸ばしてくる。

「やばっ！」

　膝を折って身をかがめ、手から逃のがれた。同時にティグルが、背後にいた男に飛びかかって、顔を引っ搔かいた。

「うわっ。なんだこいつ！」

　ティグルは小さな身体からだを活いかして、男達の間を飛び回っては嚙かみつき引っ搔いて、攪かく乱らんしてくれた。

　エリアルはティグルに気を取られた男達の足を払った。二人が体勢を崩して、道が開いたところを、駆け抜けようとした。もちろんティグルを呼び戻すのを忘れず。

「逃がすなっ！」

　エリアルは全力で走った。狭せまい路地の壁が両側から迫ってくるような錯さつ覚かくに陥おちいる。石いし畳だたみを蹴っている足が、乾いた音を立てた。表通りまであと少し。路地を抜けたらひとまず彼らも諦めるはず。

　髪の先を引っ張られたような気がして、エリアルは心臓が止まりそうになった。が、振り返らなかった。速度を緩ゆるめたら絶対に捕まる。

　進行方向にクレメンスの姿が見えた。彼はすぐにエリアルの状況を把は握あくしたのか、走り寄りながら、空気を裂さくよう右手を水平に動かした。すると地上に浮かび上がった光の輪から、発光する蝶ちようが無数に現れ、向かってきた。

「伏ふせなさい！」

　エリアルは石畳を蹴って、俯うつぶせに倒れ込んだ。頭上を光の玉になった蝶が行き過ぎる。同時に悲鳴が聞こえた。

　俯せから上半身を起こして振り返ると、男四人はみな背を向けて走っていた。炎ほのおの矢のように突っ込んでくる蝶を払いながら「化ばけ物ものだ！」とか「怪かい物ぶつだ！」という声が流れてくる。召喚師を見たことがないのかと憤ふん慨がいしている間に、彼らの姿は大通りに消えた。

　炎に包まれた鱗りん粉ぷんが舞い落ちる中、逃とう走そうした男達を見送るティグルの小さな姿があった。耳と尻尾しつぽをピンと立て、いつもと違ってやけに存在感がある。

「ティグル？」

　エリアルの呼びかけにティグルは振り返る。役目を終えて舞い散る蝶のただ中で、大きな丸い目をキラキラさせ、ティグルは跳はねるように駆かけ寄って来た。

「エリアルちゃん、大丈夫かい!?」

「はい。兄さまのおかげで助かりました」

　差し出されたクレメンスの手を取り、エリアルは立ち上がった。

　相手が一人だったらエリアルでもなんとかできたはず。

　だがそれでは駄目だ。せめて素手であっても二人くらい同時に相手をして倒せる実力がなければ『王の鍵師』にはなれない。

　けれどエリアルには召喚師や祓魔師の資質は欠片かけらもなかった。女性に向いていると勧すすめられた弓矢も一年学んだが、才能がないことを思い知らされただけだった。

　今は剣術と護身術を習っている。多少上達したつもりでいたが、実じつ践せんにはほど遠い。

　自分のふがいなさに唇くちびるを嚙んでいると、クレメンスが何か言いたげな顔でエリアルを見ていることに気づいた。

「どうかしたんですか？」

「……いや、それより、先ほどの男達は見知った顔だったかい？」

「知らない人達でした。父のことで話があると言ってましたけど……」

　もう少し穏おだやかに話し掛けてくれたら、違った結果になったかもしれない。エリアルは父の消息を知りたいし、彼らにしてもエリアルを真っ昼間に誘ゆう拐かいしようとしたのだから、相応の事情があったはずなのだ。

「旅先で師せん匠せいに何かあったんだろうかねえ。とにかく、念のため家まで送っていきますよ」

「もう大丈夫だと思うけど……お願いします。でも、どうして兄さまがここに？」

「はは。ただの偶然です。お土産みやげを渡すのを忘れていたのを思い出して、追いかけてきただけなんですよねえ。タイミングがよくてよかった、よかった」

　安あん堵どするクレメンスを前に、エリアルは硬かたい笑みを浮かべた。

　彼らは一体、エリアルに何の用があったのだろう──。

　落ち着きを取り戻そうと、エリアルは肩に乗っているティグルの身体を撫でた。ティグルは気持ちよさそうに首を伸ばし、クルルっと喉を鳴らした。
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　ヴァルサスが店番の間に昼食の用意をしていると、客が訪れたことを知らせるベルが鳴った。

　今日は朝から錠じよう前まえと鍵かぎを買いに来る客が途と絶だえず、苛いら々いらしていたところへ、まただ。

　店を閉めてしまえばいいのだが、そうするとエリアルが怒おこる。

　怒った顔も可か愛わいいが、やはり彼女は笑顔が一番いい。仕方がないので、最低限の対応ではあるが、店番を引き受けていた。

　客が選んだ商品を、ヴァルサスはただ素早く袋に入れて代金と交換する。用を終えた客は出て行く。ヴァルサスは家事に戻る。

　ほぼ無言でこの一連の流れをやりすごす。それくらいなら許容範はん囲いだ。構わない。

　だがたいてい店を訪れるのは、化け粧しようの濃こい女、店にそぐわない着飾った女、色気も賢かしこさも感じられない少女の群れ。

　告白してくるくらいならまだいい。中にはエリアルをおとしめる言葉を聞かせる耳みみ障ざわりな女もいた。そんな不快なゴミは、簡単にここへ戻れないほど遠くに転移させている。なおも舞い戻ってくる者は店に近づくと激しい体調不良に陥おちいるよう、術を掛けた。むろん密ひそかにだが。

　好かれたい女性にはすげなくされて、どうでもいいゴミばかり群がってくる。ゴミは片っ端ぱしから川へ投とう棄きし浮かんでこないようにしたいが、我慢していた。

　すべてはエリアルに好かれるためだ。

　彼女への愛を証明するためならどんなことでも──。いや、例外もいる。

　ヴァルサスが店に出ると、よく見知った男が商品の鍵を見ている姿が目に入った。が、男に買う気などないのは明白だ。

「何の用だ」

　ヴァルサスがそう言うと、男はこちらを向いた。

　ベルトラン王国の王位第二継けい承しよう権けんを持つ、フレイ・ギア・マクヴァガン。

　精せい悍かんな顔立ちに野や性せい味みが混じる容姿。赤い髪かみは手入れされていないように見えて、絶妙に整えられている。

　男らしい色気を無意識にまき散らす目め障ざわりこの上ない奴やつだ。

「エリアルに話があって来た。留る守すなのか？」

「見てのとおりだ」

「なら戻ってくるまで待たせてもらう」

「帰れ」

　犬を追っ払うように手をシッシと振ると、フレイの傍かたわらにいた警護がヴァルサスを睨にらみ付けながら言った。

「この方をどなたと心こころ得える。店番風ふ情ぜいが無礼な振る舞いをして許されると……」

　フレイの警護は首もとを引っ搔かくようにして喘あえぎだした。顔色は次第に青ざめていく。

「ヴァルサス、やめろ」

「私はそこのゴミに跪ひざまずく相手を教えてやっているだけだ」

「ヴァルサスはゴミに跪かれたいのか？」

　声も出せず苦痛に喘あえぐフレイの警護をヴァルサスは見下ろした。

　このまま窒ちつ息そく死しさせるという手もあるが、エリアルに知られると面倒だ。

　ヴァルサスは息ができるよう、空気を戻してやった。フレイは、咳せき込こむ警護の腕うでを摑つかみ、表へ出るよう促うながした。

「お前は外で待っていろ」

「ですが殿下……」

「命令だ」

　警護を店の外へ避ひ難なんさせたフレイは、ふたたびヴァルサスに向き直った。フレイの瞳ひとみには挑いどむような輝きが灯ともっている。

「懲こりずに私を追い払う計画でも企たくらみにきたのか」

「今日はエリアルに父の伝言を持ってきただけだ」

「そうか。では私が婚約者の代わりに伝言を聞こう」

「婚約者？」

「そうだ」

「誰が」

「私だ」

「誰のだよ？」

「……昔からお前は本当に目障りだ」

「俺もそう思ってる」

「常に背後には気をつけるんだな」

　脅おどしではなく本気で抹まつ殺さつしてやりたい──。

　とはいえフレイはエリアルの幼おさななじみ。王の鍵師だったセオドアは王と交流も深く、彼とともにエリアルも王城をたびたび訪れていた。両親も親しん戚せきも兄きよう妹だいもいない彼女にとって、幼い頃から仲良くしていたフレイと、彼の兄であるジョシュは大切な友人なのだ。

　どちらが欠けてもエリアルは悲しむだろう。ヴァルサスが最も目にしたくないのは、笑顔を失ったエリアルの顔だ。何をおいてもそれだけは回かい避ひしなくてはならない。

　だから生かしている。どれほど世界から消し去りたい、呪のろいたいと思っても、エリアルのために我慢しているのだ。もっとも彼ら二人に対する恋愛感情がエリアルにないことが分かっているから、目こぼししているだけだが。

　だがエリアルにその気はなくても、彼らに恋心がないわけではない。

　しかも女というものは誰もがシンデレラストーリーにあこがれる。身分差を乗り越えて結ばれる夢物語を世の女性は求めるのだ。エリアルがフレイの想いに気づいて、彼を意識する日がこないとも限らない。
















「そんなに見つめるな。勘かん違ちがいするだろ」

　フレイは笑いもせず目に強い光を宿したまま、ヴァルサスを射い貫ぬいてくる。

　不ふ慮りよの事故というのはどうだ。治ち療りよう法のないウイルスに疾しつ患かんさせるのも悪くない。人間はいつどんな形で死ぬか分からない生き物だ。ヴァルサスが関わっているとエリアルに疑われない方法ならどうだろう。

　いや、瀕ひん死しのフレイを見たエリアルの目に涙が浮かんだら、不本意であっても助けてしまうだろう。

　余計に腹立たしいことになりそうだ。ここは殺意を収めるしかない。

「ただい……わあ、フレイ！　久し……じゃなくて。殿下、いらしてたんですか」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのフレイがとたんに照れくさい笑みを浮かべたのを、ヴァルサスは見み逃のがさなかった。それよりも、エリアルはいつもどおり振る舞っているようだが、手の先が小刻みに震ふるえているし、身体からだがやや強こわばっていた。

　エリアルの肩に乗っているティグルがヴァルサスに目め配くばせしてきた。彼女の後ろにはクレメンスもいて、彼からも意味深な表情を向けられた。

「俺達が一般市民の格好をしているときは、堅かた苦くるしい言葉は使わないと約束しただろ。名前も呼び捨てでいいんだ」

「……そ、そうだったよね。ごめん」

　和なごやかに話している二人に心穏おだやかではいられず、ヴァルサスはエリアルとフレイの間に身体を差し込み、彼女の手を摑んだ。

「エリアル」

「前に立たれたらフレイと話せないんだけど」

「何かあっただろう」

　ヴァルサスが訊たずねると彼女の目は一瞬泳いだ。

「……別に何もないけど」

「指先が僅わずかに震えているし身体も強こわばってるよ」

　エリアルは噓うそをつくときに限って、ヴァルサスの双そう眸ぼうを射貫き、見つめ返してくる。どこか挑ちよう戦せん的てきな行為だが、本心を気け取どられたくなくて、虚きよ勢せいを張っているだけだ。

　摑んだエリアルの手から伝わってくる動どう揺ようと不安。これが彼女の本当の気持ち。愛する人が、こんなふうに心乱されている理由を、ヴァルサスは知りたい。

「エリアル」

「それ気のせいだから」

「何かあったときは僕の名を呼べといつも言っているだろう」

　エリアルに名を呼ばれたら、一瞬にして彼女の傍らに召喚される。それも契約の中に含まれているのに、彼女はせっかくの特典をまるで利用しない。

「何もないんだから、呼ばないわよ」

　ヴァルサスの手を振り払い、エリアルはフレイとともに奥へ姿を消した。だが、いつもエリアルの肩に乗っているティグルが、カウンターに残っている。

「ティグル、何があった」

「報告。身元不明の男四人にエリアルを捕ほ獲かくする意志を確認。武器の所持を目視。状況を鑑かんがみて、真の姿に戻るのが最適だと判断。攻撃した」

「始末したのか」

「可能ではあったが敵の戦意喪そう失しつを確認。基本命令を優先、回避した」

　ティグルは普段は子こ狐ぎつねに似て可愛い姿をしているが、本来は人型の魔物だ。

　一度火がつくと死体の山を築かずにはいられない。可能な限り本来の姿をエリアルに晒さらすことなく守り、ヴァルサスがいない場では、彼女が誰と何を話したのか、報告する義務も持たせてある。

「一瞬でも本来の姿を、エリアルに見られなかっただろうな」

「そのための追撃回避だった」

「まあいい。フレイと何を話しているのか聞いてこい。怪あやしい雰ふん囲い気きになったら邪じや魔まをするのも忘れるな」

「了解した」

　ティグルはぴょんぴょんと跳はねながら奥の部屋へ消えた。その姿を目で追っていたクレメンスが、ヴァルサスの方へ視線を戻した。

「エリアルちゃんはあれの正体をまだ知らないのですか」

「私の代わりに教えるような節せつ介かいはやめておけ」

「いやいや～。するつもりはないですよ。エリアルちゃんには必要な警護ですからねえ」

　いつも本心の読み取れないクレメンスだが、とりあえず笑っているようだ。

　セオドアの親友などとエリアルに吹き込んで仲良くしているようだが、事実はどうだか。

「無能な召喚師の用はなんだ」

「師匠せんせいがどこにいるのか、そろそろ教えてもらえませんかねえ。エリアルちゃんが襲おそわれたのも、師匠せんせいがらみでしょうから心配しているんですよ」

「悪魔にも守しゆ秘ひ義務がある。無能な召喚師でも知っているはずだ」

「そうなんですけどねえ……周囲がなにやらきな臭くさくなっているのも、ヴァルサス君とエリアルちゃんの契約が満了を迎むかえる日が近づいているからだと思いませんか。今回の襲しゆう撃げき者は、ティグルに不意打ちされて退しりぞきましたが、すぐ次がありますよ」

　始末できなかったのは残念だが、また現れる機会を待って、直じき々じきに手を下せばいい。その方がこちらの気もすむ。

　それにしてもエリアルに怪け我ががなくてよかった。

　悲鳴を上げるばかりで逃げ惑まどう頭の悪い女は見るに堪たえないが、身を守る術すべを半端に持っている者が相手との力の差を判断できず、反撃しようとするのも困る。エリアルはどちらかというと後者だから。

「誰が面倒を起こしている？」

「いやあ、それはヴァルサス君がよくご存じでしょう」

「知った瞬間にこの世から消している」

「分かっていましたが、本当になんにも教えてくれないんですねえ。ではこれはどうです。エリアルちゃんには『僕』で、どうして私達には『私』なんですか？」

　最初はエリアルに対しても『私』だった。けれど幼おさないエリアルは『私』より『僕』の方が気に入ったから、彼女にだけ自分のことを『僕』と言うようになった。たぶん、セオドアが自分のことを『僕』と呼んでいたせいもあるのだろう。

「それすら答えてくれないのですか。退たい屈くつな悪魔ですねえ」

「……話は終わったか？　なら帰れ」

　ティグルに監かん視しさせているとはいえ、エリアルとフレイのことが気になる。クレメンスに構かまっている暇ひまはない。

「今日は君に見せたいものがあってねえ」

　クレメンスはそう言って胸元から鋼はがねの小箱を取り出した。ヴァルサスはそれをよく知っている。エリアルが地下の作業場に籠こもり、ここしばらく作っていたものだ。それが何か訊ねても教えてくれなかった。なぜクレメンスが持っているのだ。

「先ほどエリアルちゃんから預かったんです。中に師匠せんせい宛あての手紙が入っているそうですよ。自分がいなくなった後、師匠せんせいが帰ってきたときのためにね」

「なるほど」

「ヴァルサス君、本当にエリアルちゃんのことを愛しているというのなら、あの子をもう少しこの世界に置いてやってくれませんか」

　どうして人間ごときに愛のなんたるかを語られなくてはならない。実に不快だ。と、ヴァルサスが無視していると、クレメンスは勝手に話を続けた。

「この飾り箱、素す晴ばらしいと思いませんか？　私はこれほどまでに美しく、遊び心があるのに巧こう妙みようで気難しい錠を見たことはないですよ。一流の鍵師であっても解錠するには相当苦労するはず。いやいや、属性錠に頼るばかりの最近の鍵師には、解錠できないかもしれません。これが他の鍵師が持たないエリアルちゃんだけの才能です。十五歳でこの完成度ですよ。将来が恐ろしいですねえ。本当に女性初の『王の鍵師』になるかもしれません」

　エリアルは属性素材が扱えない体質のせいで、自分には鍵師の資質が欠けているという劣れつ等とう感かんを昔から持っている。けれど、彼女にはそれを超えるずば抜けた才能がある。ヴァルサスはとっくの昔に見抜いていた。

　けれど、そのこととヴァルサスとの契約は無関係だ。

「十三日後、契約は終了。私は褒ほう美びをもらう」

　ヴァルサスは一呼吸置いて「エリアルという花嫁をな」と、言葉を重ねた。

　クレメンスは首の後ろを撫なでて、肩をすくめる。

「そこをなんとかしてもらえませんかねえ」

　これでもずいぶんヴァルサスは譲じよう歩ほし、我慢してきた。

　冷れい酷こくになれば、エリアルの知り合いも友達も全て抹まつ殺さつしていただろう。家に閉じ込め、外の世界に一切触ふれさせず、頼れるのは悪魔だけだと教育した。エリアルの美しい瞳に映るのは常にヴァルサスの姿だけだと。

　心底そうしたかったが、寸前のところで行動に移さなかったのだ。

　笑ったり怒ったり肩を落としたり夢中になったり……そんなエリアルの豊かな表情を見逃せない。閉じ込めては決して得られないだろう、ありのままの彼女を、ヴァルサスは何よりも愛し、そして望んだ。

　最後の一線を残して──だ。

　それはエリアルを花嫁として迎え、ようやく得られるもの。

　彼女の唇くちびるは甘いだろうか。いつも窮きゆう屈くつな服に隠かくされている肌に、ようやく触れることが許される日。十三日後、本当の意味でヴァルサスはエリアルの全てを自分のものにできる。契約の延長などするわけがない。

　六年待った。これ以上は待たない。待つつもりもない。

「……まあ、いい返事は期待していなかったんだけどねえ」

　クレメンスは聞こえるようなため息をつきながら、狭せまい店内を壁に沿って一周する。彼の行動を注意深く窺うかがいながら、ヴァルサスはカウンターに軽く凭もたれて、腕を組む。

「無む駄だだ」

「……この結界より、太陽の剣と月の炎ほのおが、世の理ことわりを乱すものを遮さえぎる。我われは秩ちつ序じよを重んじる者。よき者は留とどまり悪あしきものは正しき場所へ、無効な契約は闇やみの彼方かなたへ追い払え！」

　クレメンスは手の平を床ゆかにかざして叫さけんだが、店内は物音一つ響ひびかず、静かだった。ヴァルサスが訊ねるように首を傾けると、召喚師は何度目か分からないため息をついた。

「やれやれ、召喚紋もん章しようすら浮かばないとはね……」

「だから無駄だと忠告してやっただろう」

　エリアルとの契約は正しく結ばれたものだ。当事者であろうと破は棄きはできないのに、無能な召喚師は未いまだもがいている。

「人間はねえ、絶望的だと分かっていても、僅わずかなチャンスに懸かけようとするものなんだよ。だから私も悪魔からエリアルちゃんを取り戻す努力を最後までするつもりだ」

　穏やかな口く調ちようの中に、クレメンスの決意を確かに感じる。けれど彼が世界をどれほど巡って答えを探そうとしても、訪れる結果は変わらない。

「好きにしろ……といいたいところだが、あまり目め障ざわりになればこちらも知らぬ顔ではすまさない。覚かく悟ごをしておけ」

　ジロリと睨み付けると、クレメンスは俯き加減に頭を搔かいた。

「そう見つめないでくれないか。ヴァルサス君はほら美男子だからね。同性の私から見てもドキドキしちゃうんだよ。そういうの困るんだよねえ」

　どこまで真剣で、どこからふざけているのか分からない男だ。

　そろそろ追い出そうかと考えていると、クレメンスが仕掛け錠付き小箱をまた振った。

「本当に中身が気になるよねえ。実は私も気になっているんだ。ヴァルサス君さあ、君の悪口が書かれているかもしれないよ。そうだなあ、ヴァルサス君が真の名前を教えてくれるなら、これを渡してもいいですけどね」

　真の名をクレメンスが知ったところで、エリアルと契約しているいまは何の意味もなさない。それはクレメンスも分かっているはずだ。なのになぜ真の名を知りたがる。

　この男は召喚師としてセオドアの足下にも及ばないが、だからといって軽かろんじ侮あなどるのは危険だと、ヴァルサスの心は警告を発していた。

「エリアルが作った仕掛け錠付きの箱は欲しいが、私には中身を見ることはできない。知っているはずだが」

　鍵で閉じられた鋼の箱は、一種の契約だ。戸と棚だなや扉の鍵とは違う。悪魔であっても、簡単に壊して中身を見ることはできない。まあ普通の人間のように、ハンマーで壊すという手もあるが、無ぶ様ざますぎるし時間もかかる。

「ヴァルサス君なら卑ひ怯きような手を使って王の鍵師を脅おどして、強引に解錠させるでしょう」

「おい、エリアルがお前を信用して託たくしたのだろう。それを取引材料にするつもりか？　エリアルが知ったら裏切られたと嘆なげくぞ」

「いやいや、エリアルちゃんは私のこの判断を必ず理解してくれますよ。それより悪魔との契約を解除して、君を向こう側に追い返したら、逆に感謝されるに一票だよ！」

　何が一票だ──。

　本気でクレメンスを追い出そうと、カウンターから店先に出ようとしたヴァルサスを、フレイの声が引き留めた。

「今日は突然訪ねて悪かったな」

「ううん。いつでも遊びに来てよ。あ、王城で私にできそうな鍵の仕事があったら回してもらってね」

「伝えておく。……そうだ……いや」

「どうしたの？」

　フレイはチラリとヴァルサスに視線を向けた。彼の、苛いら立だちと嫉しつ妬との混じる目は、ヴァルサスの優ゆう越えつ感かんを満たしてくれる。

　ヴァルサスには偉えらそうな態度を取るフレイだが、エリアルには自分の気持ちを打ち明けることすらできない、根性なしだ。

「……いや。じゃあな」

　フレイが帰っていくのをにやにやしながら見送っていると、エリアルに足を踏ふまれた。顔をしかめるほどではないが、エリアルの様子が気になる。

　フレイとどういう話をしていたのか分からないが、帰ってきたときとはまるで違う。エリアルの目はいつも以上に生き生きと輝いていて、喜びに満ちていた。

　何を話していたのか、ヴァルサスは気になった。彼女の肩に乗っているティグルは、白目の少ない瞳で何か言いたげな目つきを返してくる。

「クレメンス兄さま、お昼を一緒にどう？」

「いえ。今日は帰りますよ。エリアルちゃん、身辺には気をつけるんだよ」

「えっ」と声を上げてそろ～りと、ヴァルサスの方を窺うかがい「大丈夫」と言った。

　襲おそわれたことを黙だまっているつもりだったのだろう。たとえエリアルが打ち明けなくても、ティグルからばれるというのに。

　今日は朝から腹立たしいことばかりだ。

「エリアル、クレメンスは君が託たくした大事なものを取引材料として渡そうとしたぞ。こいつは信用ならないな」

「大事なもの？」

「え、何のことかな」

「セオドア宛の手紙を入れた箱のことだ」

「それは私が命に代えても守り、必ず師せん匠せいに渡すと約束したものだよ。どんな取引を持ちかけられても、君に渡すわけないだろう。ヴァルサス君、噓をつかないで欲しいねえ」

　無能な召喚師はしれっとそう言った。ヴァルサスの眉み間けんに皺しわが寄る。

「エリアルはどっちを信用するんだ？」

「兄さま」

「……役立たずな召喚師も帰れ！」

　店内に不快な微び笑しようの痕あとを点々と残し、クレメンスも帰って行った。ようやく二人きりだ。

　ティグルは気配を察して、彼女の肩からカウンターの上に移動し、丸くなる。

「エリアル、大事な話があるはずだろう」

「兄さまから聞いたのね」

「当然だろう」

「剣術と護身術の時間を増やすから、心配しないで」

「あと十三日毎日鍛たん錬れんしても、一流の剣士にもなれないし、防御の達人にもならないよ。まあ、それでも君が残された時間を、そんなくだらないことに費ついやしたいっていうなら、反対しないけど」

「……ヴァルサスの言うとおりだわ」

　珍めずらしくエリアルはヴァルサスの意見に同意した。その目はまだ輝いている。襲われた恐きよう怖ふを打ち消すほどの何かがあったのだ。

「それで、フレイの用事はなんだった？」

　エリアルは顔をパッと明るくして、抑おさえられない興奮に両手が拳こぶしになっている。

「王様が私に少し早い誕生日プレゼントをくださるそうなの。ここ数日中に召喚状が届くから準備しておくようにって」

「プレゼント？　どんな？」

「私に『王の鍵師』として、ハル・フリート皇こう国こくに親書を運んで欲しいって！」

　エリアルはここしばらくで一番の笑顔を浮かべた。こういう表情をヴァルサスにいつも見せてくれたらいいのだが。

「君の喜びは僕のものでもあるけど、王の権限で『王の鍵師』の称号を資格に満たない者に与えていいのか？」

「もちろん正式なものじゃないわ。一回限りの、それも見習いとしてよ。私が王の鍵師を目指しているのをご存じだから、十六歳の誕生日前に体験させてあげようと、お優しい気き遣づかいをくださったのよ」

　続くだろうと予想された、私にはもう……王の鍵師を目指す時間がないから……という言葉はなかった。

「ずいぶんと慈じ悲ひ深ぶかい王だ」

「そうね。お父さんが姿を消してからずっと気に掛けてくださったけれど、最後までこんなふうにしてくださるなんて……なのに私は何もお返しができない。せめてこの仕事は精いっぱい務めるつもりよ」

　ヴァルサスは嫌いやみで言ったつもりだったが、エリアルは言葉どおりに受け取ったようだ。

　この期ごに及んで王が動くか──。

　契約満了の日が近づけば、それなりに周囲は騒さわがしくなるだろうと、ヴァルサスも想定していた。これで彼らが本当は誰を、何を優先するのか、つまびらかになった。

　知らないのはエリアルだけだ。

「というわけで私は数日王城で過ごして『王の鍵師』の特訓を受けて、ハル・フリート皇国に行くわ。その間、店番よろしくね」

「……僕がついていかないわけないだろう」

「じゃあお店はどうするの!?」

「休業もしくは廃はい業ぎよう」

「だめよ、そんなの」

「君が王の鍵師としての訓練を突とつ貫かんで受けて、ハル・フリート皇国に王の親書を持って行く。君に残された十三日はそれで終わるはずだ。この家を出たら、もう戻ってくる時間はないかもしれない。君は僕の花嫁になってこの世界を離れ、ここは第九の鍵師代理の、ユーリ・デ・ジュレのものになるんだよ。エリアル、忘れてた？」

「……思い出した」

　興奮で握にぎりしめられていた拳が解とかれ、エリアルは目を伏ふせた。悲しいというより、寂さびしさが全身から滲にじんでいた。

　ヴァルサスは凭もたれていたカウンターから離れて、エリアルの側に近づいた。彼女は唇を尖とがらせた表情で見上げてくる。

「私が落ち込んでる姿を見て楽しんでるんでしょう」

「これでも僕は君を思って胸を痛めているんだよ。どんな理由であっても、エリアルの笑顔が曇くもるのは嫌だからね」

　そう言いながら、ヴァルサスはエリアルを壁かべ際ぎわに追い詰つめた。逃げられないよう両手で退路を断って、身をかがめる。

「顔、近すぎ……」

「エリアル、君の十六歳の誕生日がどういうことなのか、ようやく現実味を帯おびてきた？」

　見上げる彼女の薄うすオレンジ色の瞳に、ヴァルサスの顔が映っている。小作りの顔に大きな瞳。六年間慈いつくしみ大切にしてきた花嫁。

「このままキスしていい？」

「嫌」

　挑むような目はヴァルサスの双眸を射貫いている。負けず嫌いで、意志の強さはヴァルサスも驚おどろくほどだ。常に父親の背を追い、鍵師の学校から帰ってきてからも、地下の作業場にこもっていた。手や顔を、鋼を削けずった粉で真っ黒にしながら、ひたすら努力してきたエリアル。

　魂たましいの純じゆん粋すいさに加えて、エリアルのそんな懸けん命めいさにも、ヴァルサスは惚ほれている。
















「本当に嫌なら全力で抵てい抗こうすればいい」

　唇が触れ合いそうなほど顔を近づけたが、エリアルがヴァルサスの耳を摑んで引っ張った。くすぐったいのと、気持ちがいいのと相まって、背筋がゾクゾクする。

　ヴァルサスは両手を壁から耳に移して、身体を離した。

「だっ、だから、耳は駄目だって……！」

「ヴァルサスが無理やりキスしようとするからじゃない」

「じゃあ、君。十六歳になったとたん、僕が望むこと全て許してくれるんだな」

「全てって……何よ」

「結婚した男女が行うこと全て」

　エリアルは一瞬、きょとんとした表情を見せた。が、すぐさま言葉の意味を理解したのか、顔が真っ赤に染まっていく。

　ヴァルサスはエリアルをきつく抱きしめて、頰ほおずりした。

「君は本当に可愛いよ」

「ちょ……ちょっと離して。抱きつかないでよ！」

　両手でぐいぐい頭を押しやられたが、いつもより力が籠もっていない。もしかするとエリアルもその気になってくれたのかもしれない。

「ようやく口づけを受け入れてくれる気になったんだ」

「あっ、あり得ないから。そういうの……ちょっと……嫌だって言ってるの！」

　もう少しで唇が触れ合おうとした瞬間、客の訪れを知らせるベルが鳴った。エリアルはヴァルサスの腕の中から、座り込むようにしてすり抜けて、逃げた。

　せっかくのチャンスが──。

　邪魔者は誰だと顔を上げると、帰ったはずのクレメンスが立っていた。

「なんだか取り込み中だったみたいですねえ」

「……無能召喚師、どうして戻ってきた」

「お土産みやげを渡すのを二度も忘れてしまってね。いやいや、最近物忘れが酷くて困っているんですよ。まあ、私のことより、どうも邪魔したみたいですね。申し訳ない」

　エリアルは恨うらめしそうにヴァルサスを横目で見て、視線を宙に泳がせる。クレメンスは店の真ん中にある丸卓に菓子の箱を載のせた。

「ここに置いていくから、あとで食べてくださいね。じゃあ、今度こそ帰りますよ」

　クレメンスはそそくさと店から出て行ったが、入れ違いに本当の客が来た。

「いらっしゃいませ」

　ヴァルサスはエリアルに奥へ押しやられ、仕方なしに調理場に戻った。置き去りにされた土産を捨てようとしたが、エリアルに激げき怒どされて、取りやめた。
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　フレイが訪ねてきてくれた日から数えて三日後、王から召しよう喚かん状じようが届いた。

　エリアルは、王城でしばらく生活するのに必要な荷物を造り、錠じよう前まえを作るための工具などを揃そろえて木箱に詰つめた。

　エリアルはこれから、王の親書を収める仕掛け錠付き小箱を作って、ハル・フリート皇こう国こくに向かう。ヴァルサスの言うとおり、途中で家に戻もどる時間はないだろう。

　だから店をしばらく閉めることにした。次に開くとき、店主は替わっているだろう。

　ただし、十六歳の誕生日は、この家で迎むかえるつもりだった。その日は、父親であるセオドアからエリアルに贈おくり物が届くから。せめてそれを受け取ってから、ヴァルサスとともにこの世界を離れたいと考えていた。ヴァルサスもこの件は同意してくれている。

「よいしょっと」

　エリアルは荷物を入れた木箱を店先に積み上げて、迎えが到着するのを待った。

　額ひたいに浮かんだ汗を手で拭ぬぐい、店内を見回す。ティグルが別の木箱の上に丸くなって、眠っている。その姿を見て笑みがこぼれた。

　エリアルはここで育った。思い出の品もたくさんある。それらを木箱に詰めてまとめ、部屋の隅すみに積み上げた。処分するかどうか悩なやんだが、エリアルが望む物は全て持って行っていいとヴァルサスが許可してくれたので、好意に甘えることにした。

　何もかも捨て、身一つでヴァルサスの世界に行く勇気はない。過去を振り返らずに常に前進しようと決意したエリアルでも、彼の世界で過去の思い出に浸ひたる時間が欲しいと思う。

　覚かく悟ごしてきたけれど、十六歳になるのが怖こわい。

　ヴァルサスが怖いのではない。王の鍵かぎ師しを目指して努力してきた全てが無む駄だになることに、恐きよう怖ふを覚えるのだ。

　鍵師の仕事を捨てるとき、自分が生きてきた理由を失う。同時に費ついやした時間が空むなしいものへ変わる瞬間でもあった。

　それが怖い──。

「エリアル、準備はできたの？」

「ほとんどね」

　ヴァルサスは店先に積んだ木箱に座り、珍めずらしく物もの憂うげな表情で髪かみを撫なで上げた。エリアルは商品に埃ほこりがつかないよう薄うすい布を被かぶせながら、訊たずねた。

「どうしたの？」

「王の鍵師見習いとして君がハル・フリート皇国へ行くのは、気が進まない」

「私にその資格がないからだっていうんでしょ」

「違うよ、エリアル。結婚の前には、女の子はドレスを選んだり、身につけるアクセサリーを選んだり、もっとこう、ときめく時間を過ごすものだろう。それは一生に一度のものだよ。このままじゃ後こう悔かいするよ」

「私は昔から仕事を優先してきたの。それであなたに嫌われようと好かれようと、こういう自分を変えられない」

　悪魔に嫌われたくてこんなふうに言っているのではない。エリアルは父のような鍵師を目指して精しよう進じんしてきたし、それ以外のことは全て二の次だった。家事の一切が苦手。裁さい縫ほうなんてした記憶がないほどだ。エリアルには可か愛わいい花嫁は向かないし、自覚もある。だいたい男性から恋愛対象に見られたことはなかった。

　この悪魔以外は──。

　ヴァルサスは他の誰だれにも見せない、優しい笑みを浮かべ、言った。

「構かまわないよ。準備は僕が全部しておくから。君は仕事に集中すればいい」

「……そうする」

　この場合、ありがとうって言うものよね──。

　どうして素直にお礼を言えないのだろう。エリアルにはその理由が分かっていた。

　ヴァルサスを喜ばせたくないからだ。ただそれだけ。昔はもう少し素直だったのだが。

　結婚がどういうものなのか漠然としていた頃は、エリアルはヴァルサスと仲良く話をしていた。けれど年を取るにつれ、悪魔がどういう存在なのか、彼と結婚の約束をしてしまった重大さを理解するようになって、変わった。

　エリアルはヴァルサスに嫌われよう、嫌われようとしてきた。ときに横おう柄へいな態度で、きつい言葉で返すこともあった。端はたからは口の悪い意地悪な女の子に映っていたはず。

　そんなエリアルに、ヴァルサスは昔から変わらない。

　大切に守り慈いつくしみ手をかけ育ててくれた。そして一緒に父の帰りを待ってくれたただ一人の存在。

「……」

　ヴァルサスはエリアルの前に立つと、額ひたいに掛かった髪を後ろへ流し、愛いとおしそうに頰ほおを撫でてきた。少し冷たい指先に、エリアルは身をすくめる。

「出会った頃から君のありのままの姿を愛している。鍵が好きなら一日中触さわっていたらいい。手や顔を真っ黒にして錠を作ればいい。それが君なんだから、変わらなくていいんだ」

「いちいち触らないで。そういうの困るんだから……」

　顔が熱い。頰も熱い。身体からだも熱い。絶対赤くなっているはず。エリアルは彼の手を払い、鍵と錠を持って店の外へ出た。ティグルが追いかけてきて肩に飛び乗ってくる。もちろんヴァルサスもついてきた。

「エリアル、どこへ行くの？」

「第九の橋」

　エリアルは、馬車やキャラバン、住民や旅人が行き交かう石造りの橋に向かって歩いた。

　青白く澄すんだ川に架かかった石橋。その先に広がる果樹園や、風に波立つ作物の青々とした葉。戦争になったら、兵士はこの橋を渡って、国外へ向かう。他のどの橋よりも頑がん丈じように作られ、仕掛け錠も複雑だという。

　本来、第九の橋にある仕掛け錠の管理も王の鍵師の役目だが、エリアルにその資格はない。

　私がこの橋を守って、お父さんの帰りを待ちたかった──。

　エリアルはポケットから錠を取り出して、みながするよう、祈りながら橋に巻き付けられたロープに錠を掛けた。それを見ていたヴァルサスが訊ねる。

「秘密？　それとも僕との愛が永遠に繫つながれることを願ったの？」

　第九の橋は別名『秘密と結びの橋』。エリアルの秘密は一つ。誰にも知られたくない、言葉に表せないもどかしい本心のこと。

「……教え、ないっ！」

　エリアルは錠の鍵を川へ投げ捨てた。橋の鍵は秘密が守られるようにと願いを込めて、捨てることになっている。

　水しぶきは上がったが、ずいぶん遠くに放り投げたせいか、水音は伝わってこなかった。

「なんだか気になるな」

「内緒っ」

　残り十日。ヴァルサスがエリアルを悪魔の花嫁にしたいというのなら、そうすればいい。

　どうせヴァルサスは、鍵に取り憑かれそれ以外何の取とり柄えもないエリアルなど、自分の伴はん侶りよとしてふさわしくないと気づくはず。

　そのときヴァルサスは、興味を失いもてあましたエリアルを、この世界に戻すしかなくなるだろう。エリアルだって馬鹿ではない。そのくらい予想がつく。

　エリアルはまた自分の店で父親の帰りを待ちながら、王の鍵師を目指せばいい。そのときヴァルサスの姿はあの家にはないのだろう。

　鳩尾みぞおちの下辺りが、チクリと痛んだ。けれどそれは、見慣れたものがなくなったときに感じる喪そう失しつ感かんと同じものだ。たいしたことではない。

　私、きっとここに戻ってくる。鍵師の仕事はやめないわ──。

「エリアル、迎えが来たみたいだ」

　ヴァルサスの言葉に振り返ると、王城から寄よ越こされた馬車が店先に停まるのが見えた。

「さてと。王様に謁えつ見けんするんだから、その格好じゃ失礼だよね、エリアル」

「……え？　そ、そうかな……」

「僕のエリアルドレスコレクションから、好きなドレスを選ぶといいよ！　アクセサリーも髪飾りもなんだってあるからね。僕が選んであ・げ・る」

　窮きゆう屈くつなドレスが嫌いなの知ってるくせに──。

「……ヴァルサス楽しそう」

「そこは用意周到と褒ほめて欲しいね」

　ヴァルサスはすでにエリアルに背を向け、鼻歌交じりに店に戻っていった。
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　準備を整えたエリアルとヴァルサスは、用意された馬車に乗って、王城へ向かった。

　ベルトラン王国の城は首都アクナ・ヴィテの中心にある。王城までの石いし畳だたみはなだらかな坂になっていて、蹄てい鉄てつの音がかなり響ひびく。

「気持ち悪いからにやにやするのやめてよ」

「エリアルのドレス姿があまりにも素晴らしくて、君の虜とりこになっている自分を改めて堪たん能のうしている最中なんだ」

「私はヴァルサスが集めたドレスの多さに引いた……」

「君が小さい頃から揃えてきたコレクションだからね。多くて当然だよ。君を素敵にするための投資は惜おしまない。僕の財はこの国の国家予算どころか主要な大国を合わせたそれさえ超えるんだからね。欲しいものはなんだって買ってあげる」

「いらない」

「ね、ドレス姿の君を抱きしめたいんだけど、だめ？」

　ヴァルサスの目がいつも以上に爛らん々らんと輝き、今にも飛びかかってきそうな雰ふん囲い気きだ。

　エリアルは膝ひざに載のせたティグルをヴァルサスの方へ向けながら、言った。

「だめ」

「ほんとつれないな、君は」

「私には正装しろっていうのに、自分はなんなの？　いつもの格好じゃない」

「僕は悪魔だからね。人間の常識とか規則は当てはまらないんだ」

「都合のいいことばっかり言って……王様の前で失礼なことしないでよ」

「あ、そっか。あの声も態度もでかい熊に会わなくちゃならないってことだな」

「ヴァルサス、熊じゃなくて王様よ。謁見の最中、滅めつ多たなことは言わないでよ。最悪侮ぶ辱じよく罪ざいで死刑になるわよ」

「悪魔を死刑にできるものならやってもらおうか」

　エリアルの向かいに座り、フンと鼻を鳴らして不敵に笑う。こういう表情も絵になるのだから、綺き麗れいな男は困る。

「本当はエリアルと花嫁衣装を選んでいたはずなのに。純白のフリフリ下着だって一緒に選びたかったんだよ」

「もう……下着から離れてよ」

「エリアルがドレスの下に身につけるものも僕にはものすごく重要なんだよ。いいかい、男っていうのはね、着せたドレスを脱がしたところにロマンを……」

　エリアルはヴァルサスの頰ほおを両手で引っ張った。美び麗れいな顔が横に伸びて、意外と親しみ深い顔になる。

「いひゃいよ。エリフェル……」

「花嫁衣装の話はなし」

「わひゃった」

　手を離すと、ヴァルサスは両手で自分の頰を包んで赤らんだ皮ひ膚ふを揉もんだ。

「……だいたい未いまだにエリアルは口づけ一つすら許してくれない。この欲求不満を妄もう想そうで乗り切ろうとするのも当然だろ。まあ、エリアルの初キッスはもういただいてるからいいけど」

「ちょっと、そんなの知らないわよ！　寝てるときにこっそりしたのね。だから一緒の部屋で寝るのは嫌いやだって言ったのに。ヴァルサスって最低っ！」

　拳こぶしで彼の膝を叩たたいたが、ヴァルサスは生き真ま面じ目めな顔で言った。

「寝ているときに口づけするなんて、そんな卑ひ怯きようなまねはしない」

「じゃあ、初キッスって……いつの話なの？　私が覚えてないくらい小さい頃？」

「いや。お隣となりの靴くつ屋やさんの店先に犬を繫つないでいるだろう。エリアルよくあの犬にキスしてるじゃないか。その後で僕がきちんとキスしておくんだよ。他の奴やつらに間接キスを奪うばわれるのは困るからね」

　確かにエリアルは、仕事に出かけるとき、隣の靴屋の犬に挨あい拶さつ代がわりにキスをすることがある。よしよしと頭を撫でて、最後に鼻先に軽くだ。その後、ヴァルサスがあの犬にキスをしているとは夢にも思わなかった。

「……へ……変態！　ヴァルサスって変態！」

「エリアルが口づけすら許してくれないから、犬を介かいしてキスするしかないんだろ」

「犬の鼻……そんなの嬉うれしいの？」

「エリアルとキスした気分にはほど遠いだろうけど……まあ、そこは僕の豊かな想像力で補おぎなって、甘い気分に浸ひたるんだ。実際は犬の鼻の頭はしょっぱいけど」

　確かに犬の鼻の先はちょっと塩しお辛からい気がする。いや、そういう問題ではない。

「そういうのやめてよ！」

「じゃあ君も、あの犬に挨拶と称しようしてキスするのをやめろ。僕の愛は犬にさえ嫉しつ妬とするほどなんだから」

「……分かった」

「エリアル」

「何？」

「君は本当に可愛いね」

「唐とう突とつすぎるんだけど」

「君のちょっと怒った顔を見て、ああ、こういう顔も可愛いんだよな～と、思ったから素直に愛の言葉を囁ささやいてみた。心に響いただろう？　ときめくだろ？」

「全然」

「フフ。照れなくていいんだよ」

　ヴァルサスは満面の笑みを浮かべている。きっと彼の頭の中には花がたくさん咲いていて、余計なものまで舞い散っているのだ。だからエリアルの言葉が伝わらない。そうしておこう。

「……あれ？」

　いつの間にか馬車は停まっていた。エリアルが思わず座席から腰を浮かせたところで、馬車の扉が開かれた。

「お取り込み中申し訳ありません。城に到着しておりますが……いかがなされます？」

　臣しん下かとおぼしき男が首を伸ばすようにして覗のぞき込んでいる。エリアルは羞しゆう恥ちで顔を赤らめながらも、平静を取り繕つくろうことに躍やつ起きになった。

「……降ります。うるさくしてすみませんでした……」

　エリアル達は馬車から降りると、簡単な身体検査をされた後、謁えつ見けんの間まへ案内された。

　久しぶりに会うベルトラン王国・国王のガラント・ギア・マクヴァガンは、みなぎる活力を纏まとい、きらびやかな王座に座っていた。別名獅し子し王おうとも呼ばれる勇ゆう猛もう果か敢かんで豪ごう快かいな王だ。

　男らしい精せい悍かんな顔立ち。明るい赤色の髪と黒い瞳。雄牛のようにがっしりした身体は、暴れる牛を素手で倒したという逸いつ話わがあるほどだ。

「エリアル、久しぶりだな。息そく災さいであったか？」

「はい。陛へい下かにはいつもお心こころ遣づかいをいただき、感謝しております」

　セオドアが失しつ踪そうした後、身寄りのないエリアルに、父がいたときと変わらない給金を毎月支給してくれた。本来なら次の鍵師に引き継つがなくてはならなかったあの店で、エリアルが父を待つことも許してくれたのだ。

　エリアルは心からガラント王に感謝している。

「そうかしこまらんでよいぞ。幼い頃は、私のことを赤毛のおじさんと呼んでおっただろう。またそう呼んでくれても構かまわんのだよ」

　さすがにこの年になって自分の国の王様を『赤毛のおじさん』とは呼べない。

「いえ。とても魅み力りよく的てきなご提案ですが、遠えん慮りよさせていただきます」

「はは。そう言うしかなかろうな。さてと、本題だ。エリアルには王の鍵師として、ハル・フリート皇国のカイル王に親書を届けてもらいたい。あくまで見習いとしてではあるが、だからといって手を抜いてもらっては困るぞ。全て正規の手順を踏んで錠と鍵の作成をしてもらう。できあがりが基準に満たないとユーリが判断した場合、残念だが諦あきらめてもらうぞ。構わんな？」

「はい」

「来たばかりで荷も解ほどいておらんだろう。まずは用意した部屋でくつろぐがいい。後ほどユーリに工房へ案内させる」

「本当にありがとうございます。私……心から感謝します」

　エリアルが深々と頭を下げている中、頭ず上じようからヴァルサスの声が落ちてきた。

「ちょっといいか」

「お前は発言を許されておらん。陛下の御ご前ぜんだ。慎つつしむように」

　謁見の間に控ひかえている臣下がヴァルサスに言った。その男にヴァルサスが蔑さげすんだ目を向ける。

「……慎む？　この私に言ったのか？」

　ヴァルサスの声が、切れ味のいいナイフのような冷たさを伴ともなっている。普段は忘れがちだが、エリアル以外の人間にヴァルサスは恐おそろしく傲ごう慢まんで冷れい淡たんになるのだ。

　エリアルは、王の前で跪ひざまずくこともせず立っている彼の上うわ着ぎを引っ張り、小声で言った。

「……ここで問題を起こさないでって言ったでしょう」

　ヴァルサスは冷たい表情で髪を撫で上げると、細く息を吐はき出した。

「別にあの男を八やつ裂ざきにしようとか、生いき埋うめにしようとか、考えてるけどしないよ。そこでふんぞり返っている男と話をしたいだけだ」

「ヴァルサス！」

　エリアルが声を上げるのと同時に、柱の陰かげに隠れていた兵士が現れ、剣の柄つかを摑つかんだ。今にもヴァルサスに斬きりかかってもおかしくない緊きん張ちよう感かんが走る。

　それを諫いさめたのはガラントだった。

　彼は軽く手を上げて、兵士を下がらせた。

「無駄に煽あおるでない、ヴァルサスよ。おぬしに敵かなうものなどここにはおらん。弄もてあそんでやるな」

「つまらん」

「ヴァルサス、いい加減にして」

「じゃあエリアルがキスしてくれたら、いい加減にしてやる」

　真顔で、しかも王の謁見の間で言うべきことではない。エリアルは不意を突かれて一瞬意識が飛びそうになったが、堪こらえた。

「……こっ。ここをどこだと思ってるの!?」

「観客が多いほど興奮するものだろ」

「ティグル！」

　エリアルが名を呼ぶと、肩で休んでいたティグルがヴァルサスへ飛びかかり、頭に嚙かみついた。ヴァルサスは頭にティグルを嚙みつかせたまま、不満げな顔を向ける。

「……これさ、痛いんだけど」

「しばらく黙ってて」

「相変わらず仲むつまじいのう。みなも見習うがよい」

　そう言って、ガラントは豪快に笑ったが、ヴァルサスを知らない臣下や兵士達は、戸と惑まどっている様子だ。

「なっ、仲むつまじくなんかないです！」

「はは。まあいいではないか。仲が悪いよりよいことだ」

　ヴァルサスが悪魔だと知っているのは、王のガラントと、その息子である二人の王子、召喚師のクレメンスだけだ。

　ヴァルサスは自分の正体を知る者達に、危害を加えたことはなかった。けれどいつどんなきっかけで彼の気が変わるか分からない。エリアルは常にそれを心配している。

「ところでヴァルサスよ、話とはどのようなことだ？」

「ハル・フリート皇国へ向かう一行の中に王子をエリアルの警護として連れていく。どちらか選んでもらおうか。二人ともというのも構わないが」

「ヴァルサス!?」

　どうして妙みような提案をするのか、エリアルは訊ねるようにヴァルサスを見上げた。ヴァルサスは頭にティグルを嚙みつかせたままで返事はない。

「二人のうち一人だな……」

　その言葉に、ヴァルサスは右の口の端だけを上げて笑った。何か企たくらんでいるようにも見える。

　ガラントは一呼吸置いて「……いいだろう。我わが次男、フレイを同行させる」と続けた。王から笑顔は消えていた。
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　謁見を終えたエリアル達は、滞たい在ざい用の部屋に案内された。馬車に載せた荷物も運ばれ、続きの小部屋に積まれていた。

　大きく取られた窓。その側にカウチが置かれている。

　床には、草むらに小さな花がたくさん咲いているような柄の敷しき物もの。真ん中に卓と椅い子すがあり、花が飾られている。左の壁に沿うよう天てん蓋がい付きの寝しん台だいが置かれていた。家の寝台の二倍の大きさで、まるで夫婦の寝室にあるような寝台だ。

　勘かん違ちがいされてる──!?

　いや、王城の寝台はもともと立派で、二、三人余裕で眠ることができる仕様なのだ。そう思うことでエリアルは自分を納なつ得とくさせた。

「ご用がございましたら、いつ何時でもお声がけください」

　召めし使つかいが帰ろうとするので、エリアルは引き留めた。

「あの……部屋は一つなんでしょうか」

「お二人で一つのお部屋だと伺うかがっております。では、失礼します」

　召使いはチラとヴァルサスの顔を見て、顔を赤らめながら逃げるように去って行った。街をヴァルサスと一緒に歩くとよく見る光景なので慣れているが、礼を言う間もなかった。

「エリアル、寝台がとっても広いよ！　一緒に寝ても十分な広さだ。でも僕はうちの寝台の方が好みだな。二人で寝るのはちょっと窮きゆう屈くつだけど、その分密着できるからね」

　嬉き々きとして天蓋付きの寝台に飛び込み寝転がるヴァルサスに、エリアルは冷ややかな眼まな差ざしを送った。

「そこは私が寝る場所だから下りて」

「いつも一緒じゃないか」

「部屋がでしょう。ヴァルサスは窓まど際ぎわにあるカウチを使って。衝立はあとで頼めば用意してもらえるわよね……」

「ここまできてそんなの風ふ情ぜいがないよ。ちょっと早い新婚気分を味わうのもいいだろ」

「味わいません！」

　まだ寝台にしがみついているヴァルサスを引きずり下ろして、エリアルは鍵師の道具を収めた木箱を開けた。

　ヴァルサスはまだぶつぶつと文句を言いながら、渋しぶ々しぶカウチに寝そべった。

「着替えてくる」

「えっ、もう着替えるの？」

「だって、窮屈なんだもの」

　エリアルはいつもの衣装を鞄かばんから取り出すと、隣の小部屋で着替えようとした。

「ならこっちにおいで。一人じゃ脱げないだろ」

　ドレスを着るときもヴァルサスに手伝ってもらった。背中の編み上げリボンは自分で締めることも緩ゆるめることもできないからだ。

　エリアルは不本意ながらもカウチに移動すると、彼に背を向けて膝を突いた。ヴァルサスはエリアルのうなじや肩に掛かる髪を、前へ撫で下ろす。

「リボンは緩めるだけでいいから……変なところ触ったら承知しないんだから」

「そうなんだ。たとえばどういったところ？」

「い……いろいろ」

　ヴァルサスの指が襟えり元もとからリボンを解といて、腰へ移動していく。背や腰に触れそうで触れない彼の手に、警けい戒かいしつつも何やらドキドキもする。いつからこんなふうに意識するようになったのか、思い出せない。

「はい、終わり。ご褒ほう美びに背中に頰ずりしてもいい？」

「だめに決まってるでしょ！」

　リボンが緩んだことで上着がずり落ちないよう片手で押さえながら、もう片方の手で着替えを持って立ち上がる。着慣れないドレスの裾すそを踏みそうになってよろけたが、ヴァルサスの支えなしに持ち直し、寝台に駆け上った。そこで天蓋から下りるカーテンを引いて、姿を隠かくした。

「ざ～んねん」

　ヴァルサスの声を聞いてエリアルはカーテンの隙間から顔だけ出した。

「今から着替えるけど、覗いたらすぐに戻らないくらいほっぺを引っ張ってやるから！」

「覗かないよ。本心は覗きたいけど」

　余裕の笑みを浮かべるヴァルサスに、エリアルはふたたびカーテンを閉じる。すぐさま踵かかとの高い靴を脱いで、寝台の下へ放り投げた。

「……さっきのことだけど、どういうつもり？」

　エリアルはドレスを脱ぎながら、カーテン越しにヴァルサスに訊ねた。

「何のこと？」

「フレイを同行させるって、あり得ないでしょ。だって王の親書を名みよう代だいでもない限り、王子に運ばせるわけにはいかないもの」

「あいつに箱を持たせるつもりなんてないよ。同行は言葉どおり。僕達と一緒にハル・フリート皇国に行ってもらうだけだ」

「じゃあフレイは関係ないじゃない」

　着替えを終えたエリアルは、カーテンを戻して、寝台から下りた。ヴァルサスはちょっと残念そうな顔をしている。

「ハル・フリート皇国の少年王と王子兄きよう弟だいは友人らしい。お互いなかなか会えないそうだから、僕は気を利きかせてやったんだけどね」

　ハル・フリート皇国のカイル皇王は十五歳の少年だ。二つ違いのフレイとは仲がいいとエリアルは聞いたことがある。フレイにとっては悪くない話だろう。けれどそれを提案した相手が問題だ。

　ヴァルサスがこの国の王子達に気を回したとはとても思えない。

「親書を収めた仕掛け錠付き箱は僕が預かるよ。それが一番安全で安心だろう」

　確かにヴァルサスに箱を持ってもらうのが一番安全だ。人間が悪魔から箱を奪うばえるなど万に一つもあり得ないし、役割分担としては妥だ当とうだろう。

　けれどそれはエリアルがヴァルサスと別行動になることを示していた。

　ヴァルサスと離ればなれ──か。

　隣りん国ごくのハル・フリートまで順調にいっても三日かかる。ヴァルサスとそれほど長く離れていたことがない。

　いや、ヴァルサスにそんなつもりがないことは明白だ。

「だっ、だめよ。規則では親書を収めた箱と、それを開ける鍵……この場合は王の鍵師のことだけど、別ルートで目的地に向かう規則なんだから……」

「僕と離れて行動するのは嫌なんだね。ああ……僕はやっぱりエリアルに愛されてる」

「そういう意味じゃないわ」

　王の親書はその一通で世界を変えることもある重要なものだ。

　親書が相手に届かないという事態はあってはならない。だがそれ以上に、内容が改ざんされたり、不適切な者に読まれたりしないよう策を講じる必要があった。それは届かないことより問題だからだ。

　各国は常に親書を無事に運ぶ方法を模も索さくしている状況だ。

　ここベルトラン王国では、親書の重要度によって、運ぶ方法が変わる。

　箱と鍵を一人で運ぶ。箱と鍵を別の人間が運ぶ。箱を運ぶ者と、到着先で箱を開ける鍵を作成する王の鍵師が別ルートで向かうという、大きく分けて三種類あり、後こう者しやになるほど親書の重要度が上がる。

　今回は鍵師が届け先で箱の鍵を完成させる、最も重要度の高いものだ。

「ヴァルサスと別行動でも私は平気」

「君は噓をつくのが昔から下へ手ただよね。でもそこが可愛いんだけど」

　いつの間にか背後に立ったヴァルサスが、エリアルの髪を指先に絡からめて回している。その手を払った。

「だから噓とかじゃなくて、ヴァルサス隊、私とフレイ隊に別れてハル・フリート皇国を目指せばいいのよ」

「絶対にあり得ない提案をしないでもらいたいね。どうして君があのフレイと寝起きを共にするんだ。それは僕の役目だ。だいたい君、襲おそわれたばかりなんだよ。なのにこの僕が君から離れて行動するわけないだろ」

「でも規則よ」

「人間のだろ。悪魔には適用されないよ」

　箱と鍵の問題は置いて、ヴァルサスはエリアルとフレイが一緒に旅することをこれほどまでに嫌がっているのに、どうして連れていこうとしているのだろう。

「……ヴァルサス、何か企たくらんでる顔してる」

「目の錯さつ覚かくだよ」

「フレイを同行させる本当の理由は何？」

「もう話したよ」

「建たて前まえなんでしょ。だってそんなに毛嫌いしてるのに同行させるって不自然だもの」

「本当の理由か～まあ、話してもいいか。もちろん、い・や・が・ら・せ」

　ニンマリ笑うヴァルサスに、エリアルは思わず振り返った。

「嫌がら……ヴァルサス！」

　ヴァルサスはすでに背後から消えていた。見回すと扉のところに立っていた。

「今から僕が熊に話してくるよ。箱も鍵師も僕と一緒だとね。却下されることはないから、そのつもりでいるんだ。いいね」

「えっ。だから熊って言ったら駄目……じゃなくて、ちょっと……ヴァルサス！」

　ヴァルサスはあっという間に部屋から出て行った。すぐに追いかけたが、廊下のどの方向にも彼の姿はなかった。

「もう……どうしていつもああなのよ……」

　肩に乗っているティグルがクウウと啼ないた。エリアルはティグルを撫でながら、部屋に戻ろうとしたところ、肩を軽く叩たたかれた。慌あわてて振り返るとエリアルがよく知る王の鍵師が立っていた。

「エリアル、お久しぶりです」

「ごぶさたしています、ユーリ先生」

　エリアルが挨拶をすると、彼は僅わずかに首を傾げ、笑みを浮かべた。

　現在、セオドアが戻るまでという期間限定ではあるが、九番目の王の鍵師としてベルトラン王国に仕つかえている、ユーリ・デ・ジュレ。

　先天的に色素を欠く彼の瞳はほんのり赤みを帯び、髪も肌も真っ白。物静かで女性と見まがう容姿をしている。

「王から話は聞いております。時間もありませんので、早速わたくしの工房に案内いたしましょう。準備はよろしいですか？」

「はい。よろしくお願いします」

「わたくしについてきてください」

　エリアルは、緊張と興奮を同時に感じながら、彼の背を追った。

　彼の工房は城を出た外にある。城を守る一番内側の塀へい。それに沿うよう、鍵師達の工房が建っているのだ。

　王城の敷しき地ちはとにかく広い。ここが戦の際最終防衛ラインになるからだそうだが。

　その王城を守る塀は五つあって、塀と塀の間に鍵師、武器、防具、馬房など戦いくさに必要な工房や兵舎、厩きゆう舎しやが建てられている。鍵師の工房は昔と同じくらい稼か働どうしているそうだが、兵士の数や厩舎にいる馬はずいぶんと減っているらしい。

　今はどの国とも剣を交まじえるほどの外交問題はなく、近年まれに見る平和が続いているからだという。

　エリアルは記憶に全くないが、昔は危険な時期があったらしい。国境では小さな戦闘が繰り返し起こり、一触即発の状況が続いていたそうだ。

　すべてはここベルトランが、属性鍵の素材となる竜の鱗うろこを独占しているからに他ならない。過去、戦争寸前までいった理由もそこにある。

「エリアルはすでに基礎は十分できているとわたくしは思うのですよ。ですから逆に伺います。自分に何が足りなくて、わたくしからどのようなことを学びたいですか？」

「実は私……王の親書を運ぶ箱を見たことがないんです。見本があれば拝見したいです」

　まず、形、大きさ、必要な錠、鍵を確認して、どういう仕掛け錠付き箱を作るのか決める。それを作る過程で自分に足りない技術をユーリに教えてもらうのが一番だ。

　ただ、完成品を作るために、何度も挑ちよう戦せんして失敗を繰り返す時間はエリアルにはない。だからぶっつけ本番でいくしかない。それには参考となる箱が必要だ。

「エリアルはセオドア様の作った仕掛け錠付きの箱は見たことはないのですか？」

「はい。王の親書を収める箱を作っているとき作業場は立ち入り禁止でしたから……」

　王から命めいを受け、父が地下の作業場にこもると、エリアルは一人で店番していた記憶がある。寂さびしくなったエリアルが、作業場の扉をどれほど叩いて、ときには泣いて頼んでも、父は決して出てこなかった。

「わたくしの工房に一つだけ、使用後のものですが、セオドア様が作った仕掛け錠付きの箱があります。あとでお持ちしましょう」

「見せていただけるんですか？」

「もちろんですよ。疑問がありましたらどんなことでも聞いてくださいね。わたくしでよろしければ、鍵以外の日常の悩みも大歓迎です」

「ユーリ先生、私を甘やかさないでください。そんなふうにおっしゃられたら、用がなくてもここに遊びに来ちゃいます」

「ええ、ぜひ来てください。そしてわたくしに甘えてくださいね」

「はい」

　ユーリは綺麗な微笑ほほえみを浮かべた。まるで白しら百ゆ合りのようなたたずまい。

　彼の作る錠と鍵は気品に溢あふれ、細さい工くの丁てい寧ねいさは群を抜いている。エリアルが父の次に尊敬している鍵師だ。その容姿と物静かなところが、冷たい人間だと誤解されることもあるそうだが、違う。話せば彼が心優しい人物だとすぐに分かる。

「つきましたよ。さあ、こちらです」

　高い塀に沿うように建つ、工房。煉れん瓦が造づくりの二階建て。色味は薄いオレンジやクリーム色の煉瓦が使われていて、優美で気品が感じられる建物だが、窓がない。

　ユーリはポケットから鍵を取り出し、扉を開けた。けれど暗いだろうと思われた部屋は意外と明るかった。落ちてくる光を追って見上げると、吹き抜けの上に大きな天窓が作られていて、そこからのものだと分かった。

「綺麗……」

「わたくしの作業場は地下ですがそこはお見せすることはできません。ですからエリアルの作業は全てここ一階で行ってください。そうですね……作業は水の引き込みもある隣の部屋でするといいでしょう。必要な素材はここの壁の棚たなに全て並べてあるので、お好きに選んで作業を……」

　ユーリは何か思い立ったように視線を右へ左へと向けて、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「どうしたんですか？」

「今すぐここから出ましょう」

　彼はエリアルの腕うでを摑んで引っ張った。いつも穏おだやかで物腰の柔やわらかなユーリからは信じられないほど、機き敏びんで強引だった。

「……ユーリ先生!?」

「わたくしの留守の間に誰かが侵しん入にゆうしたようです。とても嫌な予感が……」

　引きずられるようにしてユーリの工房から外へ出ると、奥の部屋が真っ白な光に包まれ、目が眩くらんだ。それにワンテンポ遅おくれ、耳をつんざくような轟ごう音おんが、頭の芯しんまで振動させて、炎ほのおを含ふくんだ風が吹き抜けていく。

「っ──！」

　視界は真っ黒。倒れ込んだ身体は、短い草の感かん触しよくを肌に伝えてくる。それは冷たく、土の匂においがする。けれど身体のラインを撫でるように熱風が走り、髪や上着の裾すそを狂ったようにはためかせた。

　怖こわい──と思うのと同じだけ、既き視し感かんがあった。それに気づくと、不思議と恐きよう怖ふが和やわらいで、疑問だけが頭を支配する。その奥に何かが見えた気がした。

　とても大切なこと──。

「エリアル、エリアル。大丈夫ですか？」

「……え……あ……」

　ユーリがエリアルに覆おおい被かぶさってくれたのか、彼が身体を起こすと周囲が明るくなった。エリアルは目を擦こすりながら、その場に座り込み、身体を見回す。

「私は大丈夫です。頑がん丈じようだけが取り柄ですから。先生こそお怪我はありませんか？」

「ええ」

「何があったんですか？」

「わたくしの工房から火が出たようです。いえ……何か爆発したのかもしれません」

　そう言われて工房に視線を向けると、爆弾が破裂したように一階部分が崩れて焼け落ちていた。砕くだけた硝子ガラスと煉れん瓦がで地面が埋うめ尽つくされている。

　未熟な鍵師が属性素材の扱いを間違うとこうなる場合がある。が、ユーリは王の鍵師だ。そんなミスを起こすなど考えられない。

「ユーリさん、爆発前に気づいたから私を連れ出してくださったんですよね。どうして分かったんですか？」

「わたくしは視界に映ったものを含め、見たものを全て記憶する能力があるのですが……エリアルを迎えに出かけたときと、戻ってきたとき、工房の内部にあったものの配置が僅かに変わっていたのです。ここはわたくし以外に出入りを許された者はおりません。ですので嫌な予感がして外へ出たのですが……」

　ユーリの説明を聞きながら、エリアルはいつも肩に乗っているティグルの姿がないことに気づいた。慌てて捜さがすと、外はずれた扉の傍らにティグルの小さな身体が横たわっていた。

　エリアルはユーリが止めるのも聞かず、ティグルのもとへ駆かけ寄った。

「……ティグル！　ひどい火傷やけどだわ！」

　ティグルの後頭部から背中にかけて、火に炙あぶられたのか皮ひ膚ふが焼けただれて真っ赤に腫はれていた。痛みからかティグルはキュンキュンと啼ないている。

「大丈夫よ。すぐにヴァルサスに見てもらおうね」

　エリアルはそっとティグルを両腕に抱いて、立ち上がった。ふと自分も腕や足に、飛んできたガラスの破片で怪我を負っていたことに気づいたが、たいした傷ではない。

　なのに王城からやってきた医師に捕つかまり、ティグルをヴァルサスのもとへ連れていくことができなかった。
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　時間は少し戻り、エリアルがユーリの工房に向かった頃。ヴァルサスはガラントの背後にいた。彼はバルコニーに立ち、自みずからが治める国を眺ながめていた。

　国民からは獅子王などと呼ばれているようだ。確かに風ふう貌ぼうはそれに違たがわず、大柄で筋肉質、体格も立派だ。また外交にも優すぐれ、近年まれにみる平和は彼のおかげだと言われている。何より人を惹ひきつける天性のカリスマと、時折見せる人なつっこい笑顔。国民は彼を尊敬し愛してやまない。

　だが、優れた王と賞しよう賛さんされる者は、理想と現実の狭はざ間まで、常に選せん択たくと決断を迫られている民の道具だ。

　なんと不ふ憫びんで窮屈な生き方だろうか。

「いまさら邪じや魔まをするな……という苦情か？　だがこれはそういうたぐいのものではないぞ、ヴァルサスよ。私もエリアルの夢を僅かなりとも叶かなえてやりたいと思ってのこと。おぬしの邪魔にならん程度にな。時間はもう残されておらんのだろう？」

「そうだ」

「時間は延びぬか」

「当然だ」

「まこと融ゆう通ずうの利かん悪魔じゃなあ」

　ヴァルサスを振り返ることなく、ガラントは笑っている。が、笑いを収めて振り返ると、真顔で言葉を重ねた。

「……ところでセオドアはどこにいるのだ。それともこの期に及んでまだ守秘義務を行使するつもりか、悪魔よ」

　ヴァルサスは瞬まばたき一つ、それを返事とした。

「愚ぐ問もんだったのう」

　セオドアとの契約は継けい続ぞく中だ。いかなる理由もそれに勝まさらない。いくら説明しても彼ら人間は悪魔と契約することの意味を、理解しようとしない。

　だがこれくらいは答えてやれるだろう。

「……一つ条件付きだが、お前の望みが叶う方法はあることはある」

「聞かせてくれんか」

「お前が王という冠かんむりを下ろしたなら、セオドアとの再会は叶うだろう」

　ヴァルサスが冷えた眼まな差ざしを投げかけた。吹きすさぶ風が外がい套とうの裾を、大きく波打たせ乾いた音を立てる。

　頭ず上じよう高く飛ぶ鳥が一声啼いて、王城から農村地へ向かって消えていく。ガラントは鳥の軌き跡せきを追いながら言った。

「……それがセオドアの条件か」

「ああ」

「優しい男だな……セオドアは」

　ガラントはどこか懐なつかしい目をして、囁くように呟つぶやいた。

　だがこんな話をするために来たのではない。

「先日、エリアルが妙な男達に拉ら致ちされそうになった」

　ヴァルサスはそう言うと、眼がん下かに広がる景け色しきに向けて、手の平を突き出した。

「お前がもし関わっていたなら、この広げた手に収まる範はん囲いを消し去るつもりだが……心当たりはあるか？」

「ヴァルサスよ、そのような手を使わずとも、私はエリアルと会えるぞ。拉致する理由などなかろうが」

　ガラントは疑われたことを怒っているのか、不快な顔を浮かべた。ヴァルサスは彼の目を射い貫ぬくように見つめ、手を下ろす。

「噓はついていないようだ」

「当然だ。それにしても襲われたとは穏おだやかではないな。どこの者だ」

「いずれ分かるだろう」

　ヴァルサスがエリアルとすんなりこの世界から去られては困る者がいるということだ。

「それにしても、エリアルを襲おそうなど、その勇気はあっぱれ。黒幕は賞賛に値あたいするぞ」

「戯ざれ言ごとを」

「私はのう、ヴァルサス。口ではあの子に悪魔との契約を解除する方法を探してやる……と、担たん架かを切っておったが……実のところ何の行動も取れんかった。そういう罪悪感が常にあるのだよ」

　ガラントは、エリアルではなく自らの肩に載るものを選択した。別に悪いことではない。そうやっておとなしくしていればいいのだ。

　地位や権力を持つ者を敵に回すと、雑ざ魚こがうろちょろして排はい除じよに面倒だが、彼らは守るべきものが格段に多い。だからこちらが追い詰めない限り、決して立ち向かってはこない。

　もっとも、理性のねじが吹き飛んで、刃向かってくる者がいたら、それはそれで楽しい遊びに興じられるのだが。

「……戦場で命のやりとりをするより、おぬしと話をする方が私は恐ろしいのだよ。悪魔とは何名か会ったことがあるが、このように常に心臓に剣を向けられているような危機感を覚えるのは、おぬしだけだ。向き合うと分かる。近づいてはならんと本能は警告をするのに、御ぎよしがたい興味が溢れてくる。その相反する感情を楽しんですらおる。おぬしはそれほど恐ろしくも魅力的な存在なのだよ。本当にどうかしているな私も……ははは」

　ガラントは心底楽しそうに笑っている。腹に響くほどの大声で、やけに楽しそうだ。ひとしきり笑った後、表情を一変させヴァルサスを睨にらみ付けた。

「……だが息子に何かしでかす気でいるなら、私も黙ってはおらんぞ」

　結局、この男も俗ぞく物ぶつでしかない……か。

　眉が僅かに動く程度に落らく胆たんしたが、所しよ詮せん、人間とはこういうものだ。この程度で血と地位を天てん秤びんに載せたとき、正しい選択をなせるのか。

　そもそも人の言う正しい選択とはなんだ。ヴァルサスには理解ができない選択ばかり見てきた気がする。

「いまさらお前の子孫を殺すつもりなどない。だがお前は親として知らせておかねばならないことがあるはずだ」

　将来引き抜くのに面倒になりそうな雑草の種は、早めに掘り起こしておくに限る。

　ヴァルサスはガラントに酷こく薄はくな笑みを向けた。

「機会を作ってやったぞ、ガラント。この私を失望させるな」

　その言葉を終えるのと同時に、爆発音が耳に届いた。瞬時に捉えた視界に炎が映る。そこはエリアルが向かった工房の場所だ。

　ヴァルサスはガラントの脇を駆け抜けると、手すりから飛び降りた。
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　エリアルは爆発場所から少し離れた場所にいた。その傍らにユーリが心配そうに立っている。彼女はティグルを抱かかえて座り込み、医師の診察を受けようとしているところだった。

　たとえ医師であろうとエリアルに触れることなど許されない──。

　ヴァルサスは二人の間に、土を踏みしめる音すら立てずに、着地した。医師も兵士も突然現れた美び貌ぼうの男に目が奪われたようだ。羨望の目を集めている間に、ヴァルサスはエリアルを抱き上げた。

「いきなり現れてなんなのよ、下ろしてヴァルサス！」

　腕の中で暴れるエリアルをしっかり抱えたまま、ヴァルサスは状況を確認した。

　何カ所か衣服が破れているが、肌の露ろ出しゆつはない。問題は血が滲にじんでいる右の二の腕、左太ももだ。

「ヴァルサス様……」

　ユーリの言い訳を聞くのも腹立たしく背を向けて遮さえぎり、ヴァルサスは呟いた。

「君……怪け我がをしている……」

「ちょっとガラスの破片がかすっただけだから、たいしたことないわ。それよりティグルが大火傷を負っているの。先に治ち療りようしてあげて……」

「ティグルなどどうでもいい。何があった」

　自分が側にいないときに、こんなことにならないよう、ティグルを側につけておいたはずだ。けれどティグルは彼女の膝の上で、甘えるようにしがみつき、睨むヴァルサスを一いち瞥べつすらしない。見れば、後頭部から尻尾しつぽの先まで一直線に皮膚が焼けただれている。

「そんな冷たい言い方しないで。お願いヴァルサス、ティグルの治療をしてあげて」

「僕の質問に答えていない」

「……ユーリ先生の工房が突然爆発したの。原因は兵士が今調べてる」

　王城内なら警備は万全だろうとエリアルを自由に行動させたが、軽けい率そつだった。

　ユーリの仕事がらみか、それともエリアルが襲われたことと繫がりがあるのか。たぶん後者だろう。

　言いたいことは山ほどあるが、こんな状況に陥おちいっていても、ヴァルサスの名を口にしないエリアルに腹が立った。

「どうして僕の名を呼ばない」

「……たいしたことないと思って……」

「爆発した上に、君は怪我してるのに!?」

「かすり傷だって言ってるでしょ。それに歩けないわけじゃないんだから、下ろして」

　必死に平静を装よそおうとしているエリアルは、鼻の頭を赤くしている。このまま抱え続けると、彼女の髪の色と同じになるだろう。

　そんな想像をしていると背後からユーリが声を掛けてきた。

「わたくしがついていながら……エリアルに怪我をさせてしまって、申し訳ありません」

「謝らないでください。先生は私を助けてくれたんですよ。ちょっとヴァルサス、聞いてるの？　先生にお礼を言って。あといい加減私を下ろして、恥はずかしいの！」

　ヴァルサスは振り返ることもエリアルの希望を叶えることもなく、その場を去った。

　彼女は腕の中でずっと暴れていたが、むろん解放はしない。抱えたまま部屋に戻ると、ヴァルサスはエリアルをカウチに下ろして座らせた。エリアルはまだ文句を続けながら、ティグルを労いたわるように抱いていた。いつもの光景だが今日はその存在が疎うとましい。

　爆発時、もとの大きさの身体に戻ってエリアルを守り怪我を負ったのだ。そこは褒ほめてやるが、ティグルにとってこの程度の火傷は、放置してもすぐ治るものだ。

「ティグル、どけて」

「ティグルが先」

「君が先」

「ティグルが・さ・き」

　ヴァルサスはエリアルの前に片膝を突いて、怪我をしている左腕を摑んで、引き寄せた。

「……頑がん固こな君も可愛いよ。でも……僕も譲ゆずらない」

　言いながらエリアルの手袋の裾をくるくると巻いて、肘ひじより少し上にある傷を露あらわにする。若木が枝をめいっぱい伸ばしたような、しなやかな腕。そんなエリアルの腕を摑んで、手首まで滑すべらせるように触れるのが好きだ。

　錠や鍵を加工するため、手のまめを何度も潰つぶして少し硬かたくなった指の付け根。節ふしのない長い指。指の腹は属性素材を無理やり扱うので、指し紋もんが溶けるほど火傷を負ってきた。そこを数え切れないほどヴァルサスが治療してきたせいか、皮膚がやや突っ張っている。

　決して変えられない現実を前に、諦めないこの手がヴァルサスは好きだ──。

「いつまで手を触ってるつもりなの？」

「……ああ。あまりにも君の腕や手が愛いとおしくてつい時間を忘れてたよ」

　ヴァルサスは胸元から塗り薬の容器を取り出し蓋ふたを開けた。クリームを指先につけ、エリアルの傷に塗ぬり込む。

「痛む？」

「全然」

「だろうね。ほら、もう治った」

　薬を塗り込んだ場所から指を離すと傷が塞ふさがっていた。よく見ると痕あとはほんのりピンク色をしているが、明日には綺麗に消えているだろう。

「その塗り薬、魔法みたいに効くのに、持たせてくれないのはどうして？」

「君の怪我を治すのは僕の役目だからだよ」

　傷を治療するという目的なら、エリアルの肌に触れることができる。この好機を逃のがすわけがない。

　ヴァルサスは次に、エリアルの上着の裾を撫で払い、ブーツを脱がせて血の滲む膝ひざ小こ僧ぞうを露わにした。邪魔な布を裂さいて患かん部ぶに薬を塗りながら、手の平で骨に異常がないかを確かめる。

「……必要以上に触らないでくれる」

「ほんとつれないなあ、君」

「ティグルも、お願い」

「まあそこまで君が頼むなら……ティグルは嫌がると思うけど」

　ヴァルサスが見下ろすと、膝に丸くなっていたティグルが飛び起き、逃げ出そうとする。エリアルはティグルの前足を摑んだ。ティグルは頰を膨ふくらませながら唸うなって全身の毛を逆立てている。

「だめよ、ティグル。あなたの怪我の方が酷いのよ。じっとして」

「グルル……」

「……その塗り薬にティグルの嫌なものが混ざってるんじゃないの？」

「まさか。普通の擦すり傷用の塗り薬だよ。悪魔専用のものだけどね」

「嫌がっている場合じゃ……あっ！」

　ティグルはエリアルの手から逃れて床に飛び下りると、そのまま寝台の支し柱ちゆうを駆け、天蓋に登った。

　ヴァルサスの薬。そこには治ち癒ゆ効果のある薬草を練り込んであるわけではない。ヴァルサスの体液が少々加えられていて、それこそが治癒を促うながすものだ。契約関係を結んでいる者にのみ有効で、万ばん人にんに効くものではない。ティグルはヴァルサスの使い魔なので、効果はある。ただ、そこに加えられているものをティグルは知っている。だから嫌がっているのだ。エリアルも事実を知れば絶対に拒きよ絶ぜつするはずなので、教えない。

「放っておいても死にはしないだろうから、人間用の薬を塗ってやればいいよ。獣けものは悪魔の薬が嫌いなんだろう」

　エリアルはカウチから腰を上げると、自分が持ってきた木箱を開けて、人間用の塗り薬を取り出した。

「じゃあこっちの薬を塗るわ。だからティグル、戻ってきて」

　耳をピンと立てて、下を窺うかがっていたティグルだったが、再度の呼びかけに戻ってきた。エリアルはティグルを膝に載せて、火傷で負った傷口に薬を塗った。気遣うように動く指。ティグルは心地ここちよさそうに目を細めて、首を伸ばしている。エリアルの指が尻尾の付け根に触れると、ティグルは両りよう脚あしを伸ばしてクルルと喉のどを鳴らした。

　なぜあの獣ばかり可愛がる──。

　ヴァルサスは小型のナイフを取り出すと、自分の左腕を手首まで裂いて、エリアルに突き出した。血はたらたらといい具合に流れ落ちていて、治療したくなるはずだ。

「次は僕だ」

　微笑んだヴァルサスに、エリアルは青ざめた顔で立ち上がり、手に持っていた塗り薬の容器を落とした。それを拾ってエリアルの手に握にぎらせると、彼女は我に返ったように声を上げた。

「……なっ……何やってるの──！」

「僕にも薬を塗って」

　彼女の前に腕を突きつけると、エリアルは顔色を失ったまま再び寝台にすわり込んだ。

「エリアル!?」

「じっ……自分で腕を傷つける人、いる!?」

「ここにいるし、僕は人じゃない」

「……でも、もう治ってるみたいだけど……」

　指摘されて腕を見ると、切りつけた腕には赤い一筋の線があるだけ。いやそれすら消えかかっていた。

　自分の不死身さを疎うとましく思う日が来るとは思わなかった。病気の一つでもして、エリアルに看病してもらえたら、どれほど幸せに浸ひたれるだろう。

「痛くないわけじゃないんだけど……傷口が開いたままになってくれないのは不便だな」

「そういうの、いかれてるって言うのよ。二度としないで。ヴァルサスの怪我はすぐ治るって知っていても血だらけの腕なんて見せられたらこわいしぞっとする」

「君の愛らしい指で僕も撫で撫でしてもらいたかっただけなんだけど……」

　求めてみたら、少しくらいその気になってくれるかとヴァルサスは期待したが、エリアルは口を尖とがらせて怒っていた。

「もうしないって約束して」

「君への愛が大きすぎて、自分でも無意識にしてしまうんだ。ほんと困るよね。でもこれも愛情表現の一つなんだよ。どこに罪があるのかと問われたら、君のその愛らしさだ」

「私に責任転てん嫁かしてるの？」

「そうじゃない。自分の素晴らしさに気づかない君は……恋の罪つみ人びとだよ」

　エリアルの顔をのぞき込んで微笑むと、彼女はヴァルサスの頰を摑んで引っ張った。

「だひゃら、どぼしていひいひほふぉをひっひゃるの!?」

「ああ言えばこう言うヴァルサスの顔を見ていると、無性にこうしたくなるの」

　彼女が返してくれる愛情はいつも刺し激げき的てきだ。

「すみません……入ってよろしいですか？」

　ユーリの声に邪魔されて、エリアルの手が頰から離れた。そして寝台から腰を上げると、彼女はまるでティグルのようにユーリのもとへ駆けていた。
















　ヴァルサスはそのまま後ろへ倒れ込み、天蓋を見上げて細く息を吐き出す。

　悪魔がため息をついてどうするのだとヴァルサスは自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。

「ユーリ先生、どうぞ入ってください」

「使用できる工房をご用意できるのは、明日の朝になりそうです。申し訳ないのですが、先に設計図を書いていただきたいのです」

「今すぐとりかかります！」

　エリアルはやる気に満ちた意気込んだ顔でユーリを見上げていた。瞳は輝き視線はユーリ一点に向けられている。まるでブリンカーをつけた競走馬のように走り出す一歩手前だ。

　ヴァルサスとの結婚が迫っていることなど、彼女の頭からすっかり消えているはず。

「エリアル、こちらをお渡ししておきますね。返へん却きやくは不要ですよ」

「返却は不要って……いただいていいんですか？」

「ええ」

　ユーリはセオドアが作成したという長方形の箱をエリアルに渡した。エリアルは今にも踊おどりだしそうなほど興奮した顔でそれを受け取っていた。

「本当に本当に、返さなくていいんですか？」

「もちろんですよ」

「わ～ありがとうございます！　これがお父さんが作った王の親書を収める仕掛け錠付きの箱……」

　エリアルは今にも踊り出しそうなほど興奮した顔で箱を凝視している。そんなエリアルにユーリはもう一つ、円筒状の箱を彼女に手渡した。それは、ヴァルサスにとって見覚えのあるものだった。

「こちらは解錠が難しいかもしれませんが、図面を書く合間によかったらチャレンジしてください。きっといい気分転換になるでしょう」

「はい！」

「明日の朝、設計図のチェックをするためにまた顔を出しますね。では私はこれで」

　ユーリが去って行くのを見送ることなく、ヴァルサスはバルコニーから下りて、爆発現場に戻った。エリアルは図面に向かうと、時間も食事も忘れて没ぼつ頭とうする。しばらく部屋から出ないことは分かっていたからだ。

　爆発現場では、崩れた工房の回りにはロープが張られ、兵士が二名現場保全のために立っていた。ヴァルサスはロープに沿って、折り重なる瓦が礫れきを眺めながら歩いた。瓦礫は内側から外へ向かって飛び散っている。扉のある最初の部屋だけが崩れ落ちている。隣の部屋は被害が少ない。二階もそのまま崩れ落ちていることから、爆発物は一階入り口付近にあったと分かる。

　今度は工房の背後にある防壁を見上げて、そのまま視線を王城へ流す。

　背後から戻ってきたユーリの気配を感じ取り、ヴァルサスは振り返った。

「工房に入ってからすぐ爆発したのか？　それともしばらくしてからか？」

「……誰かが侵入した形けい跡せきに気づいて、すぐエリアルを外へ連れ出しました。その後のことですから、少し間があったと思います」

「そうか」

　では犯人はエリアル達の行動をずっと目視していたわけではない。もしそうなら直後に爆発していたはずだからだ。それともこれはただの警告で、命を奪うことは想定していなかったのか。どちらにしても爆発の状況から、近くで二人の様子を窺っている人間がいたはずだ。

「わたくしの工房は完かん璧ぺきに施せ錠じようされていたはずです。仮にも私は王の鍵師代理。完璧なはずの扉が誰に開けられたというのでしょう。こんな無能なところをエリアルに知られたなんて……とてもショックです。わたくしはエリアルにとって尊敬される鍵師でありたいのですよ、ヴァルサス様」

　神秘的な雰囲気を纏う、第九の『王の鍵師』。中性的で男女ともに人気があるらしいが、ヴァルサスにはどう見ても、白しら魚うおにしか見えない。

「セオドア様が戻ってこられましたら、王の鍵師の称号をお返しし、エリアルの母となりたいのです。その願いを叶えるためにも第九の『王の鍵師』を僭せん越えつながらこのわたくしがお守りし、セオドア様の帰りをエリアルとともにいつまでもお待ちする所存です」

「…………」

「このことはエリアルには内密にお願いします、ヴァルサス様。そしていつかわたくしを義は母はとお呼びください」

　ユーリは冗じよう談だんとはとても思えない微笑みを浮かべている。

　エリアルの回りにはどうしてこう、抹まつ殺さつしたい人間が集まってくるのだろうか。そしてエリアルが尊敬する彼もまた、そう簡単に消すことのできない人間だ。

「……どうして例の箱をエリアルに渡した？」

「実はわたくしにも解錠できなかったのです。セオドア様ならできると思い、エリアルに渡しました。ハル・フリート皇国でも役に立つはずです。一緒にお戻りになるのを、一日千秋の思いでお待ちしております……ね」

　最後の『ね』には希望という可愛いものではなく、恫どう喝かつすら感じる強い思いが込められたものだった。

　セオドアをなんとしても引きずり出そうという腹か──。

　ヴァルサスにも思おも惑わくがある。けれどエリアルが怪我をするような事態は避さけなくてはならない。だからこそ危険を感じたら名を呼べときつく言い聞かせているのに、エリアルは昔から自分で問題を解決しようとする。ティグルを側につけた理由はそこにある。

「白魚、瓦礫をどけるぞ」

「……白魚ってわたくしのことでしょうか」

「そうだ」

　ヴァルサスは瓦礫に伸ばした手を左から右へ流した。折り重なっている煉瓦や折れた柱、砕けたガラスが、巨大な箒ほうきで払われたように移動した。さらに右から左へ手を払って、もう一方の瓦礫の山も移動させ、足の踏み場を作った。そして張られたロープをすり抜けて、作った通路から半壊した工房に入る。

　止めようとした兵士をユーリが制しヴァルサスの後を追ってきた。

「何か気になることでも？」

「外にいないのなら中だ」

「いえ、中には誰もいないことをわたくしどもの兵士が確認いたしました」

「鍵師の工房はたいてい地下だ。ここもそうだろう」

　ユーリの工房は初めてだが、地下に向かう階段くらい、難なく見つけられる。ヴァルサスは行く手を塞ぐ瓦礫を払いのけながら奥へ進んだ。

「申し訳ありませんが、たとえヴァルサス様でも地下の工房への立ち入りを許可することはできません」

「先客に挨拶するだけだが」

　肩越しに振り返り冷笑を浮かべたが、ユーリは白すぎる肌を僅かに色づかせた。

「ぞっとするようなことをおっしゃらないでください。地下工房に入る鍵は一階の鍵とは違います。わたくし以外の人間に解錠は不可能。仮にもしそれが破られたというのなら、わたくしは臨時とはいえ王の鍵師の称号を王にお返ししなくてはなりません」

「……水の引き込み口はどの程度の幅がある？」

「どうしてそんなことを聞かれるのです？」

「外から開けられない鍵も、内側からなら開けられるはずだ」

　地下に向かう階段を下りながら、ヴァルサスは言った。が、ユーリは半信半疑の様子だ。

「仮に入ることができましても、水路は上から地下に引き込んでおりますので……」

「見張りが気を抜いた瞬間を狙ねらって逃げようと隠れているはずだ」

「可能性がないとはいえませんが……どうしてそう断言できるのでしょう」

「さあな」

　三年前のことだ。水の引き込み口からエリアルの地下工房に女が侵入した。しつこくヴァルサスにつきまとっていた女達の一人だ。ヴァルサスですら入ることを許されていないエリアルの地下工房。その神聖な場所に、汚けがらわしい女が侵入した事実に、ヴァルサスの怒いかりは振り切れた。以後、引き込み口にはトラップを仕掛け、水以外の出入りを禁じているが、そのことをエリアルは知らない。

　鍵師は扉に掛ける鍵には自信を持っているようだが、内側から開けられることを想定していないのだ。悪魔であるヴァルサスも契約に関わる鍵は開けられないが、その場合、別の鍵のない場所から入ればいい。

　地下までくると、明らかに今までのものとは違う扉が現れた。表面には余分な飾りも彫りもなく、左右に一つずつ鍵穴がある。どちらも属性錠で、右が火、左が水だ。これはヴァルサスでも簡単に壊して中に入ることのできない、契約に守られた扉だ。

「開けろ」

「はい」

　ユーリは首にかけたネックレスを襟元から引き抜くと、そこに掛かった二本の鍵を手に取った。

「差し込みを間違えるな」

「そんな素人しろうとのような間違いは犯しません」

　合わない鍵を差し込めば、本来守られていたものが、錠の属性によって破壊される仕組みだ。火なら爆発、水なら水すい没ぼつ。他の属性も同じ。その特性を利用して作られているのが、属性錠なのだ。

　ユーリは鍵を差し込み、扉を開けた。

　彼はすぐに中へ入らず入り口で自分の作業場を眺めていた。が、しばらくすると顔を左右に振って、こちらに向き直る。

「……ヴァルサス様がおっしゃっていたとおりのようです」

　そう言って顔を上げたユーリは、戦場で数え切れないほど死体を築き上げ、人の心をなくした殺さつ戮りく者しやのような目をして続けた。

「こちらで存分に尋じん問もんなさってください。そののち、このわたくしの聖域を侵した不届き者の処分をお願いします」

「言葉どおりに受け取っていいんだな」

「ええ。ここは王の親書を収める仕掛け錠付き箱と鍵を作る作業場です。主あるじ以外の者が足を踏み入れることがあれば……たとえ親兄弟であろうと、生きて出すことはできないのです。ただし、人ではない共犯者はその限りではありません」

　ユーリは淡たん々たんとそう言い終えると、ヴァルサスに背を向け、きびすを返した。

　静まりかえった作業場は、左右の壁に作り付けられた棚に置かれた属性素材が放つ淡あわい光に浮かび上がっていた。奥には水を張った水すい槽そうがあり、その真ん中から分ぶん岐きした水路が、作業台に繫がっている。作業台の上も床も神経質なほど磨みがかれ、チリ一つない。

　ヴァルサスは作業台の縁ふちに軽く腰を掛けた。

「今夜は久しぶりに楽しめそうだ」

　そう言うと、作業場から続く隣の部屋から、コトリと音が聞こえた。
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　エリアルは卓一面に羊よう皮ひ紙しを広げていた。椅子に座って、ユーリからもらった、父が作ったという長方形の仕掛け錠付き小箱をじっくりと眺める。

　上うわ蓋ぶたには花と鳥を象かたどる彫ちよう金きんがなされ、それは繊せん細さいで美しい。錠は角に四つ。

　錠の入り口は閉じる仕様で、鍵の形状が合わなければ、差し込めない。このタイプは針金などで解錠するのが難しい。

　また、埋め込まれた錠を分解しようとしても、留め具が綺麗に溶よう接せつされているので容よう易いではなかった。

　父の作った仕掛け錠付き飾り箱は、見た目の美しさだけでなく、高度な技術で錠がしつらえられている。どちらとも優れていなければ『王の鍵師』にはなれない。

　エリアルは感かん嘆たんのため息をつきつつ、分解した錠を目の前に、真っ白な図面と向き合う。

　肩に乗っているティグルがエリアルを真ま似ねするように図面を覗き込み、ふうんと鼻を鳴らした。

「やっぱり箱は筒型より長方形がいいなあ……」

　錠の数が少ない筒型の方が、見み栄ばえを整える時間も取れる。一方、錠の数が多く設置できる長方形の型はそれだけで安全性が高い。限られた時間でその両方を完璧に仕上げることは難しいだろう。

　エリアルは、ユーリが作った円筒形の仕掛け錠付き飾り箱を手の中で転がしながら、頭の中で錠の形状を描えがいていた。

「……決めた！」

　円筒形の飾り箱を傍らに置き、しばらく図面に集中した。錠の形状と鍵の大まかな形を決めて一息つき、また円筒形の箱を手に取った。

　錠は両端にあり、どちらも解錠して初めて蓋が開く仕組みだ。振ると金属音が響く。

「ユーリさんの錠ってあでやかで繊細……解錠も難しそう」

　エリアルは鍵穴を覗いて中を確認した後、解錠用の工具を取り出した。そこでいくつか並べて先端が波形のものを選んで、鍵穴に差し込む。

　エリアルは図面を描きながら、一息つくたびに、飾り箱の解錠を試みた。途中、押し込んだ突とつ起きが戻って、最初からやり直しになること、十数回。図面ができあがる頃、突起を全て押し込むことに成功し、左側にさした工具に力を掛けた。

　カチリと解錠が成功した音が鳴る。

「やった！」

　エリアルは興奮しながら、中身を確かめた。そこにあったのは属性錠の鍵だった。

「綺麗……」

　今の自分には決して作ることのできない、属性素材で作られた鍵。それぞれ異なる素材を組み合わせ、一本に仕上げられている。繊細なのに、驚くほど存在感があって、美しい。エリアルはこれまで目にしたことがなかった。

　さすが『王の鍵師』の称号をもつ者の鍵は並外れている。

「いいなあ……私も作ってみたい……」

　どうすれば体質を変えられるのか。食事に気をつけたり、運動を増やしたりと、あらゆる方法を試してみたが、エリアルの手は属性素材を拒きよ否ひし続けている。

　エリアルは属性素材でできた美しい鍵を卓に置くと、図面の仕上げにかかった。
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「朝ご飯できてるよ」というヴァルサスの声で、エリアルは目を覚ました。

　昨夜、エリアルは遅くまで図面に向かっていた。煮詰まると、筒型の箱の解錠にチャレンジするという繰り返しだった。途中、ヴァルサスがサンドイッチを夕食として差し入れてくれたことも覚えている。なのにいつ寝たのか全く記憶がない。

「おはよう……」

　図面に突つっ伏ぷしていた顔を上げ、目を擦こする。睡すい眠みん不足からくるけだるさは、円筒形の箱を解錠できた興奮がまた蘇よみがえってくると、感じなくなった。

「エリアル、何を握りしめてるの？」

「……昨日、解錠した円筒形の箱に入ってた鍵」

「ふ～ん」

「何？」

「いや、嬉しそうな顔をしていると思ってね。気に入った？」

「……鍵のことなんて興味ないくせに」

　身体を起こしながら、ヴァルサスにも見られてはならないと、慌てて図面を両手で隠す。その拍ひよう子しに肩から毛布がずり落ちた。

　寝落ちしたときには毛布はなかった。ヴァルサスが気遣って掛けてくれたのだろう。図面に向かっていたから、寝台に移動せずそっとしておいてくれたのだ。

　本当にヴァルサスはエリアルの気持ちを理解し、大切にしてくれている。

「顔を洗っておいで」

　背後から手拭いを手渡されて、頰にキスされそうになったエリアルは、ヴァルサスの顔を引き離した。いつもならそこで怒ど鳴なっているところだが、鼻先をかすめた香りにエリアルは動きを止めた。

　ヴァルサスから僅かに血の臭いがしたのだ。朝食に魚でもさばいたのか、昼食の下準備でもしたのだろうか。

　彼は、場所は違うがいつものように、朝食の準備をしている。その横顔は、エリアル以外の人間に見せる不ふ遜そんな態度や冷れい酷こくな表情からは想像もできないほど、明るく楽しそうだ。

「エリアル、もしかして僕に見とれてる？」

「……えっ、まさか。ヴァルサスって二重人格だなあ……と思ってただけ」

「心外だなあ。僕は好き嫌いがはっきりしていて、正直なだけだよ」

「はっきりしすぎなんだけど」

「好きな人には特別。誰でもそうだろう？　だいたい人間というのは、心の中では好き嫌いの境目がはっきりしているのに、表向きは曖あい昧まいだ。好きでもないのにこびへつらい、嫌いな相手にも笑顔で接する。そんな人間の方が二重人格だ。でも僕は違う。僕にとってエリアルだけが愛すべき特別な人。他はゴミ。ゴミだと思っている相手に愛想など不要。向こうだって偽にせ物ものの笑顔や、心の伴ともなわない言葉なんて欲しくないだろ。ああ……なんて僕は正直者で裏表のない悪魔なんだろう……。エリアル、惚ほれていいからね」

　へりくつをこねられているのは分かっているのにどう反論していいのか分からない。いつだって一気にまくし立てられて、エリアルは返事に詰まる。

　とっさに出た言葉は「惚れたりしない」というなんともお粗そ末まつなものだった。ヴァルサスは愛いとおしげに目を細めて、微笑むばかりだ。

「顔洗って着替えてくる……」

「早く戻っておいで」

　エリアルは部屋続きになっている手洗い場で顔を洗った。

　反論したい。ヴァルサスを黙らせるような一言を浴あびせてやりたい。一度でいいから、ぐうの音ねも出ない言葉を、華か麗れいに決めてみたい。

　だが人生経験をエリアルより遙はるかに積んでいる相手と言い合って、敵かなうわけなどない。だいたいエリアルは彼の本当の年齢も知らないのだ。

「ふ～……」

　顔を上げて手拭いで水滴を拭った。鏡に映る自分の姿は、洗い残したインクの汚れが顎あごについていて、髪は乱れてぼさぼさ。目の下にはうっすらとくまが浮いている。服は皺だらけ。けれど瞳ひとみだけは仕事に対する意欲で爛らん々らんと輝いている。まさに色気ゼロ。

　ヴァルサスは、こんな性別を忘れているようなエリアルのどこがいいのだろうか。

　あらゆる角度から自分を冷静に分析しても、ヴァルサスがエリアルに執しゆう着ちやくしている理由を、一つも探せない。美人とは真逆の立ち位置だ。かといって可愛さもない。胸はない。腰もくびれていない。上品さも知性もない。そして伸びない身長。

「私が男なら惚れない。うん、ほんと……私って、なんにもない」

　肩に乗っているティグルがエリアルの顎を舐なめようとしたので、遮さえぎった。

「やだ。分かってるから舐めないで。くすぐったい……」

　エリアルは顔をもう一度洗ってから着替え、ヴァルサスのいる部屋に戻った。

　卓には、食べ慣れた彼の手料理が並んでいる。野菜ジュースに、具だくさんのスープ。芋いものパンケーキに、温野菜のサラダ。王城の調理場を強引に借りて、エリアルのために料理を作ってくれたのだろう。

「……ヴァルサス、また無理言ったんでしょう」

「君が口にするものは僕が作らないとね。特に今は気をつけないと」

「食材が傷いたむ季節じゃないでしょ。神経質になりすぎ」

「それ本気で言ってる？」

「えっ、違うの？」

　給仕のために傍らに立っているヴァルサスを見上げて、エリアルは首を傾げた。ヴァルサスは男にしては長いまつげを上下させて、話題を変えてきた。

「それで……図面はできあがったの？」

「……なんとか。持ち運ぶのには円筒形が一番なんだけど、錠の数が多い方が作りがいがあるから長方形にしたわ」

「じゃあ、ハル・フリート皇国に行く気持ちは変わらないんだね」

「ここまできて何言ってるの。……ヴァルサスがそんなに結婚式の準備をしたいなら、ついてこなくてもいいけど」

「僕を遠ざけようとしても無駄だよ。旅の最中に準備をすればいいんだからね」

「めげないんだ」

「当然。僕の花嫁にとって一生忘れられない素晴らしい日にしてあげなくちゃならないからね。それが夫となる僕の務つとめだ」

　朝から乙女おとめ脳のう全開のヴァルサスの話を右から左に聞き流しながら、エリアルは黙もく々もくと食事を続けた。そこにユーリがやってきた。

　濃こい紫に金の縁ふち取どりがされた外套が、彼の清せい廉れんさを際きわ立だたせている。

「おはようございます。あ、お食事中なのですね。では出直しましょう」

「ユーリ先生、おはようございます。よかったら一緒にいかがですか？」

　ヴァルサスはあからさまに嫌な顔をしたが、ユーリは大人の微び笑しようでそれをかわす。

「お誘さそいありがとうございます。ではお言葉に甘えさせていただきましょう」

「ヴァルサス、ユーリさんの分も用意して。お願い」

　エリアルの頼みにヴァルサスは無言で従ってくれた。眉み間けんに深い縦皺を刻んでいるが、ユーリを追い出す気はなさそうだ。いつもの彼からすると、破格の待たい遇ぐうだった。

「あ、そうだ。昨日、いただいた円筒形の箱を解錠したら、中から属性鍵が出てきたんです。鍵山が全て別々の属性で作られているのは初めて見ました。ユーリさんは本当にすごい。私もいつかこういう鍵を作ってみたいです」

　エリアルは昨夜解錠したときの興奮をまた思い出して、思わず拳こぶしを作っていた。けれど、ユーリは何な故ぜか真顔になっていた。

「……解錠できたのですか？」

「はい。難解だったので、少し時間は掛かりましたけどなんとかユーリさんからいただいた課題をこなせました。私、合格でしょうか？」

「もっ……もちろんですよ。ああ……なんて素晴らしいのでしょう。やはりセオドア様の娘。今すぐにでもわたくしをは……っ！」

　青白い顔を紅こう潮ちようさせているユーリの頭に、ヴァルサスが「ああ、手が滑すべった……」と、グラスの水を掛けた。世せ俗ぞくのことには我われ関かんせずといういつものユーリとはまるで違う様子や、突然のヴァルサスの行動に、エリアルは驚おどろいた。

「ヴァルサス、なんてことするの！　先生、すみません」

　エリアルは慌てて立ち上がり、手拭いをユーリに手渡した。彼はいつもの静けさを取り戻した顔で、淡々と言った。

「大丈夫ですよ、エリアル。ではその属性鍵をいただいて帰りますね」

「あ、はい」

　エリアルはベルトに通した鞄から、小さな革袋を取り出し、ユーリに手渡そうとした。その手を摑んだのはヴァルサスだった。

「エリアル、せっかくだから記念にもらっておくといいよ」

「だめよ。これユーリさんのだから返さないと」

「ユーリ、構わないな」

　ヴァルサスは意味深な視線を送りユーリは微笑みながら「ええ」と答える。なんだかヴァルサスが眼がん力りきで無理やり言わせたような気もして、エリアルは頭を左右に振った。

「でも、簡単に作ることができない鍵だと一目見て分かります。そんな大事な鍵をいただけません」

「いえ、いいのですよ。大切にしてくださいね」

　しばらく押し問答をしていたが、最終的には受け取ることにした。自分でも信じられないほど、この鍵の虜とりこになっていたので、嬉しくてたまらない。

「こうしておけばなくさないよ」

　ヴァルサスは、属性鍵を奪うと、鍵の頭に開いた穴に細い鎖を通し、エリアルの首に掛けてくれた。エリアルは胸元で輝く鍵を手で押さえながらつい「余計なことしないでよ」と言ってしまった。

　だが、ヴァルサスはエリアルがこの鍵に魅み了りようされたのを知って、ユーリに交こう渉しようしてくれた。そして、いつでも眺められるよう、ネックレスに通してくれたのだ。感謝の言葉の一つくらい口にしてもよかったはず。

「ええっと……あの……」

「君の気持ちは言葉にしなくても僕の心に届いてる」

「なっ……何勘違いしてるの。別に私は……ヴァルサスに感謝なんてしてないんだから！」

　否定が否定になってない──。

　それを察してか、ヴァルサスだけでなくユーリまで微笑んでいる。いたたまれない中、エリアルは気になっていたことを訊ねた。

「……ところで、昨日の犯人は捕まったのでしょうか」

「犯人……ですか？」

「ユーリさんの工房を爆発させた犯人のことです」

「まだこちらに連絡は入っていなかったのですね。すみません。実はあれから詳しく調べましたところ、わたくしの不始末だと判明したのです。エリアルには大変危険な目に合わせてしまい、申し訳ありませんでした」

　ユーリほどの鍵師がそんな初歩的なミスをするとは思わなかったが、万に一つ……ということもある。彼にとって不名誉なことだから、連絡がこなかったのかもしれない。ユーリから話してくれるのを待てばよかった。

　どうしてこう自分は気遣いに欠けているのだろう。

「そろそろ食べることに専念してくれないか。温かい料理が冷めてしまうよ」

「あっ、そうだよね。引き留めてすみません、ユーリさんも召めし上がってください」

　エリアルは、口いっぱい温野菜を詰め込んで、顎が痛くなるほど咀そ嚼しやくした。
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　図面に取り組むこと二日。エリアルはようやくユーリから合格点をもらい、工房で箱を作る作業に移った。

　箱の種類はいくつかあるが、エリアルは二重箱を選せん択たくした。

　外側の箱の隅すみすべてに、内筒シリンダー型の一いつ般ぱん錠じようを取り付ける。一つ鍵かぎを開けるたびに、内側の箱を留とめている金具が外はずれる仕様だ。そして最後の錠は内側の箱に取り付けられる。こちらは属性のもので作られるのだが、属性素材を扱う資格がエリアルにないため、今回は全て一般錠で仕上げた。

　最後の錠と鍵を属性素材で造るのは、鍵山の合わないものや、針金で無理やり解かい錠じようしようとすると、その属性によって中身が破壊される仕組みにするためだ。また、属性錠と鍵は一度でも開けると、錠の内部と鍵が壊れ、二度と使用できないようにもできる。知られてはならない者から守るための仕掛けだ。

　鍵は先に用意しておくが、最後の一本だけは、箱を開ける場所で鍵師が鍵山を削けずり仕上げるのだ。

　当然、親書を収める錠と鍵の図面は箱ができあがった段階ですべて破は棄きされる。

　特出した記憶力を持つユーリは図面をもともと書かないらしい。すべて頭の中で完結しているそうだ。だから今まで作った錠と鍵の図面は一枚も欠けずに記憶にあって、どの錠と鍵であっても間違いなく再現できるらしい。もちろんエリアルにそういう能力はなかった。

　ない能力を羨うらやんでも得られるものではないので、工房に四日間籠こもって、エリアルは自分のいま持てる知識と腕うでで、仕掛け錠付き箱を完成させた。ユーリからもらった父の箱も参考にしたが、足あし下もとにも及ばないできだった。

　そのせいか、完成した瞬間から分解して作り直したい欲求に駆かられたり、新しく作りたい衝しよう動どうに突き上げられたりした。が、エリアルに残された時間はあと六日。もうやり直しはできない。

　けれど──。

「エリアル、工房から戻ってからずっとにこにこしてるね。満足のいくできあがりだったんだ」

「ぜんぜんだめ。形を整えただけって感じにしか作ることができなかったけど……自分の力不足を改めて思い知って、かえって燃えてるの！」

　目指す先が高ければ高いほど、挑ちよう戦せんせずにはいられない。一気に駆け上がることはできないだろうが、一歩ずつなら可能だ。そうエリアルは心から信じている。

「じゃあ、僕ともっと熱くなることしようか」

　ヴァルサスはそう言って、エリアルの背後から抱きついてきた。耳元で感じる彼の吐と息いきはくすぐったい。

「……しない」

「あと三日だよ」

「残り時間を毎日ご丁てい寧ねいに教えてくれなくてもいいんだけど」

「いくら君が鍵にしか興味がなくても、結婚はすぐそこに迫ってるんだよ。僕ばっかり盛り上がっちゃって、寂さびしいよ。君も少しくらいときめいてくれてもいいだろう」

　頭に頰ほおを擦こすりつけられて、エリアルは肩に載のっているティグルを呼んだ。ティグルは全て理解したように軽く飛び跳はねて、ヴァルサスの頭に嚙かみついた。

「これさ痛いんだよ、地味に」

　ヴァルサスはエリアルに回していた手を解ほどいて、ティグルを引き離した。ティグルはすかさずエリアルの肩に戻ってくる。

　しかしいつもはそこで引き下がるヴァルサスが、エリアルの前に回り込んできた。彼はエリアルを見下ろして、おとがいに手を掛ける。顔を上げた先にある夜明けの空のような瞳ひとみ。濃のう紺こんから明るい青に移りゆくその瞳は、エリアルにだけ温かく輝く。

「ヴァルサス……何？」

「……無む理り強じいはしたくないけど、王城を発たつ前に、せめて花嫁衣い装しようだけでも決めておきたいな」

「え～……」

「エリアルがそこまで非協力的な態度でくるならいいさ。王城から出さないから」

　微笑ほほえんではいるけれど、ヴァルサスの口く調ちようは有う無むを言わせないものだった。

「じゃあ選んでみるけど……」

　心ならずも答えると、ヴァルサスはエリアルの手を摑つかんで引っ張り、部屋から連れ出した。

「えっ、なに……どこへ行くの!?」

　ヴァルサスはすぐ隣となりの部屋にエリアルを引き入れて、手を離した。その手は連れ込まれた部屋に向けられる。

「右手がドレス、左手にアクセサリーなどの小物類を置いてある。発つまでに決めること」

　ヴァルサスの言うように、シンプルなものからフリルの多いもの、カラフルな刺し繡しゆうが鮮あざやかなものなど、様々な種類のドレスが衣裳がけに吊り下げられていた。部屋の真ん中には赤い絨じゆう毯たんが敷しかれ、壁を背に姿見が置かれている。左手には長机が置かれ、その上にアクセサリーなどの小物類が所ところ狭せましと並んでいた。

「こ……こんなにいつ用意したの!?」

「君が工房に籠こもってる間、僕は僕で忙しく準備していただけだよ」

「えっと……サイズが合うのから探さないと……」

「どのドレスも君のサイズだから大丈夫。着心地で選んでもいいし、好みで選んでもいい。ここは乙女おとめの夢が詰まった部屋だ。古今東西、これほどまで美しいもの貴重なもの輝かしいものを集めた部屋はないよ。さあ、めいっぱいときめいて、ドキドキわくわくしてくれ。そして一つずつ吟ぎん味みしてお気に入りを選ぶんだよ。だってもうすぐ結婚式なんだからね」

　ヴァルサスが一人で浮かれているのは構わない。サイズを知っていることについては、後から問い詰つめることにする。

「反応がいまいちだけど……じゃあ、僕が君を上から下まで僕好みに着飾ってあげてもいいよ。でもそれは嫌いやだろ？」

「嫌。自分で選ぶ」

「いい子だ。僕は少し出かけてくるけど、ここで楽しい時間をすごすんだよ。途中で鍵と戯たわむれるようなことをしたら、本気で僕は君を王城から出さない」

　エリアルが何度も頷うなずくとヴァルサスは満足そうな顔をして出て行った。彼はこれから王の親書を箱に収める儀ぎ式しきに出るのだ。鍵師のエリアルはその瞬間を見ることは許されず、出発時に王の親書を収めた箱の鍵を手渡されるのだ。

　エリアルは真ん中に敷かれた絨毯に腰を下ろして、ヴァルサスが集めてきたドレスを見上げた。綺き麗れいだ素敵だと思うのだが、着ている自分を想像できないでいる。

　誕生日が迫っているのに、自分が悪魔の花嫁になるという実感がまるで湧わかないのだ。

　彼には、数え切れないほど十六歳の誕生日がどういう日なのか告げられてきた。けれど、明日も明後日も、一週間後も一カ月後も、いつもと同じ日が繰り返されることを疑わずに生きてきた。それがもうすぐ終わる。今度こそ本当に。

「……そいつは全部、ヴァルサスが集めたのか？」

　ぼんやりドレスを眺ながめていたエリアルに、よく知った声が聞こえた。

　扉とびらのところにフレイが感心した表情で立っていた。彼の赤い髪は夕日の色。深い緑の外がい套とうによく映はえる。

「あ、フレイ。いえ、フレイ殿下。はい。ヴァルサスが集めてきました」

「だから俺にかしこまる必要はないと言ってるだろ」

「私はただの鍵師で、フレイは王子様。そしてここは王城……なんだけど」

「構わない。王城内でも正式な場以外はいつもどおりでいてくれ」

　王城内も正式な場のような気がしたが、フレイの言いたいことも理解できる。

「……フレイは、旅の準備できたの？」

「ああ、いつでも出られる」

「忙しいはずなのに、ヴァルサスのせいで付き合わせちゃうことになって、ごめん」

「王の次男は、お前が思うほど忙しくはない。これでもハル・フリート皇こう国こくに行くのは楽しみなんだ」

「ありがとう」

　気にするなと言いつつ、フレイはヴァルサスが集めたドレスを、一枚ずつ衣裳がけから離して品定めしだした。

「お前に似合いそうだな」

　フレイがＡラインのシンプルなドレスを選んで、エリアルに向けた。胸元が繊せん細さいなレースで施ほどこされ、ほどよく腰が締まっている。

「じゃあそれにする！」

「待てよ、そんなに簡単でいいのか？」

「う～ん。なんていうか、眺めてるだけで満足しちゃった」

「分からなくもない……」

　フレイは手に持ったドレスを衣裳がけに戻し、今度は靴くつやアクセサリーを並べた机へ移動した。まるで女王が首から提さげるような、黄金や宝石で彩いろどられたネックレス。光に包まれているような、小さな宝石が無数に集まってできたティアラが無造作に置かれている。

　フレイは興味深げにそれらを見ながら、感かん嘆たんの声を上げた。

「王城の夜会でもこれほどのアクセサリーをつけてる貴族はいないな」

「そんな豪ごう華かなアクセサリー、ただの鍵師に似合うわけないのにね」

「そうか？　これなんか悪くないかもな」

　細いチェーンにぶら下がった赤い宝石。大きさは小さめで、派は手ですぎないところがいい。けれど、他のものとは明らかに違う輝きを持っていて、存在感がある。

　だが──。

「装飾品は似合わないから、いい」

「女性のドレスとアクセサリーを褒ほめるのも紳士のたしなみだ。安心しろ」

「ネタばらしせずに褒めてくれたら、見直したのに」

　フレイはばつの悪そうな顔で首の後ろを搔かいた。こういうとき彼は少し前まえ屈かがみになる。

「だから俺はいつも兄貴に注意されるんだ。お前はデリカシーがないってな」

「そんなことないわよ。……そういえば、ジョシュの顔が見えないけど、忙しいの？」

「ああ、兄貴はいつものことだ。でもお前のことを心配してた」

「私は大丈夫。そう伝えておいて」

　二人は幼い頃、ヴァルサスによく戦いを挑いどんでいた。ヴァルサスが『私に勝ったら、エリアルとの契けい約やくを無効にしてやってもいい』などと言ってからかったからだ。

　身分がどういう意味を持つのか、まだ理解できなかった頃の、懐なつかしい思い出だ。

「……ヴァルサスのことだが……」

「何？」

「……」

「何よ、言って」

「……いや、十歳の子供に婚姻の契約を持ちかけるなんて気持ち悪いと思ってな」

「フレイやジョシュだって、僕のお嫁さんになって～って、私に言ってたじゃない」

「俺達のことは子供同士の話だろ。あの悪魔は昔から大人だ。大人が十歳の子供に求めるものじゃないだろうが」

「きっとちょっとした気まぐれで言ったのよ」

「気まぐれ？　お前に対する執しゆう着ちやくはそんなもので片付けられないぞ」

「確かにそうだけど……」

「なあ、お前本気で……」

「あっ」

　ドレスを選んでいた手が、床に置かれた籐とうの籠かごに気づいて、引き寄せた。そこにはあれほどヴァルサスに買うなと言った、フリルがたくさんついた下着が何種類も入っていた。

　あの悪魔──！

「なんだ。どうした？」

「べ……別に。なんでもない」

　摑んだ下着を籠に押し込み、ドレスのスカートの中へ隠かくすように移動させた。けれど慌てた姿がフレイの目に留まったのか、彼は中腰で覗のぞき込んできた。

「ん。今何か隠さなかったか？」

「いいって。忘れて」

　下着の入った籐の籠に覆おおい被かぶさるようにしてエリアルは隠した。なのに、籠の縁ふちを摑んでフレイは引っ張ってくる。

「隠されると気になるだろ。だから見せ……うわっ！」

　籠を引っ張りあっていると、肩に乗っていたティグルが参戦しようとして中に飛び降りた。その拍ひよう子しに、あろうことか下着が宙に舞った。

「ティグル～！」

「……ガルッ？」

　周囲に飛び散った可か愛わいらしい下着の数々に、顔を赤らめていると、フレイは動どう揺ようを隠せない口調で言った。

「おっ、お前、い……意外と……あれだな。その……乙女なんだな」

「私が買ったんじゃないわ。でも……私がヴァルサスに頼んだわけじゃないからね。だめって言ったのにヴァルサスが勝手に買ってきたの。だっ、だいたい可愛すぎるよね。こっ、こういうの絶望的なほど私には似合わないし、フレイだってそう思うでしょ？」

　エリアルは顔を真っ赤にしながら、絨毯の上に散らばった下着を摑んでは、籠に戻した。フレイは「おっ……俺に聞くな！」と裏返った声で叫さけび、ティグルは何食わぬ顔で肩に戻って、明後日あさつての方向を見ている。
















　下着を拾い終えたエリアルは、籐の籠をこんどこそドレスの裾すそに隠した。羞しゆう恥ちとヴァルサスに対する怒いかりで体温が上がっていて、熱い。

　ヴァルサスが戻ってきたらどうしてやろうと考えていると、問題の悪魔の声が響いた。

「放ほう蕩とう息子、ここで何をしている」

　フレイはヴァルサスの脇わきを通り過ぎるのと同時に「変態悪魔」と囁ささやいて去っていった。

「どういう捨て台詞ぜりふだ」

　ヴァルサスはそう呟きながらエリアルに視線を移し、慌あわてて駆け寄ってきた。エリアルといえば、未いまだおさまらない羞恥で頭から湯気が出そうだった。

「君、どうして顔が赤いの？　いや……身体からだまで赤い。まさか……あいつに何かされたのか!?　そうなのか!?」

「……見られたの」

　絞しぼり出した声はうなるような声こわ色いろで、語尾が掠かすれていた。

「くっ……ドレスを試着しようとして、あられもない姿をあいつに覗かれたのか。そうか、きっとフリフリ姿だね。それは僕にしか見せてはならないものだ。分かった。奴の記憶を消すか、奴自身をこの世から消すか、今すぐ対処する」

「ちょっと、勝手な妄もう想そうで暴走しないで」

　エリアルはヴァルサスの頰を摑んで、いつもより強く引っ張った。

「にゃにするんだっ。ほふはひみをしぃんひゃいして……いだだだ……」

「私……下着は買わないでって言ったわ。もし買ったら、ヴァルサスの頭に被せるって言ったよね。なのになぜあるの!?　ヴァルサスがこっそり買ったからでしょ。フレイに見られてどれだけ恥はずかしかったと思ってるの。あんなにだめって言ったじゃない」

　本気で睨にらみ付けているのに、ヴァルサスは頰を伸ばしたまま、ニンマリと笑う。少々変な顔にしても、彼の美び貌ぼうの輝きは僅わずかも曇くもらない。

　エリアルは全く反省していないヴァルサスの頰から手を離すと、ため息交まじりに言った。

「……言い訳があれば聞くけど」

「言い訳？　いや、真っ当な理由がある。僕も男だ。その欲望に負けただけだよ。花嫁となる日、君のその身を包むのは、すべて僕が厳選したものでなければならない。足の先から頭のてっぺんまで。そう、ドレスから下着までだ。愛する者を自分の色に染める……これが男の性さがでありロマンなんだよ！」

「何が男の性よロマンよ。開き直らない……きゃっ！」

　ヴァルサスはエリアルを床に押し倒すと、跨またいで覆い被さってきた。彼の手はエリアルの頰を撫なで、愛いとおしげに目を細める。

「エリアル。ドレスその他もろもろ……決めただろうね」

「……全部じゃないけど、ドレスは決めた」

　そう言って、絨じゆう毯たんに置いたままになっていたドレスに手を伸ばし、胸元に引き寄せた。ヴァルサスは上じよう機き嫌げんなのか、慣れたエリアルでもちょっとドキリとするような笑顔を浮かべる。

「どこが気に入ったの？」

「どこって……フレイが似合うって言ってくれたから……」

　ヴァルサスの表情が突然険けわしくなったかと思うと、彼はエリアルからドレスを奪い、放り投げた。舞ったドレスは一瞬にして炎ほのおに包まれ、空中に消えた。

「なっ……なんてことするのよ！」

「僕達の神聖な結婚式に、他人が選んだドレスを着るなんて、絶対に許さないよ」

　エリアルの目を射い貫ぬくヴァルサスの双そう眸ぼうは、凍いてつく湖のように冷え切っていた。さすがにすぐ反論できず言葉に詰まっていると、ヴァルサスは言葉を重ねた。

「いい、エリアル。次に僕の嫉しつ妬とを煽あおるようなことをしたら、その対象がドレスみたいになるかもしれないよ。気をつけた方がいい」

「本当にそんなことをしたら私、ヴァルサスの首を締めてやるから」

「違うよ、エリアル。こういった僕の嫉妬を宥なだめるには君の口づけがひとつあればいい」

　ヴァルサスの極ごく上じようの容姿と、耳に心地ここちよく響く甘い声に、流されそうになった。が、近づきすぎたヴァルサスの顔にエリアルは我に返り、彼の両耳を摑んだ。ヴァルサスは弾はじかれるように身体からだを起こして、その手を払った。

「……耳は駄目だって言ってるだろ！」

「無理やり口づけしようとしたからよ」

　そのくらい許してくれてもいいだろ……と呟つぶやきながら、ヴァルサスは髪を撫で上げていた。が、ふと思い出したように、エリアルの顔を見つめた。

「……待てよ。僕が留守の間、結局何も選んでなかったってことだよね」

「だって数が多すぎるのよ。やっぱり一人じゃ無理。ヴァルサスも一緒に選んで」

　エリアルは困ってそう返したが、ヴァルサスは機嫌を回復させて、破は顔がんした。

「君はおねだりが下へ手ただよね。でもそんな君の不器用な愛が僕の胸を熱くさせるんだ。よし、分かった。一緒に選んであげるよ」

「……ねえ、いつも疑問に思うんだけど、どこからそんな気き障ざな台詞を探してくるの？」

「探してはいないさ。ただエリアルを愛する強い想いが言葉になって自然と溢あふれているだけだよ」

　ヴァルサスはそう言いながら、ドレスを手に取り、いまにも蕩とろけそうな顔で、吟ぎん味みしていた。人を見下すときの瞳は、冷れい酷こくすぎて声を掛けるのも躊躇ためらわれるほど。その美貌は恐ろしくあでやかに際きわ立だち、人を寄せ付けない。

　そんな彼が、笑顔の大安売りをしている。いつもこうなら、店も大だい繁はん盛じようしていただろう。

「……お取り込み中、失礼いたします。そろそろご出しゆつ立たつの準備をお願いします」

　突然やってきた臣下に水を差されたヴァルサスは、無慈悲な表情で扉を振り返った。エリアルが声を掛ける前に、臣下は恐きよう怖ふに身をすくめ、逃げるように去って行った。
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　午後を少し過ぎた頃、エリアル達は王城を出発した。まずは第一の橋を渡って、首都と郊外を巡じゆん回かいしている馬車に乗る。馬車は、それぞれの区域を繫つなぐ橋を通り、最後に第九の橋を渡って西の山を目指す。その麓ふもとに到着すると、今度は徒と歩ほで山を越える。山を越えたところにある国境を通過し、ハル・フリート皇こう国こくへ向かう。

　悪魔を除いて、二人の装よそおいは軽装かつ旅人風。そろいの濃こい紫の外がい套とうはフード付き。エリアルはいつもの仕事道具を、フレイは剣を腰から下げていた。ヴァルサスは相変わらず上から下まで真っ黒な出いで立だち。彼ほど黒という色を着こなす者をエリアルは知らない。端たん整せいで繊せん細さいな美び貌ぼうを、纏まとう漆しつ黒こくが上品に引き立てているのだ。

　だが、せっかくエリアル達が素す性じようを隠かくすために旅人の格かつ好こうをしているというのに、ヴァルサスは普段どおり。そして彼の容姿は人の目を引きすぎる。

　だいたい第九の橋の傍かたわらに建つ鍵かぎ屋やは、ちょっとした観光地になっているのだ。もちろん『美形の店員がいる鍵屋』として有名なのだが。

　特出した美貌のおかげで、ヴァルサスが街中を歩くと後ろをついてくる女性が必ず出現する。

「旅の最中、ヴァルサスは距きよ離りを取って歩いてよ」

「分かったよ。ぴったり張り付いて君を守る」

「そんなこと頼んでない。私の言ったこと聞いてないでしょ」

「聞いてるよ」

　エリアルの隣となりに座るヴァルサスは前の席に足を載のせ、交差させている。前に座るフレイは、不快そうに顔をしかめていた。

「せめてフードを被かぶって」

「途中で、道のりを短縮するから心配しなくていいよ。だから馬もいらない」

「どういうこと？」

「魔道でも使うつもりか」

　フレイはヴァルサスの足を無理やり下ろして、訊たずねた。が、ヴァルサスはフレイと話すのが嫌なのか、視線すら合わせない。

「ヴァルサス」

「そうだ」

「魔道を使うって、何？」

「一瞬にして目的地に移動する手段で、悪魔や悪魔と契けい約やくしている召しよう喚かん師しが使える魔術だと俺は聞いている。説明は合ってるか？」

「ああ、そうだ」

「えっ。じゃあ、ハル・フリート皇国に一瞬で行けちゃうわけ!?」

　本来、馬を使っても三日はかかる距離。天気が続くとは限らない。雨風にも足あし下もとの悪い道にも負けず、大切な親書の鍵かぎを守って、目的地へ向かう。筋肉痛も危険も承知。様々な覚かく悟ごをしていた。なのに何の苦労もせずにハル・フリート皇国に一瞬にして移動できるといまさら言われても、素直に喜べない。

「行こうと思えばね。でもせっかくだから景色のいいところは歩いて、足が疲つかれない程度に旅を楽しめばいいんだよ。ああ、これはちょっとした早い新婚旅行だね、エリアル。邪じや魔ま者ものが一人いてとてつもなく目め障ざわりだが……」

　エリアルに微び笑しようした後、ヴァルサスは斜ななめ前にいるフレイを睨にらみ付けた。フレイは彼の眼光を逸そらすことなく受け止めて、不敵に笑う。

　けれどエリアルに二人の不仲を気にしている余裕はなかった。

「ヴァルサス、王の親書を運ぶのは遊びじゃないのよ」

「わかっているよ。でもねそれを確実に届けることが目的で、方法は問われないはずだよ」

「そんなの聞いたことない。フレイはどう？」

「……過去、近きん隣りん諸国と緊きん張ちよう状態だった時期があった。親書を運ぶのも危険が伴ともなったそうだ。それに携たずさわる者達は、親書を無事に届けるためなら、どんな手も使ったと聞いてる。それが悪魔の手を借りることであっても、誰だれも文句は言わないだろうな」

「そ、そうなんだ……」

「まあ、今は政治も安定しているし、諍いさかいもない。王の鍵師が直じき々じきに鍵を運ぶこともなくなった。たとえあってもそれは形けい骸がい化かされたものだ。別に悪魔の手を借りなくてもいいだろう」

「……」

　エリアルにとって、王の鍵師が親書を収める箱を作るのは、栄誉であり光栄なことだった。そこにはあるのは王の鍵師に対する絶対的な信頼だと思っていたのだ。それを形骸化されたものだと言われて、少なからずショックを受けた。

　いや、こういう状況だからこそ、エリアルは王の鍵師の真似事をさせてもらえたのかもしれない。

　ありがたく思うべきなのだろうが、悔くやしい気持ちの方が強かった。

　技術も、努力も、何もかも。まだまだ私には足りない──。

　エリアルは、今の自分にはとても真似ることができない属性鍵を衣服の上から摑つかんだ。首から提さげたその属性鍵は、あこがれでもあり目標だ。

　もっと上を目指したい。王の鍵師の仕事が形骸化されたとしても、称しよう号ごうにふさわしい鍵師に近づきたい。

　けれどそれは自分の努力の上で得るものだ。

「……悪魔の力を借りるってずるしてるみたいじゃない」

「ねえ、エリアル。使える手は躊ちゆう躇ちよなく使って、無事に王の親書を届ける。それが目的なんだろう。なのに、君は僕という悪魔の手を借りられる立場にいるにもかかわらず、正攻法にこだわって親書そのものを危険にさらすのは、全くもって詭き弁べんだよ」

　確かにヴァルサスの言うとおりだけど──。

　政情が不安定な時期に親書を運ぶ役目を負えば、綺麗事など言っていられない。どんな手を使ってでも、無事に親書を届けなくてはならないのだ。そのために箱は厳重に鍵に守られ、別々に運ばれる。

「エリアル。ヴァルサスを頼るのは俺も気に入らないが、便利な道具とでも思えばいいんだ。そうしておこう」

　フレイに道具呼ばわりされて気に障さわったのか、ヴァルサスは目をすがめ、片かた眉まゆをピクリと動かした。

「……道具だと？」

「それ以外、どう呼べばいい？」

　ただならぬ空気が立ちこめ始め、エリアルは慌あわてて会話に割って入った。

「ヴァルサスの力を貸してくれるわよね？」

「ああ、もちろんだよ、エリアル」

　ヴァルサスは、殺さつ気きだった雰ふん囲い気きを纏まとうのをやめ、エリアルに微笑ほほえむ。エリアルはホッと胸を撫なで下ろしたが、道中ずっとこの調子なのは想像しなくても分かる。

　ただ、真っ先に悪魔の協力など拒こばみそうなフレイが、彼の言葉に同調したのが気になった。フレイはどこか考え込むような表情で、流れていく景け色しきを見つめている。

「話は終わってな……っ！」

　エリアルはヴァルサスの頭にティグルを嚙かみつかせた。彼は不満そうに唇くちびるをへの字に曲げたが、文句は言わなかった。

　やはり二人は離して別行動にしたほうがよかったかもしれないとため息をつきつつ、外の景色に目をやった。

「あっ……」

　通り過ぎた自分の店を目にして、エリアルの視線は自然と後方へ向かっていた。

「ねえ、ヴァルサス。もしも誕生日を過ぎても、お店に一度は戻ってくれるよね？」

「ああ期限内に戻る。約束する」

「よかった」

「そうか。僕との愛の世界に旅立つ運命をようやく受け入れたんだね」

「違うわ。確認しただけよ。私は王の鍵師を目指しているの。ヴァルサスとの契約を解除する方法を探し続けるんだから」

「俺も力になる」

「ありがとう、フレイ」

「おい、そこのゴミ。できもしない約束などするな」

「ほんっとうに、いい加減にして！　ヴァルサスはしつこい」

　そもそも、ヴァルサスが調子に乗るようなことをエリアルが言わなければよかったのだろうが、どうしても確かめておきたかったのだ。

　父から届けられる誕生日の贈り物は受け取りたい。それにクレメンスにすら何も告げずに旅立った。改めてお礼とお別れをする時間が欲しかった。

　ただ、いつまで贈おくり物は届けられてくるのだろうか。エリアルがヴァルサスとともにこの世界から去ることをセオドアは知らないはず。受け取る者がいなくなった店に、今後も誕生日の贈り物が届けられるのだろうか。

　それとも婚こん儀ぎの日にはいくらなんでも父親は姿を見せてくれるだろうか。

　婚儀──。

　ヴァルサスの顔をそっと窺うかがう。

　彼の妻になる自分をエリアルはどうしても脳のう裏りに描えがけない。

　いや、まだ日はある。今も悪魔を追い払う百の方法という本を鞄かばんに入れていて、旅の途中で目を通すつもりでいた。

　まだ、まだよ。諦あきらめないわ──。

　解錠の訓練をかねて、いくつか持ち歩いている錠の一つを取り出し、膝ひざの上に置いた。

　しばらく錠開けに没ぼつ頭とうして、悩なやみを棚たな上あげにしていたところ、声を掛けられた。

「エリアル……」

「えっ、何？」

　フレイはどういうわけかヴァルサスの方を見てから、視線をエリアルに向けた。どこか意味深な表情が気になる。

「いや……なんでもない」

「そんな顔に見えないけど」

「忘れてくれ」

　また窓の外へ顔を向けるフレイに、隣に座るヴァルサスが低く笑う。

「ヴァルサスも何か言いたそうね」

「そうだよ、エリアル。今後のことだけど、麓ふもとまで歩いて、そこから山頂に飛んで、また少し歩いて国境を越えて、ハル・フリート皇国へ入ろうか」

　エリアルが旅路について提案するより先に、ヴァルサスが勝手に決めていた。彼は正しいが、なんだかとても嫌な気分だ。

「エリアル、何か問題でもあるの？」

「ない」

「もしかして馬車に酔よった？　なら今すぐ薬を用意するよ」

「酔ってもない」

「エリアル、可愛い唇をそう尖とがらせないで。思わず塞ふさぎたくなってしまうから」

　笑いを堪こらえて顔を歪ゆがめているフレイに、ヴァルサスは冷ややかに言った。

「何がおかしい」

「別に」

「私も吹き出しそうだった」

「エリアルまで！」

「ヴァルサス、私は仮にでも『王の鍵師』の任を負ってるの。真ま面じ目めにやってよ」

「不真面目なのはそこで笑ってる奴と、僕の頭に嚙みついている奴だ」

「もう、知らない」

　結局ヴァルサスの力を借りることにしたが、あまりにも簡単すぎる気がしてどうにも腑ふに落ちない。けれど世界がもし戦いくさなどで混乱して、外を歩くことすらままならない状況だったら、躊ちゆう躇ちよなくヴァルサスの力を借りていただろう。そういうことなのだ。方法はどうあれ、王の親書を無事に届けることが大事なのだと、エリアルは自分を納なつ得とくさせた。

「そうだ。フレイに聞きたかったことがあるんだけど」

「なんだ？」

「ハル・フリート皇国のカイル皇こう王おうって、フレイの友人じゃなかった？」

「いや、友人ってほどではないな。昔は人の後ろに隠れるような、人見知りのおとなしい少年だった記憶がある。でも今はその面おも影かげが感じられないほど、堂々としているようだ。彼が戴たい冠かんしたのは六年前、九歳の頃だったから、変わらざるを得なかったんだろう」

「九歳で戴冠って、ご両親は？」

「両親とも馬車の事故で亡なくなった。それからしばらくあの国は政情不安に陥おちいったから、父は葬そう儀ぎに参加できなかったらしい」

　政情不安──。

　ふと頭を何かがよぎった。が、それは一瞬のことで、記憶に留めておけなかった。なんとか確かめられるところまで引き戻そうとしたが、すでに消えていた。

　気のせいよね──。

　エリアルはティグルを肩に呼び戻す。

　隣に座るヴァルサスは、いつもと違い物もの憂うげな表か情おをして、外の景色を眺ながめている。望郷の念など持たないはずの彼が、過ぎゆく景色を目に、何を思うのだろう。

　エリアルは返される答えがなぜか怖こわくて、ヴァルサスに訊ねなかった。
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　山の麓で馬車を降りると、エリアルはヴァルサスにいきなり腰を抱かれた。条件反射で振り払おうとしたものの、山頂まで一気に移動すると説明され、我が慢まんした。フレイには上うわ着ぎを摑つかませた。

　ヴァルサスが自分の立つ地面に手の平をかざすと、白銀に光る紋もん章しようが現れた。それは足下から回転しながら浮かび上がり、身体からだを突き抜けていく。同時に下から突とつ風ぷうが巻き上がり、上着や外套が激しくはためいた。

　エリアルは、衣服が風に激しく叩たたかれる音を耳にしながら、光に眩くらんだ目を手の甲こうで擦こすった。が、目から手を離した瞬間、目の前に広がった景色に息をのんだ。

「わあ……」

　瞬まばたき一つで移動した山の頂いただき。そこから望む世界はとても美しかった。高い木々はなく岩場が広がっているため視界は遮さえぎられず、世界を一望できたのだ。

　太陽が昇る方向にアクナ・ヴィテがあり、王城を中心に、水を湛たたえた堀が綺き麗れいな弧こを描いている。夕日は水面みなもに反射し、幾いく重えもの光の輪に守られているようにも見えた。

　アクナ・ヴィテは連なる山脈にも囲まれているが、東北には一ひと際きわ目を引く山がある。木々は一切生はえず、山肌は赤い。ここからは見えないが、頂上はすり鉢ばち状じように凹へこんでいて、そこで竜が砂すな浴あびをする。王家所有の山は当然、立ち入り禁止。周囲をベルトラン王国の兵士が厳重に監かん視ししていた。

　属性錠に使われる素材は、あの山で摂とれるのだ。エリアルが知る限り、この国だけが竜の鱗うろこを手に入れる手段を持っている。

　太陽が沈しずむ方向に、ハル・フリート皇国が見えた。山の麓から深い森が続き、西へ向かうほどに木々から建物に変わっていく。建物の屋根は赤い夕日に縁ふち取どられ、金色に輝いている。小さな建物がひしめき合うその先に、ハル・フリート皇国の首都マグナにある王宮が見えた。

「すごい……」

　一瞬にして移動した驚おどろきよりも、目の前に広がる景色にエリアルは心奪うばわれていた。そんなエリアルの背後から、ヴァルサスが手を回して抱きしめてきた。

「僕には夕日より君の美しさから目が離せないよ」

「ちょっと、後ろからひっつかないで」

「ロマンティックな景色を前にした男女のすることって決まっているよね。僕達も世の恋人達のように、甘い時間を過ごさないか？」

　エリアルは肘ひじを使ってヴァルサスを背後から引き離すと、傍かたわらにいたフレイが呆あきれた顔で言った。

「俺の存在、空気だったな、いま」

「ゴミを構かまう趣味はない」

「いつもその調子で気持ちの悪い台詞せりふを垂たれ流しているのか」

「王子というゴミだろうと、ただのゴミだろうと、口うるさいゴミとなったら、早々に川か山に投げ捨てるぞ」

「ゴミ以外の言葉を持たないのか。残念な悪魔だな」

「長年、エリアルのために見み逃のがしてきたが、そろそろ限界だ……」

　ヴァルサスの表情が深刻なほど冷え切っている。エリアルはあわてて二人の間に立った。

「二人ともそこまでにして。ヴァルサス、いい大人が年下にムキになるなんて、恥はずかしいわよ。それにフレイも、ヴァルサスを煽あおるのはやめて。だいたい……」

　エリアルはそう言いながら、改めて周囲を見渡した。そこで不思議な既き視し感かんに囚とらわれた。

　記憶の奥にあったもの。それは胸を締しめ付ける懐なつかしさを伴ともなっていた。

「私……この景色に見覚えがあるような気がして……。もしかして小さい頃、ヴァルサスが連れてきてくれたの？」

「いや僕とはないよ」

「そっか、じゃあきっとお父さんだ……」

　ふと、握にぎった手のぬくもりが蘇みよがえった。それはヴァルサスとは違う、大きくて温かな手の感かん触しよく。いままでどうして忘れていたのだろうかと疑問に思うほど、鮮あざやかな記憶として浮かび上がってきた。

　エリアルの小さな手を握にぎる父の手はやけに大きく感じる。その先を辿るよう見上げたところにあるのは、父の横顔だった。

　少年のような笑みに、好奇心に満ちた輝きを瞳ひとみに宿し、飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きを纏まとう父。何か話しているのか唇が動いている。けれど声は聞こえない。

　父はいまと変わらない夕日を前に、何を話してくれたのだろう。

「お父さんとこの景色を一緒に見た日があったんだ……」

　時の流れに霞かすみ始めていた父親の容かんばせが、景色に滲にじむことなく蘇ってくる。

　いつも一人で出かけることの多かったセオドアの背ばかり記憶に刻きざまれていた。けれどエリアルが幼おさなすぎて忘れていただけで、こうやって山登りに連れてきてくれたこともあったのだ。

　気持ちを新たにして振り返ると、ヴァルサスとフレイが、意外なことに仲良く並んで立っていた。

「待たせてごめん。行こう」

　エリアル達は、麓にある国境を目指して歩いた。途中、太陽が完全に地平線の向こうに沈むと、カンテラに明かりを灯ともして先を急いだ。

　同じように、旅をする人達の持つ光が空中に浮かんでいる。それらは緩ゆるやかに上下しながら、向かってきてはすれ違い、去っては闇やみへ消えていく。

　不意にヴァルサスがエリアルの手を握ってきた。迷わないようにとでもいうように。

　幼い頃、よく彼に手を引かれて学校に行った。父を待つため、店から出なかったエリアルが、柱にしがみついて離れなかったからだ。

　ヴァルサスは、俯うつむいてむくれるエリアルの手を摑つかんで、こう言った。

　僕が代わりにお父さんを待っているから学校に行こうね──と。

　それはエリアルが学校に素直に行くようになるまで、毎日続いた。

　ヴァルサスとはいつから手を繫がなくなったのだろう。同級生にからかわれてからだったろうか。それとも気恥ずかしいという感情を覚えた日からだろうか。

　昔を懐かしみつつも「もう子供じゃないのよ」と言って、ヴァルサスの手を払った。

「ゴミが側にいるから恥ずかしいんだね、エリアル」

「勝手に勘かん違ちがいしないで。私はただ嫌なだけ……っ!?」

　何かに躓つまずいたエリアルは、ヴァルサスの腕の中に、自みずから飛び込む形で倒れ込んだ。ヴァルサスはやけに嬉うれしそうに抱きしめてくる。

　あれ──!?

　いつもならすぐに押しやっていた。だが、顔を上げてヴァルサスの視線を受け止めたときに、何かが心をよぎった。それは山頂で感じた既視感と似ていたものの、忘れていた思い出が蘇るわけでもなく、霞もやが掛かったようにぼんやりしていた。

「エリアル、大丈夫？」

　ヴァルサスが心配そうに覗のぞき込んでくる。エリアルは傍らにいるフレイに視線を移した。彼もまたいつもと様子の違うエリアルを案じているようで、「大丈夫か？」と訊ねてくる。

「……あ……うん。ごめん、大丈夫」

　ヴァルサスからやんわり離れて、エリアルは体勢を立て直した。ティグルも心配してくれているのか、頰ほおをぺろぺろ舐なめてくる。

「山頂に立ってから、私……なんだか変な感じがする……」

「気分が悪いのか？」

「……別に体調が悪いわけじゃないの」

　鳩尾みぞおちの辺りが、もやもやしている。視界が時折心の中にあるものに支配されるというか、よぎっていくというか。自分でもよく分からない。

「ヴァルサスが珍めずらしくお前に駆かけ寄ってこないな」

　無言で立っているヴァルサスに、フレイが疑ぎ惑わくの目を向けた。彼はチラとフレイに視線を流したが、それだけだ。

「ねえ、ヴァルサス。私に何か変な魔術を掛けたとか言わないよね」

「誰よりも大切にしている君に、そんなことしないよ」

　にこやかに返したヴァルサスは、フレイには「なんだ、ゴミ」とつっけんどんに言った。

「俺の呼び名がぞんざいになってきたな。最後はどうなるんだ？」

「その前に私とエリアルはこの世界から消える。残念だな」

　エリアルに残されたのはあと五日しかない。それでもエリアルは言い続ける。

「私はまだ諦めてないから」

　向けられるヴァルサスの微笑から、何かを隠しているような、もしくは企たくらんでいるような気配がほの見える。

　いつものヴァルサスと違う。フレイもなんとなく変だ。でもそれはエリアルにも当てはまる。もしかすると環境の変化に神経質になっているだけかもしれない。

　ここは夜の山だ。民家はなく、山道だけがくねくねと麓まで向かっていて、明かりは旅人達が持つカンテラだけ。

「少し休んだ方がよさそうだね。ちょうどいい。夕食にしよう」

　ヴァルサスはそう言って道から外はずれると、開けた場所に移動して、薪たきぎの準備をした。エリアルもフレイと一緒に手伝った。

　夕食は焼いたうさぎの肉と、野菜のスープ。デザートに何種類かの果くだ物ものを用意してくれた。けれどエリアルはあまり食が進まなかった。

「食欲ないのか？　だが食べないと体力も保もたないし、身長も伸びないぞ」

「鍵師に身長は関係ないからもういいの」

「……あ、でも俺は……あの、あれだ。背の高い女より低い女が好きだ」

「慰なぐさめどうもありがとう」

　エリアルがそう言うと、なぜかヴァルサスはフッと笑い、フレイは頭を搔いた。彼の赤い髪は、たき火に映はえて煌きらめいている。

　高い頰骨、野性味のある顔立ち。日にほどよく焼けた肌は小麦色をしている。フレイは精せい悍かんな男性に成長した。大人の仲間入りをし始めている彼の成長が、エリアルにはまぶしかった。

「さあ、食事を終えたら、ドレス選びを再開だよ」

　いきなりヴァルサスがそう言って立ち上がった。エリアルは唐とう突とつな彼の行動に耳を疑ったし、フレイも杯はいを手で持ったまま、目をぱちくりさせている。

「ヴァルサスが何言ってるのか分かんない」

「……俺もだ」

「出発までに王城で君ができなかったことを、旅の途中でするだけだ」

　確かにそんなことを言っていた覚えはあるが、冗じよう談だんだと思っていた。

「ここで!?　どうやって!?」

「僕の異次元収納庫から取り出すだけだよ」

　ヴァルサスが両手を広げると、緑の紋章が空中に浮かび、そこから衣装ケースや小物類の入った籐とう籠が現れた。それらは音も立てずに地面に積み上がり、紋章は消えた。

「ああ、熊から預かった親書を入れた箱もそこに置いてある。必要なときに用意するから安心して」

　ヴァルサスに悪気はない。彼は五日後に迫った婚儀のために準備を進めているだけ。それもエリアルがずっと先延ばしにしてきたから、こんなところにまで持ち込んでくる。

　それを分かっていても、まるで侮ぶ辱じよくされているような気分になるのだ。エリアルは全力で親書の箱を作ったし、五つの鍵の鍵山を、最新の注意と集中力をもって削けずり出した。

　たとえ実力が追いついていなくても、親書が形ばかりのとるにたらないものであっても、軽く扱われるのは許せない。

「エリアル？」

「ちょっと……本気でヴァルサスに腹が立ったから、頭を冷やしてくる」

　後ろを追いかけてこようとしたヴァルサスにエリアルは、強い口く調ちようで言った。

「つ・い・て・こ・な・い・でっ！」

　エリアルはヴァルサスに背を向けると、薪から少し距離を取り、深呼吸をした。冷たい空気が肺に満ちると、怒いかりがゆっくりと収まっていく。

　肩越しに背後を窺う。ヴァルサスは立ったまま、フレイは薪の傍らに座ってこちらを窺っている。が、こちらに近づいて来る様子はない。エリアルが怒っていることを理解しているようだ。

　エリアルは木の幹に凭もたれると、背を滑すべらせるようにして、座り込んだ。

「グルル……」

　肩に載ったティグルが喉のどを鳴らして身体を擦りつける。エリアルはティグルの背中を撫でながら、疑問に対する答えを探した。

　ヴァルサスは基本的にエリアルの仕事を邪魔することはない。この間のように、連絡をせずに仕事を延長すると、迎むかえに来ることはあるが。

　なのに今回はどうしてこうも、横やりを入れようとしてくるのだろうか。あと五日経てば、衣装を選ぶ時間などありあまるほどできるのに。

　それとも契約そのものが解除される可能性があって、ヴァルサスは焦あせっているのだろうか。きっとそう。やはり方法があるのだ。

　もしかしていま持っている古こ文もん書じよの中に、ヒントがあるのかもしれない。

　やった──!!

　一気に気分が高こう揚ようした。本を入れた鞄は薪の側に置いたはずだった。

「エリアル！」

　身体を鋭するどく突き抜けるようなヴァルサスの声に、エリアルは我に返った。足下が光っている。見下ろすと、地面に白い紋章が浮かび上がっていて、両りよう脚あしが動かない。

「えっ、これ、な……何!?」

　周囲の山肌にいくつも浮かぶ白い紋章。そこから発せられる強い光が、木々の影すら消して、視界を奪った。
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　エリアル、エリアル……。

　頰ほおに生なま温あたたかいものが何度も触ふれていた。それがティグルの舌しただと気づくのに時間がかかった。意識は戻もどってきたが動けずにいると、身体からだが強く揺ゆすられた。エリアルはようやく目を開ける。

　けれど閃せん光こうが目に焼き付いたように、視界は霞かすんだままで、何も見えない。エリアルは手を振り回して、摑つかめるものを探した。すると空中を搔かいていた手が誰だれかに摑まれる。

「……目はすぐに慣れて見えてくる。大丈夫だ、安心しろ」

　その声はフレイだった。

「フレイ？」

「ああ、そうだ」

「こ……ここはどこ？　ヴァルサスは？」

「いや、悪魔の姿はない。どうもばらばらに飛ばされたようだ。俺はお前の近くにいたせいか、同じ場所に移動したようだ。ちょっと捜さがしたけどな」

　フレイの手を借りて身体を起こす。ティグルは膝ひざに乗り、後ろ足で立って、尻尾しつぽをぶんぶん振っていた。エリアルは地面に座り込んだまま、辺あたりを見回した。

　枯れ葉が地面を覆おおっていて、層になっているのか、弾だん力りよくがある。月明かりに浮かぶ木々は山のものと違い、幹も細く背も低い。伸びた枝に下がる葉も小さく、景け色しきを遮さえぎるほどではない。その隙すき間まから、先ほどまでいたと思われる山が、星を遮りその姿を黒く塗ぬりつぶしていた。

　月や星の位置から察するに、山よりさらに西にいる。ということは──。

「国境を越えてすでにハル・フリート皇こう国こくに入ったようだ。誰が介かい入にゆうしたのかまるで見当がつかないが、俺達を無理やりここへ召しよう喚かんした奴がいる。ヴァルサスではないのは確かだな」

　フレイはエリアルの背に置いた手を離すと、地面に置いた剣を持って、立ち上がった。そんな彼を見上げながら、また妙みような既き視し感かんに襲おそわれる。

　今までよりも強いその感覚に、エリアルの鼓こ動どうが速まった。

「……見覚えがある……」

　ここは、ハル・フリート皇国の首都、マグナから遠く離れた場所に位置する貴族の別べつ邸てい地帯。エリアルは見たことも聞いたこともないはずなのに、分かる。

　指先から波が寄せるように、断続的に震ふるえがやってきた。ここにいたくない。なのにこの先に行かなくてはならないという気がする。

「ああ、俺も知っている。付き合いのある貴族の別宅があるからな。だが、お前がどうして知っているんだ？　こっち側に来ることがあったのか？」

「……私……旅はしたこと……ない……」

　──はず。

　エリアルが立ち上がれずにいると、膝に乗っていたティグルが地面に下りて、暗くら闇やみに向かってうなり声を上げた。その声は可か愛わいい姿とは似ても似つかないもので、腹の底に響ひびく重みを感じた。

「ティグル、どうしたの？」

　フレイが剣先を自みずからの肩に軽く当て、暗闇に向かって告げた。

「おい、そこで様子を窺うかがってる輩やから、そろそろ出てこないか」

「……え!?」

　誰がいるのだと目を凝こらすと、枝を踏ふみしめる小さな音とともに、カンテラを持った青年が姿を現した。彼はエリアルがよく知る人物だ。けれどあまりにも唐とう突とつで予想外。ここにいるはずのない男に、エリアルはすぐに声が出なかった。

「やあ、エリアルちゃん。久しぶりだねえ」

「クレメンス兄さま……どうしてここに!?」

　彼は眼鏡めがねを中指で正すと、穏おだやかな笑みを浮かべた。相変わらず人を安心させる温かい雰ふん囲い気きを纏まとい、悪意は欠片かけらも認められない。

「……上手く彼を出し抜けたみたいだねえ」

「ヴァルサスのことですよね」

「そうですよ。まあ、すぐここを突き止めて激げき怒どしながらやってくると思いますから、用事をすませてしまいましょう」

「じゃあここに私達を呼び寄せたのは、兄さまなの？」

「いえいえ、私の力じゃ無理ですよ。だから知り合いの悪魔にちょっと手伝ってもらったんですよねえ。ハル・フリート皇国に来るなら、だいたいのルートは決まっているから、事前にいくつも罠わなを仕掛けておいてもらったんです」

「クレメンス・アル・デラン。召しよう喚かん師しであることは調べがついていたが、実は何者だ!?」

　フレイはクレメンスに剣先を向けて、睨にらみ付けた。エリアルの前に立つティグルも、前足を搔き牙きばをむき出して、威い嚇かくしている。

「何者も何も……私はただの召喚師ですよ、フレイ殿下。それに私はごらんのとおり丸腰です。どうぞどうぞ、剣をお収めください」

　二人はしばし無言で見合っていた。

　けれど膠こう着ちやく状態では話が進まないと判断したのか、フレイはゆるりとした動作で、剣を鞘さやに収めた。

「さあ、ついてきてください。歩きながら話せばいいでしょう。いつヴァルサス君が現れるか分からないことですし……急がないとねえ」

　クレメンスはそう言い、二人と一匹に背を向けると、歩きだした。それを追おうとしたエリアルの腕うでをフレイは摑んで止めた。

「エリアル、本気でついていく気か？　ヴァルサスよりタチが悪そうだぞ」

「私……行かなくちゃならない気がするの」

「どうしてだ？」

「それが分からないから……確かめたいの」

　フレイの心配は当然だ。エリアルも警けい戒かいはしている。それ以上に、いま心をざわつかせる答えがこの先にあるという確信に似た興奮と、知ることに対する恐れが複雑に入り交まじっていた。

「分かった。なら俺の後ろを歩け。何があろうと俺がお前を守る」

　フレイの言葉に、肩に戻ってきたティグルが、馬ば鹿かにでもするかのように、鼻をグフンと鳴らした。

「……今のなんだ？」

「くしゃみだと思う」

　フレイはちょっと困ったように、剣を持たない方の手で、髪かみを撫なで上げた。

「ありがとう、フレイ」

「幼おさない頃、俺の剣はお前に捧ささげた」

「子供の頃のことは気にしないで、好きになった人に剣を捧げてね」

「いや、今もそれは有効だ」

「それじゃあフレイが困るじゃない」

「……だから……その……俺は……」

「剣を捧げた相手を取り消すのって、どうしたらいいの？」

「……」

　またティグルがグフンと鼻を鳴らした。フレイは軽く咳せき払ばらいをしながら、クレメンスの後を追った。

　森を抜けると高い塀へいに囲まれた瀟しよう洒しやな邸てい宅たくが現れた。敷しき地ち内に焚たかれたかがり火が、その建物を闇の中に明るく照らしていた。

　貴族の別邸としてはかなりこぢんまりした建物だった。

　切石で造られた三階建て。中央に列柱、その両りよう脇わきを塔とうが固めている。入り口はなだらかな階段になっており、外壁よりやや奥まった場所に扉とびらがあった。警備の兵の姿はいまのところ目もく視しできない。ただ静かだ。

　覚えている。切石の白さ。あのドーム状の入り口。三角屋根が三つ並ぶその真ん中の壁に、家か紋もんが彫ほり込まれている。その形状も見覚えがあった。

　エリアルはこの建物の前に立った記憶があった。

　心しん拍ぱく数すうがますます上がる。それは息苦しいほどだ。エリアルは鳩尾みぞおち辺あたりをぎゅっと摑んで、気持ちを落ち着けようとした。

「ここはハル・フリート皇国の貴族イルドア・キトーラの別邸のはずだ。そこにどうして召喚師が案内してきたのか、説明してもらおうか」

「フレイ殿下はご招しよう待たいしていなかったんですけどねえ……ヴァルサス君は本当に意地が悪い」

　クレメンスはそう言ってため息をつくと、吟ぎん遊ゆう詩し人じんが歌っているという眠る少年少女の話をした。フレイは「俺は聞いたことはない」と言いながら階段を上がった。

「……その話だけど、エリアルちゃんは、ヴァルサス君にしてくれたかな。あんなにドラマティックに、印象深く話したんだ。昼食時のちょうどいい話題になったはずですよねえ」

「え、ヴァルサスにですか？　いえ、してません。今まで忘れてました」

　エリアルがきょとんとした顔で答えると、クレメンスは肩越しに落らく胆たんした顔を見せた。

「ええ～……本当かい？」

「はい。お話を聞いた日は、私、襲われたり……フレイが来て、王の鍵っ……仕事の依頼の話を持ってきてくれたので嬉うれしくて……今の今まですっかり忘れてました。もしかして兄さまはあの話をヴァルサスに聞かせたかったんですか？」

「……いいタイミングで話せたと思っていたんだけれど……あの襲しゆう撃げきがこたえましたねえ。先走らないよう釘くぎを刺さしておいたというのに……。やっぱりこういう不確実なやりかたは選んではいけなかったようです。でも直接ヴァルサス君に話すと、私の立場がばれてしまう恐れがありましたから……」

　はああ……と聞こえるようなため息をつき建物の扉を開けると、クレメンスは中にはいるよう促うながしてきた。

　一歩進むたびに戻ってくる記憶に戸と惑まどいながらも、エリアルは訊たずねた。

「あの話はそれほど重要だったんですか？」

「そうなんですよ。ちゃんとヴァルサスに話してね……って頼んでおけばよかったですねえ。ああ、こっちですよ」

　クレメンスは、ホールから二階へ向かう階段を上がり、奥へ奥へと進んでいく。召めし使つかいの一人も見かけないが、人の気配はある。

「……どうしてヴァルサスにその話を聞いて欲しかったんですか？」

「これを思い出して欲しかったんですよ」

　クレメンスは通路の真ん中にある部屋の扉に手を掛けると、そっと手前に引っ張った。明かりのない部屋は真っ暗で、中の様子は窺えない。クレメンスは持っていたカンテラをかざした。

　部屋の真ん中に、天てん蓋がい付きの寝しん台だいがあった。そこで眠る少年。寝台の傍かたわらに跪ひざまずき、突つっ伏ぷした格かつ好こうで動かない者、床ゆかに折り重なって倒れている者、壁に凭もたれて座っているように眠っている者など、様々な人間がいた。人々はみな眠っていて、ぴくりとも動かない。

「なんだこの部屋は……」

「眠る少年少女……本当だったんだ……」

　エリアルが思わず中に入ろうとするのを、クレメンスが止めた。

「扉から中へ入ってはいけないよ。一度足を踏み入れると出られない。そして寝台に辿たどり着いたところで、倒れてしまうんだよねえ。寝台の周りに折り重なっている人間が多いのはそういうわけだ」

「眠ったまま何年も生きてるのか……どういう仕組みだ!?」

「私にも分かりませんねえ。最初に眠りについたのは、キトーラ家二人、ズスメリ家三人、ラビティ家二人。それぞれ助け出そうとした者達を含めて計五十人。みな年を取らずに眠っているのですよ。この状態でもうすぐ六年になります」

「……ヴァルサスの仕し業わざだと言ってるのか？」

「そうですよ」

　クレメンスはそう言いながら扉を閉めた。そして来た道を戻る。フレイはエリアルも抱いた疑問を先に口にした。

「召喚師。俺は悪魔を擁よう護ごするつもりはないが、あいつは意味もなく人間を三つ向こうの国へ放り出したり、療りよう養よう所じよ送りにしたり、川底に沈しずめるような悪魔ではないはずだ」

「そうよヴァルサスは……川底に沈める!?　……待って、それ、ヴァルサスが実際にやったの!?」

「一応確認が取れている」

　真顔のフレイにことの重大さを理解したエリアルだったが、いまここで腹を立てている場合ではない。

「と……とにかく、ヴァルサスは容姿は端たん麗れいだけど性格は腹黒で極ごく悪あく。他人には欠片も優しさを見せない冷れい酷こくな悪魔だけど、フレイの言うとおり、意味もなくこんなことしない。きっと理由があるはずよ。クレメンス兄さまは知っているんでしょう？」

　クレメンスは階段を下りる足を止め、ちょっと首を傾かしげてから、小さく頷うなずいた。

「ああ、たぶんそうなんだろうねえ。キトーラ、ズスメリ、ラビティの三家がなんらかの理由でヴァルサス君を怒らせたんですよ。そして私の馬鹿な兄が、あれほど関わるなと止めたのに、眠れる少年少女を助けようとして失敗。自みずからも眠ってしまったわけです。冷たいようですが、私は自分の兄だけでいいから、どうしても助けたいのですよ。同じ気持ちでいる者達の中には、エリアルちゃんの命を奪うばったらあの悪魔と契けい約やくが切れて、この状況も変わるのではないかと本気で考える者もいました。おかげで君を密ひそかに狙ねらう人間もいたようだねえ。ヴァルサス君がこっそり始末していたようだけど……」

「もしかして……私の父に学んだというのは噓うそなんですか？」

「すみません。エリアルちゃんに近づくためについた噓です。ですが、悪魔との契約を解除する方法を探していたのは本当なんですよ。眠る兄のために……と言えば許されるわけではありませんが、エリアルちゃんに噓をついていたことを、心からお詫わびします」

「ど……どうして噓なんてつかずに、もっと早く相談してくれなかったんですか？」

「君に打ち明けるのは最後だと考えていたからなんですよ。もっともヴァルサス君に土下座して訴うつたえたところで、聞き入れてくれるわけがない。私は君の父親を捜しながら、他の方法も探していたんだよねえ。でも自力では無理だとようやく気づいた。その頃には時間が残されていなかったんですよ。だから、彼にとって唯ゆい一いつの弱みである君に助けてもらおうと呼び立ててしまいました。すまないねえ……」

　ふたたび階段を降り始めたクレメンスに、フレイは言った。

「悪魔がその力を大きく行使できるのは契約者に関わることだ。それがこの世界で存在する奴やつらの縛しばりでもある。それに当てはめて考えると、エリアルを守るために、眠らせたんじゃないのか」

「本当に理由は知らないのですよ。ただハル・フリート皇国の三家の貴族……父親達が今日ここに集まっています。彼らから話を聞いてくれませんかね？　それで納なつ得とくしたらヴァルサス君に術を解とくよう頼んでもらえると、私も助かるのですが……」

「本当にヴァルサスが犯人ですか？　他の悪魔かもしれないでしょう」

「それが間違いないんだよねえ。さあ、お待ちかねですよ……」

　一階の奥の扉が開かれると、エリアルの肩からティグルが飛び降りて、前に立った。まるでエリアルを守ろうとしているかのようだ。

　顔を上げて部屋にいる人間をエリアルは見渡した。

　窓のない大広間。両側に対照的に並ぶ柱は、上部が渦うず巻まき模も様ようで縁ふち取どられている。柱の上部にはカンテラが掛けられていて、夜とは思えないほど明るい。

　真ん中に敷しかれた青い絨じゆう毯たんは、広間の奥へまっすぐ伸びている。その先は床から一段高くなっていて、こちらを向いた王座が一つ。ブロンドの髪を持つ少年が座っている。

　手前の低い位置に、互いに向き合うよう椅子が絨毯の両側に四よん脚きやく、等間隔に並んでいて、右手に二人、彼らのはす向かいに一人、中年の男性が座っていた。

　王座に座る少年は一いち瞥べつしただけだが、臣しん下かであろう三人の男達は、慌あわてて立ち上がってこちらを向いた。

「……ベルトラン王国のフレイ殿下とお見受けしますが……なぜここに……」

「いや、そんなことより、セオドアの娘に今のうちに謝罪をした方がいい。あの悪魔がいつやってくるか分からないのだろう」

「そうだ、そうだな」

　三人の男性にも、金髪の少年にも、エリアルは覚えがあった。だがいつ、どこで会ったのか思い出せない。

「フレイ、久しぶり！」

　金髪の巻き毛が印象的な少年は、友達にでも挨あい拶さつするように手を上げて親しげだ。

「カイル……いや、カイル陛下。こちらでお会いするとは思いもせず、ご挨拶が遅れました」

「よしてよ。ここでは堅かた苦くるしい挨拶はいらない。おもしろそうなことをするって聞いたから、顔を出しただけなんだ。あ、違った。臣下の弱みを握にぎりに来た」

「……お前、変わったな」

「変わりもするよ。あ、エリアルも久しぶりだね。大人おとなになったなあ……そうだ。あれからもう六年経たつんだもんね。綺き麗れいになるはずだよ」

「……え……私……」

　彼らの顔を目にした瞬間、エリアルは身体が硬直して、足が動かなくなった。

　一気に押し寄せてくる記憶は、エリアルの視界を、塗りつぶしていく。

「お前、あいつといつ会っ……」

　フレイは、エリアルの青ざめた顔に気づいて、肩を摑んできた。

「大丈夫か!?」

「この場所を私……知ってる。彼らの顔も……見たこと……ある……」

「お前、顔が真まっ青さおだぞ。今にも倒れそうだ。座った方がいい」
















　支えられているのに、身体が左右に揺れているような錯さつ覚かくが起こった。目の前の景色が回転して、定まらない。動どう悸きと吐はき気に襲われて、エリアルはまともに立っていられず、フレイの手を借り、その場に座り込んだ。

「おい、召喚師。エリアルに何をした！」

「嫌ですねえ。私は何もしていませんよ。ただエリアルちゃんは向き合わなくてはならないことがあるだけです」

「どういうことだ……カイル、お前は知っているのか!?」

「まあね。……大丈夫じゃないよね、エリアル……仕方ないよ」

　何もかも分かっているような口く調ちようでカイルは言った。

　そうだ、彼を知っている。

　けれどエリアルの覚えている彼とはまるで違う。

　今にも壊れそうなほど小さくて、繊せん細さいだった。大きな目を真っ赤にしながら泣いていた。誰も彼の言葉には耳を貸さなかった。でもたぶん、あのとき正しいことを、叫さけんでいた。

　あのとき──って!?

「ここから出るんだ、エリアル。その方がいい」

「待って……少しこのままでいて……」

　エリアルはフレイの腕を摑んだまま、三人の中年男性を凝ぎよう視しした。覚えている彼らの顔はもう少し若い。

「そこの犬ども。謝あやまるなら早くしたほうがいいんじゃないか。まあ、許してもらえるとは思わないけどさ～。そろそろ来ちゃうよ、例のあ・く・ま」

　カイルは肘ひじ掛かけに手を置いて、からかうように言った。童顔の可か愛わいいらしい顔が、あざけるように歪ゆがむ。

「陛下、わたくしどもは……」

　彼はイルドア・キトーラ。

　二重顎あごに太たい鼓こ腹ばらだった男が、別人のように痩やせていた。よほど急激に痩せたのか、頰ほおや首に伸びきった皮が垂たれ下がっている。

「よせ、陛下は我われらの味方ではない」

　彼はメルディ・ズスメリ。

　獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのような目をした男は、今では曇どん天てんの空のように、くすんでいた。

「セオドアの娘……」

　彼はオルドン・ラビティ。

　豊かな黒髪は真っ白。目の下のクマ、深くこけた頰。三人の中で一番老ふけた。

「あなた達が……お父さんを……殺した」

「お前、何を言って……」

「六年前、ここで……お父さんを……あの人達が殺したの！」

　エリアルは十歳だった。大人の会話の半分も理解できなかった。でも彼らが自ら忠誠を誓ちかったはずの王をないがしろにして暴走したこと、父親が殺される理由などないことくらいは分かっていた。

　あまりにも辛つらくて。悲しくて。心が壊れそうだったから、記憶の奥底に沈しずめた。

　その残ざん酷こくな記憶の鍵が開いたのだ。
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　六年前にさかのぼる。

　セオドアはハル・フリート皇国へ向かう旅路の中で、幼おさないエリアルにこう言った。

　この仕事を最後に、王の鍵師をやめるつもりなんだ──と。

　当時、ベルトラン王国と、ハル・フリート皇国は緊きん張ちよう状態にあり、国境では互いの兵士が一いつ触しよく即そく発はつの睨み合いを続けていた。

　そんな中、セオドアはベルトラン国王の命めいを受け、ハル・フリート皇国へ向かった。親書を収めた箱を持つ者とは別のルートで。

　いつ戦争が起こってもおかしくなかった。国境は閉ざされ、旅人も商人も行き来が制限された。人ひと気けのない林、山中で襲われる事件も相次いだ。そんな危険な中、どうしてセオドアが娘を連れていくことにしたのか、分からない。けれどエリアルは周囲の状況など理解できず、ただ父親と一緒に出かけられたことを楽しんでいた。

「お仕事やめてどうするの？」

「一緒に旅に出よう！」

「それ、ほーろーへきって言うんだよね」

　覚え立ての言葉を口にしたエリアルに、セオドアは笑った。

「誰だい、そんな難しい言葉を教えたの」

「赤毛のおじさん。お父さんにはほーろーへきがあるから、そうならないよう、見張っててねって言われたの」

「……何も言わずに旅に出ることはないんだけどね。エリアルは旅に興味ないの？」

「私っ、お父さんと同じ、王の鍵師になるの！　鍵が好きだし、みんなに尊敬される仕事だから！」

　エリアルはセオドアと繫つないだ手を大きく振った。彼の笑みはますます深くなる。

「じゃあ、お父さんと旅をしてくれたら、エリアルを弟で子しにしてあげよう」

「弟子って何？」

「僕が鍵師の師匠せんせいで、エリアルが生徒ってことかな」

「生徒になる！　そうしたら、王の鍵師になれるかな？」

「僕の娘だよ。なれるに決まってるさ」

「でもお父さん。そんなに旅が好きなの？」

「うん。大好きだ。新しいもの、古いもの、見たことのないもの、世界にはたくさんあるんだ。お父さんは全部この目で見て体験したい」

　セオドアは目を子供のように輝かせた。父をこれほどまでに笑顔にさせる旅というものは、きっと想像以上に楽しいに違いない。

　でもエリアルはやっぱり鍵師の父が好きだった。

「鍵より好き？」

「う～ん。ちょっとだけ好きが多い」

「じゃあ、私も行く。お父さんが好きな旅だから私も好きになる」

「ありがとう。あとね、旅にはもう一人増えるんだ。きっとエリアルも彼を好きになるよ」

「お父さんの友達？」

「うん。エリアルがまだ生まれてなかった頃、お父さんはその友達とずっと一緒に世界を旅をしてたんだ。それでね、エリアルが大きくなって、一緒に旅ができるようになったら、また声を掛けるよって約束したんだ」

　セオドアはエリアルを抱き上げ、険けわしい山道を難なく歩きながら、遠くを見つめていた。

「どんな人？」

「そうだなあ、見た目は神様がちょっとした気まぐれで作り上げたような男前だけど、性格は全くもって最悪。好きか嫌いかどっちかしかない難しい奴でね。でもこの世界で誰よりも頼りになる、心強い奴でもあるんだ」

「……私、嫌われるかも……」

　エリアルは人と話すより、鍵ばかり弄いじっている。気味悪く取られるかもしれない。

「そんなことないよ。エリアルはこの世界で誰よりも可愛くて優しくて一いつ生しよう懸けん命めいで……そして僕の宝だ。なのに彼が嫌うわけがない。きっと彼もエリアルを大好きになって、大切にしてくれるよ」

「お父さん、私そんないい子じゃないし可愛くないよ。それって親ばかって言うんだよね。親ばかはね、子供をだめにしちゃうんだって」

「ええ～そんなことないよ。誰が間違った意味を教えたんだ……」

「ジョシュ」

「あの子か。彼にも今度、頭をぐりぐりしながら本当のことを教えてあげよう。でもまずエリアルからだ。あのね、親ばかっていうのはね。自分の子供が一番大切で大好きだって世界に宣言している親のことだよ」

「エリアルも、お父さんが世界で一番大切だから、私、子供ばか！」

　セオドアの首に抱きつきながら、エリアルは言った。

「嬉うれしいけど、子供に馬鹿をつけるのは嫌だな」

「え……じゃあ……う～んとね、ええっと……お父さんが世界で一番大好き！」

「はは。それはいい！」

「お父さんのお友達とはいつ会えるの？」

「この仕事が終わったらね」

　エリアルは、変な奴だけど頼りになる父の友達に会うのをとても楽しみにしていた。けれど、ハル・フリート皇国の首都にあと半日というところで、二人は兵士に捕つかまった。

　エリアルは不思議だった。

　父のセオドアは一見、頼りなさそうな優しい顔をしていたが、一流の召喚師だ。蹴け散ちらそうと思えばできたはず。なのにセオドアはあっさり拘こう束そくを許したのだ。

　エリアルは見知らぬ兵士に囲まれて少し不安だった。でも怖こわくはなかった。父の強さを知っていたからだ。

　エリアル達はハル・フリート皇国の王宮ではなく、貴族の別邸に連れていかれた。そこに、少年と三人の貴族が待っていた。エリアルより年下に見える幼い少年は、王座とおぼしき椅い子すに座っていたが、両脇に立つ兵士が、彼の両腕をそれぞれ肘掛けに縫ぬい止めていた。

「これはこれは……イルドア・キトーラ様に、メルディ・ズスメリ様、オルドン・ラビティ様でいらっしゃいますね。そちらは……確か、皇王陛下の一人息子、カイル様。一体どういう宴うたげなのでしょう」

「あちらにおいでになるのは我わがハル・フリート皇国陛下である」

　イルドアは、王座で半泣き状態で顔を歪ゆがめる少年を指し、彼の言葉をズスメリが続けた。

「……前皇王皇こう妃ひ様は、先日不ふ慮りよの事故で亡なくなられましたので、急きゆう遽きよ戴たい冠かん式を行いカイル様が皇王陛下となられました」

「そのような話は伝わっておりませんが」

「いま我が国は皇王の不在などあってはならぬ時期。ご理解していただけるはず」

　メルディが鋭するどい眼光をセオドアに向けて放った。跪ひざまずいていたセオドアは立ち上がり、エリアルもそれに倣ならう。

「……では我が君主より預かっております親書は、王宮にて正式にお渡しさせていただきましょう」

「いや、鍵はここで渡してもらおう」

　メルディが差し出した手をセオドアは払った。

「お断りいたします。このような場でお渡しするものではございません」

「まあ……もう、鍵などいらぬか。親書はすでに手に入れた」

　イルドアは一人の兵士を呼び寄せ、セオドアが作った仕掛け錠付き箱を受け取ると、こちらに見えるようかざした。

　父の表情は涸かれた井戸を覗のぞいたように暗く、目には怒いかりが灯ともった。エリアルはそんな父を心配しながら、周囲の不ふ穏おんな空気に怯おびえていた。

「……持ち主ぬしはどうした？」

「足を滑すべらせて谷に落ち重症だそうだ。不慮の事故はどこにでもあるようだ」

「貴国はベルトランと戦争を望まれるのか？」

　セオドアは貴族達ではなく、玉座に座る少年をまっすぐ見み据すえて訊ねた。少年は顔をフルフルと左右に振って、声を荒らげた。

「ぼ……僕は望んでないっ！　お父様もお母様も……そうおっしゃってた！　でも誰も僕の言うことなんて聞いてくれない。僕は嫌いやだ。戦争になったら人がたくさん死ぬんだ。そんなの嫌だ。絶対に嫌だ！」

「貴国の陛下はああおっしゃっているようだが」

「フン。あれはただのお飾りだよ、鍵師」

　イルドアは馬鹿にしたように言い、スズメリが嘲ちよう笑しようを浮かべ口を開いた。

「ベルトランはもともと我がハル・フリート皇国の領土だった場所。あるべき国に戻ってもらうだけだ」

「何百年前の話をしておられる。それが戦いくさを起こす大義名分になるとでもお思いか？」

「通らぬ道理を通すのが戦争というものだ」

「そのような戯ざれ言ごとが許されると……」

　ひゅっと何かが風を切る音が響いたかと思うと、傍らに立つ父の腹から、銀色に光る剣先が覗のぞいていた。同時に血が噴き出して、セオドアは膝を折った。

「……がはっ……！」

「お、お父さん！」

　血が床に広がっていく。エリアルは必死に父親を庇かばうよう抱きついて、叫さけんだ。

「や……やめて……お父さんに酷ひどいことしないで！」

「ああ……やっぱりこうなったか。ごめんね、エリアル……」

　後こう悔かいに満ちた父の声が、エリアルの耳に届く。そしてやっと聞き取れるくらいの声で、「泣かないで……これが僕の仕事だから……」と続いた。

「誰か助けてください。お父さんを……助け……！」

　俯うつむいて浅く息を吐くセオドアに取りすがりながら、エリアルは必死に頼んだ。けれどエリアルに向けられたのは剣先だった。

「死体は多いほど、宣戦布告にはふさわしいだろう」

「娘には……手を出させない……命は一つで我が慢まんしてもらう……」

　セオドアはそう言い、自らの血が広がる床に右手の平を叩たたきつけた。すると金色の紋章エンブレムが床に浮かび、渦巻く突風がみなを襲って、その場にいる者に尻しり餅もちをつかせた。

　エリアルは、倒れた父の身体にしがみついて、吹きすさぶ風をやり過ごす。

「……今のはなんだっ!?」

「あいつは何者だ!?」

　様々な声を耳にしながら、エリアルは顔を上げた。父の傍らに見知らぬ男性が立っていた。漆しつ黒こくの髪。未だかつて見たことのない美しい容かんばせ。首から足首まで伸びる外がい套とうも真っ黒。白い肌とは対照的な黒を纏まとう男。

　彼はまず床に倒れているセオドアを見下ろし、ゆっくりと顔を上げて周囲を見回した。

「どういう状況だ、これは」

　男は眉み間けんを僅わずかに寄せて、中指と親指を弾はじいて指を鳴らしながら、広間にいる人間を一人ずつ確認していった。不思議なのは、彼が指を鳴らすと、視線を向けている人間の足下に、赤い紋章エンブレムが浮かぶことだ。その紋もん章しようは下から上に、まるで円えん盤ばんが廻まわるよう回転して、頭ず上じようで消える。

　男は最後に、セオドアの血で染まる床を見つめて、そこに浮かんだ文字を空中に拾い上げ、手の中に集めると、ぎゅっと握りしめた。

「……状況と契約を把は握あくした」

　男はそう呟つぶやくと、父の背にしがみついていたエリアルに視線を向けた。エリアルは涙を拭ぬぐいながら、彼に助けを求めようとしたが、声は嗚お咽えつにしかならない。

「貴様……何者だ。ここは召喚師が術を使えないよう……ぎゃ──！」

　鈍にぶい音が鳴ったかと思うと、メルディの腕は本来とは逆の方向へ折れて、ぶらりと垂れ下がった。

「人間ごときが作る稚ち拙せつな結界に力を制限されるような私ではない」

「まさか……悪魔か!?　どうして悪魔がここに召喚されるんだ!?」

　悪魔と聞いたエリアルは、思わず彼に頼んでいた。

「……お父さんを助けて……生き返らせて……私の命をあげるから……」

「契約条項に含ふくまれていない。それに死んで奪われた魂たましいは、私にも取り戻してやれない」

「いや、いや……いや……お父さん、お父さん……！」

　もう父は起き上がらない。エリアルに微笑ほほえんでもくれない。その事実を受け入れられず、エリアルはただ泣くことしかできなかった。

「なぜ悪魔が人間の政治に干かん渉しようしてくる。それはならぬ……っ！」

　イルドアの両りよう脚あしが鈍にぶい音を立てたかと思うと、床に倒れた。彼は絶ぜつ叫きようを上げていたが、悪魔の顔には何の表情も浮かばない。

「黙だまれ、このゴミども。ああ……私は怒りでどうにかなりそうだ。セオドアは私のお気に入りだった」

　悪魔は、契約書でも眺ながめているように、自分の右手の脇を眺めている。エリアルには認識できない何かがそこにあるようだ。

「面倒だから問題の国を二つとも消すという手もあるが……そうすると契約違反になる。私の役目はこの子を怪け我が一つ負わせず、無事に家に送り届けること……か。くだらん」

「なら……その子には手を出さないと誓う。さっさと出て行ってくれ……ぎゃああ！」

　引きつった笑顔を浮かべてそう言ったイルドアは、直後に両腕がねじれて曲がった。ボキボキという鈍い音と悲鳴が響き、兵士達は抜いていた剣を下ろす。

「ゴミが私に意見できると思うな。そこでガサガサと無ぶ様ざまに転がっていろ」

　悪魔はまた独ひとり言ごとを呟きながら、右手の脇を眺めている。

「……娘を無事に届けるという契約の延長で、できることをしてくれということか……面倒なことを押しつける男だ」

　顔を上げた悪魔は、口の端はしをあげてニッと笑った。すると、あちこちで骨の折れる鈍い音が響いて、立っている人間は一人としていなくなった。

「とりあえず、手足の骨は折っておく。追われたり飛びかかってこられると片っ端から消してやりたくなるからな」

　悪魔は淡たん々たんとそう言い、一呼吸おいて、言葉を重ねた。

「さてゴミども、よく聞け。親書は無事に届いた。セオドアは自分の役目を終えて、旅立った。公式には生きていることにしておけ。戦争はまたの機会にしろ。そのために手を尽くせ」

　累るい々るいと倒れてうめく人間を、悪魔は冷れい酷こくな目で眺めながら、さらに続けた。

「お前達が今後も真剣になれるよう、最も大事にしているだろう血けつ縁えん者しやである子供達を罰ばつとして眠りにつかせた。うちに帰って確かめるといい。だが気をつけろ。近づく者すべて等しく呪のろいが降りかかるからな。そうだな……とりあえず五年ほどおとなしくしていたら解かい呪じゆを考えてやる。だが、セオドアの娘が平へい穏おんに暮らせない状況に陥おちいるなら、お前達自身、そしてお前達の縁者の隅すみ々ずみにまで、死なせてくれと懇こん願がんするほどの災わざわいを与える。分かったな」

　悪魔の言葉に異議を唱となえるものはいなかった。だが、悪魔に駆かけ寄る少年の姿があった。カイルは悪魔の洗礼を受けなかったようだ。

「あっ……悪魔さん。僕……僕にも……力を貸してください」

「ゴミを適切に処理できないゴミになど興味がない。失うせろ」

「ご……ごめんなさい……ごめんなさい……」

　泣き崩くずれるカイルに何の感情も浮かべず、悪魔はエリアルの肩を叩たたいた。目を真っ赤にしながら顔を上げると、目の前にあったセオドアの姿が消えた。流した血とともに。

「……さあ、帰るぞ」

「お……お父さん、どこに行ったの。お父さんは？」

「お前は見ていただろう。セオドアは死んだ。私が処理した。もう会えない。それを理解できない馬鹿はゴミ以下だ」

「……っ」

「行くぞ」

　エリアルは悪魔に無理やり手を引かれ、屋や敷しきを後にした。どうやって家まで戻ったのか覚えていないが、屋敷を出た次の瞬間には見慣れた店内に立っていた。

　第九の橋の脇に立つ、鍵師の店。そこがエリアルの家。そして父の仕事場。

　いまにも店の扉を開けて父が戻ってきそうな、いつもと変わらない景色。

　先ほど目にしたものは夢だった。だから忘れてもいい。いや忘れた方がいい。悪い夢は覚えていたら現実になるから。

「お父さん……まだお仕事から帰ってこないのかなあ……」

　エリアルは、扉をぼんやり眺めながら、それまでの記憶を改ざんしていた。父の死に関わる全てを、旅に出たことも含め、心の奥に封ふう印いんしたのだ。
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　過去と現在の景色が入り交じり、やっと現在が勝まさった。胸が張り裂さけそうに痛い。それはちょうど父が剣に刺された場所と同じ。エリアルは抜け落ちていた記憶が全てあるべき場所に戻ったことを知った。

　滲にじむ視界を取り戻すよう、瞬まばたきを繰り返すと、覗き込んでいるフレイと目が合った。

「フレイ……」

「目が覚めて……よかった」

　エリアルは、支えようと伸ばされたフレイの手を払って、自ら身体を起こした。あのときの貴族達はエリアルに救いを求めるような顔で、並んで跪いていた。

　その彼らの顔を目にしていると、例えようもない怒りがわき上がってくる。

「娘と息子を許してもらえないだろうか」

「息子達には関係ない。せめて……恨うらみの矛先を私に向けてもらえないだろうか」

「あの子達には関係のないことだ。私の命で代わりになるなら、そうしてやってくれ」

　三人は口々に謝罪の言葉を口にした。

　けれど、あのときエリアルも彼らに懇願した。父を助けて欲しいと。なのに幼いエリアルに向けられたのは、父を刺して血まみれになった剣だった。

　クレメンスとフレイが何か言っている、その声が聞こえない。今は息をするのがやっとだった。

　胸の内から溢あふれる怒りという熱が、身体中を駆け巡めぐっている。

「……お前が意識を失っている間に、奴らから事情を聞いた。それで……お前はどうしたい？　復ふく讐しゆうをしたいのならこの俺が手伝ってやる。それが俺がここにいる理由だからだ」

「フレイ……？」

「ヴァルサスが王の息子を同行させた理由だ。ベルトラン国王である俺の父が、君の父をこの国へ派は遣けんした。命が奪われる可能性が高いことを知りながらな。その責任を、ベルトランを背負う者に取らせようとしているんだ」

「……」

「いや、何も言わなくていい。目を閉じていろ」

　フレイが剣を振りかざすのを止めようとしたが、エリアルは出遅れた。彼の腕は瞬時に摑まれていた。

「悪いな、それは私の役目だ」

　いきなり現れたヴァルサスにフレイは驚おどろいたようだが、いつものことなのでエリアルは動じなかった。

「ヴァルサス、お前どこにいたんだ」

「……どうせどこかでずっと見ていたんでしょ」

「当然。いつ呼んでくれるか、ドキドキしながら待っていたのに……君って、本当に婚約者を焦じらすのが上う手まい」

「こんなときまでふざけないで！」

「心外だね。ふざけているのは、あのゴミどもの方だ」

　ヴァルサスは顎をしゃくって、三人の男を指し示す。彼らはビクリと身体を震ふるわせ、うなだれた。

「ヴァルサス君。すべて君の思いどおりというわけのようだねえ」

　クレメンスは眼鏡を正しながら、そう言った。

「まるで私が悪者のような言い方だな。私はただまとめて後始末をしているだけだ。この面倒な状況を作り上げたのは、お前達人間だろうが」

「ああ、そうだな。そのとおりだ」

　フレイは苦々しい表情でそう吐き出した。彼は悪くない。クレメンスもだ。なのに言葉が咽のど元もとで引っかかって、出てこない。

「さあエリアル。僕に命令してくれないか。ゴミどもを君が思う形で始末してあげるよ。二人でセオドアの敵かたきをとろう」

　ヴァルサスは嬉き々きとしているが、三人を殺そうと言っているのだ。

　父の身体を貫つらぬいた剣。床に広がった血だまり。庇かばうには足りない小さな手で、エリアルは必死に助けようとした。けれど命の灯ともし火びが消えていくのを、ただ見ていることしかできなかった。

　この記憶は戻ってきたばかりでまだ鮮あざやかだ。怒りと痛みと恨みで心が悲鳴をあげている。けれど、この気持ちを彼らにぶつけることを躊躇ためらう自分がいる。

「子供達がまるで成長せず、ただ眠るばかりで目覚めない理由を、妻にさえ話せなかった。私を殺すことで君の気持ちが収まるなら……そうしてくれ」

　オルドンがエリアルを見上げ、今にも泣きそうな表情で言った。他の二人は同意するように頷うなずいている。過去あった覇は気きはもう彼らのどこにもない。

「エリアル、思う存分殺やっちゃっていいから。僕のことは気にしないでいーよ」

　カイルが笑いながら、そう言った。ハル・フリート皇国の皇こう王おうのお墨すみ付つきをもらったと喜べばいいのだろうか。

「ヴァルサス……どうして私に記憶の欠落があることを教えてくれなかったの？　なぜお父さんが死んだことを黙ってたの？」

「君がすっかり忘れていたからだよ。それに死の偽ぎ装そうはセオドアが望んだことでもあったからね。もちろん思い出したら君には話すつもりでいたよ」

「じゃあ毎年届く誕生日プレゼントはヴァルサスがお父さんを装よそおって送っていたの？」

「いや、違う。想像でしかないけど、セオドアがハル・フリート皇国へ向かう前に、手配しておいたんだろう。だからいつまで届けられるのか分からないよ。今年は来ないかもしれないし、十年後も贈おくられるかもしれない」

　エリアルの心に、父の言葉が蘇よみがえる。




　泣かないで……これが僕の仕事だから──。




　自分は殺されるかもしれないと、心のどこかで感じていたのだろうか。

　だから旅立つ前に、エリアルの誕生日に贈り物が届くよう手配し、もしもの時はヴァルサスを召喚するよう準備していた。

　危険が伴ともなうことが分かっている場所にエリアルを同行させたのは、最さい期ごの瞬間まで、娘と一緒にいたかったからか。それともセオドアの傍らに立つ幼いエリアルの姿を、戦争へ突き進もうとする者達の気持ちを思いとどまらせるきっかけにしたかったのか。

「ヴァルサス君……」

　しばらく沈ちん黙もくしていたクレメンスが名を呼んだ。ヴァルサスはそれだけで全てを理解したのか「エリアル次第だ」と答えた。けれどクレメンスはエリアルの名は口にせず、また沈黙する。三人の貴族はエリアルの前で頭こうべを垂たれたまま、ヴァルサスを見ようともしない。

「……」

　あのとき、戦争を止める方法が他にあっただろうか。

　臣下の暴走を諫いさめるはずの、皇王と皇妃は不慮の事故で亡くなっていた。そもそも、不慮の事故などタイミングがよすぎて怪あやしい。次の皇王は当時九歳の少年。飾りとして王座に据すえられた彼の言葉など、誰も耳を貸すはずなかった。彼の周りはすでに戦争ありきで、国同士の対話など望んでいなかったからだ。

　結局のところ、ハル・フリート皇国に、どのような親書を届けたところで、無意味に終わった可能性が高い。

　戦争は避けられないところまできていた。

　それを止められるのは、別の力しかなかった。悪魔のような、圧倒的な力を持つ者の介入。

　セオドアは考えられるいくつもの結果を検証し、ヴァルサスを召喚する手はずを整えていたのだ。むろんベルトランの国王ガラントが、セオドアの考えを知らなかったなどありえない。

　親書を運ぶ者、親書の鍵を持つ者。二人の命が奪われる可能性が高いと承知した上で、王は彼らをハル・フリート皇国に送り出した。




　泣かないで……これが僕の仕事だから──。




　セオドアは後悔していなかった。自分の命一つで、その先奪われるだろう大勢の命を救えるならと。あの飄ひよう々ひようとした風ふう貌ぼうの、どこか頼りなげにも見える、優しい笑顔を持つ父が、そんな強い決意を抱いていたのだ。

　すべては戦争を回かい避ひするため。少数の犠ぎ牲せいで多数を救う。彼の持つ命の天てん秤びんはそう示したのだ。

　悲しみに満ちているはずの心が、誇ほこらしさを感じている。それは熱い塊かたまりで、冷たく凍こごえそうな心を温める。

　父は自分の仕事を全まつとうしたのだ。

　そのために奪われる命のことも理解した上で。

「エリアル、どうしたい？」

「ヴァルサス……罰はもう必要ないでしょう。あの人達の子供に掛けた術を解呪してあげて」

「あのゴミたちがやったことを許せるの？」

「……許せないわ。あのときの血の色を……私はきっと一生忘れない。胸が張り裂けるほどの痛みをこれから先何度も思い出すはず。憎にくしみも同じだけ残る。でも、それ以上に……お父さんが命を犠牲にしてまで成なし遂とげたことを、私が壊していいわけがない」

　父が望んだとおり、ベルトランとハル・フリートは戦争を回避した。もちろん様々な問題が横たわっているのだろうが、今のところ平和が保たもたれている。だから、過去あった事件は決して表おもて沙ざ汰たにしてはならない。

　セオドアは今も世界を旅している。そうしておかなければならないのだ。

「……分かったよ。眠ってる者達は解呪する」

　ヴァルサスがそう言うと、その場の空気が少し和やわらいだ。クレメンスもホッとした表情を浮かべた。けれどヴァルサスの冷えた眼まな差ざしは変わらなかった。

「だが、セオドアの命を奪った三人には責任を取ってもらう」

「ヴァルサス、何言ってるの？」

「君は許せたのかもしれないけれど、僕は違う。彼との約束を楽しみにしていたのに、それを奪われた僕の恨みは、そう簡単に忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやれるものではないんだ」

　エリアルは今頃気づいた。

　父が、旅にはもう一人同行者がいると話していた。

　それはヴァルサスのことだったのだと。

「これがお父さんが望んだ結果だから、どれほど腹が立っても……それを尊重しなくちゃいけないわ」

「……じゃあ、こうしよう。ここにあのときセオドアが届けられなかった、王の親書を収めた仕掛け錠付きの箱がある。エリアルが開けて、セオドアがやり残した仕事を終わらせること。それなら、ゴミどもの処分を考え直してもいい」

「ヴァルサス、お前……」

「ゴミ王子、私に文句を言うのは筋違いだ。それは自分の父親に向けてもらおうか」

「……」

「ヴァルサス、やめて。それも含めてお父さんが納得したことなのよ」

「エリアル。セオドアがどう納得していたかなんて、僕には関係ないことなんだ。ただ僕の気持ちが収まらない……それだけだよ」

　ヴァルサスの口調はエリアルのよく知る、頑がん固こで絶対に譲ゆずらないときのものだった。

「……分かった。私がお父さんの作った箱を開ける。その代わり無事に箱が開いたら、許してあげて」

「ならいいよ。一時間猶ゆう予よをあげる」

「いち……」

「できないの？　ならゴミは焼しよう却きやく処分にしよう」

　ヴァルサスは酷こく薄はくな笑みを浮かべながら、三人を眺め下ろした。彼は本気だ。殺やると決めたら躊躇ためらいなく実行するだろう。

「できるわ」

　エリアルはヴァルサスから箱を受け取ると、自分が横にされていた長椅子に置いた。鍵穴は箱の端にそれぞれあって、合計四つ。鍵穴から中を覗いて、山を造る円盤がいくつ重なっているか確認する。

「あ、わかりやすいように、砂時計を置いておくよ。三十分で砂が落ちきるタイプだから、これが二回回転したら終わり」

「分かった……じゃあ、先に眠っている子供達の解呪をしてあげて。いいよね」

「仕方ないな、望みを聞いてあげる。僕って本当に君の頼みには弱いんだよね。じゃあ、ぐるりと回ってくるよ」

　ヴァルサスはそう言い残して姿を消した。

　エリアルは腰にぶら下げている鞄かばんから道具を取り出して、並べた。それを手伝うよう、ティグルが道具の脇に座っている。

「私も上の様子を見てこよう。兄が目覚めたかもしれないし、あの人数がここに雪な崩だれ込まないよう、変わった病やまいに冒おかされていた……とでも話して落ち着かせてきましょう」

　クレメンスは「さあさあ、行きましょう」と言って、未いまだ床に座り込んでいる三人を立たせると、彼らを連れて広間から出て行った。

　残されたのはエリアルとフレイ、そして若き皇王のカイルだった。

「……エリアルさあ、それ失敗してもいいよ。僕は別にあいつらがいなくなっても構かまわないからさ」

「静かにしろ。エリアルの気が散る」

「だってさ、フレイ。僕、ここで繰り広げられるだろう復讐を期待してたんだ。なんだか肩すかしでがっかりだよ」

　二人が言い合っている声を遠くに聞きながら、エリアルは針金を鍵穴に差し込んだ。丸い針金の先に触れる、僅わずかな突とつ起き。同時に頭に描えがかれていく、錠前の内部。一般錠はなんとかなりそうだ。

　いつも通りにやればいい──。

　エリアルは砂時計の存在も忘れ、針金状になった二本の棒に神経を集中させた。

　突起の数は七つ。全て上部に押し込むことで、鍵穴が廻る。けれど奥から順番にタイミングよく押し上げられて、鍵穴は廻るのだ。だから二つ目に手こずっていると、最初に押し込んだ突起がもとに戻ってしまい、やり直しとなる。リズムが大事だが、繊細な手の動きも必要だ。

　額ひたいに汗が浮かんだが、拭う時間も惜しい。鍵穴に差し込む棒の種類を変えて、最適なものを選ぶ。父が残した最後の仕事。それをいま自分が終わらせようとしている。

　王の鍵師をやめて旅に出たいと楽しそうに話していた。もし生きていたら、エリアルは父とヴァルサスと共に旅に出ていたのだろうか。

　山頂に立ったとき、思い出した父の姿。あのとき父が何を語ってくれたのか、まだ思い出せない。

　父の目は遠くを見ていた。その先に何があったのだろう。エリアルはいつかそれを見つけることができるのだろうか。

　解錠を告げる小さな音が響いた。エリアルは息を細く吐いて、次の錠前に棒を差し込む。

　今度は突起の位置が真下になっていて、鍵穴の回転が逆になっていた。単に逆になっているだけでなく、突起の距きよ離りが微び妙みように違っている。エリアルは何度もやり直しをしつつ、解錠した。

　普通、一つ目を解錠すると慣れるため、二つ目の作業時間は短縮される。けれど錠ごとに内部の突起の位置、幅、数が違っていて、とても難解だ。さすが父だと思いながらも、王の鍵師と呼ばれたセオドアの錠を、なんとかではあったが、解錠できそうな自分に驚いていた。

　毎年、誕生日に贈られてくる仕掛け錠付きの箱は、年追うごとに難しくなっていた。それを解錠することで、自然と父の作る錠のくせや、解錠の仕方を学んでいたのかもしれない。それは今日、この日のためのものではなかったのだろうか。父は弟子にしてあげると言った約束を、こういう形で守ってくれたのだ。

　父親の深い愛情に胸が熱くなりながら、エリアルは最後の錠を開けた。

　周囲が息をのむ気配が伝わる。エリアルはゆっくりと箱を開けた。が、そこにはもう一つ箱が入っていた。これは二重箱の仕掛け錠だったのだ。

　ということは最後の箱は属性錠が使われているはず。針金状の棒では解錠できない。何より鍵穴を覗くと、中の属性は重ねられた円盤ごとに違うことが分かった。この錠を開ける鍵は、何種類かの属性を持ち合わせたもので、しかもぴったり合わなければ中身は破壊されてしまう、一番高度でやっかいな錠だった。

「……どうしよう……」

　エリアルは思わずそう口にしていた。残り時間がどれほどあったとしても、今のエリアルにはこの錠は解錠できない。必要な知識も技術も属性素材もないからだ。

「どうした？　何か足りないものがあるなら俺が探してくるが……」

「違う……私には絶対に……開けられない……」

　砂時計が知らせる残り時間はあと僅か。エリアルが顔を上げると、いつの間にか戻っていたヴァルサスと目が合った。

　彼は沈黙したまま、どういうわけか自分の鳩尾辺りを、指先でトントンと叩いた。

　その行動の意味に気づいてエリアルが目を見開くと、ヴァルサスは微笑んだ。

　彼だけが全てを分かっていた。

　ヴァルサスには敵かなわない。本当に敵わない──。

　エリアルは首から提さげていたネックレスを引き出すと、ぶら下げていた属性錠の鍵を手にした。これはユーリが作ったものではなかった。父のものだったのだ。

　最後の鍵山だけが削けずられていない。鍵師が王の前で最後に削り、仕上げるため。

　最初から高さを数えていく。三、九、四、〇ゼロ、二、十。

「……あっ」

　この数字に何か意味はあるのだろうか。だがいくら記憶をたどっても、誰かの誕生日でもなければ、店の番地でもない。

　焦りだけがエリアルの心を埋めていくなか、ふとあの山頂で父が話していたことを思い出した。




　僕は数字の七が好きなんだ。実は僕にとっての幸運の数字なんだ。だから僕が作る特別の鍵には必ずその高さの鍵山があるんだよね。おっとこれは内緒だよ──。




　エリアルは属性錠の高さを確認する。七の高さはない。では最後の鍵山は七なのか。

　他に思い当たる数字はない。間違ったら中身は永遠に分からないだろう。けれどエリアルに迷いはなかった。

　属性錠の最後の鍵山を削り出した。エリアルは深呼吸をしながら、できあがった鍵を鍵穴に差し込み、回した。

　鍵はすんなり回り箱が開くのと同時に、鍵も鍵穴も壊れる音が響いた。

「や……やった……やったわ！」

「よくやった。エリアルは……本当にすごい」

　フレイは一緒に喜んでくれたが、ヴァルサスは苦笑交じりに言った。

「君、喜んでる場合じゃないだろ。それどうするの？」

「あ……」

　エリアルは背筋を伸ばして立ち上がった。そして解錠した箱を持ち、ティグルの脇に座っていたカイルの足下に跪いた。

「こちらは、ベルトラン王国、国王ガラント・ギア・マクヴァガンより、ハル・フリート皇国、皇王イル・ジュゼ・リラグラン様宛あてに預かりました親書でございます。大変遅おそくなりましたが、どうかお受け取りください」

　親書の入った箱を高く上げる。カイルはフレイの方を見ながら訊ねた。
















「……これ、受け取り拒きよ否びできないんだよね」

「おいカイル」

「分かってるよ」

　カイルは渋しぶ々しぶという様子で、エリアルが差し出した箱を手に取った。

「確かにガラント殿の親書は受け取った。そなたの誠実さ、また忠誠心はまこと賛さん美びに値あたいする。大義であった」

「ありがとうございます」

　お父さんがやり残した仕事。

　私がいま終えたよ──。

　怒りではない熱が、身体を支配していた。どれほどの決意をもって父が王の鍵師としての役目を果たそうとしたのか、ほんの少し理解できた気がした。

　素晴らしい仕事だ。

　私も王の鍵師になりたい。

　命を懸かけてまでやり遂とげようとする想いの強さを、エリアルもまた持ちたいと思った。

　一方、カイルは親書に目を通すことなく、フレイに言った。

「どう？　皇王っぽい感じだった？」

「もう少し空気を読め」

「だって僕はあの三人を処分したかったんだ。それを華か麗れいに邪じや魔まされて喜べるわけないよ。まああっさり消されちゃうより、弱みをたくさん握っておく方が、政治的には何かと利用ができて便利だけどさ」

　カイルはブツブツ文句を言いながら、無む造ぞう作さに親書を摑んで、目を通していた。その表情はゆっくりと満足そうなものに変わる。

　何が書いてあるのかエリアルには想像もつかないが、平和を望む王の心がそこに映し出されているはず。

　視線を感じて顔を向けると、ヴァルサスは蕩とろけそうなほどの笑みを浮かべていた。そして、どういうわけか自分の唇くちびるを指差している。褒ほう美びでもくれといいたげだ。

　エリアルはプイと顔を背そむけた。

「表に馬車を用意するから、今晩は王宮に泊まってよ。ここに長居するのは、エリアルも辛いだろうからさ」

　どこからともなく、たくさんの喜びの声が響いてくる。目覚めた人たちのものだと、エリアルにはすぐ分かった。
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　翌日、ハル・フリート皇こう国こくの王宮で、立派に親書を手渡すエリアルを、ヴァルサスは柱の陰かげから窺うかがっていた。

　恐おそろしく広い謁えつ見けんの間ま。昨日とはまるで違う、近寄りがたい雰ふん囲い気きを纏まとった少年王を前にして、一ひと癖くせも二癖もありそうな大臣達の見守る中、エリアルは物もの怖おじすることなく堂々と親書を渡した。

「……結局、エリアルに姿を見せるつもりはないのか、セオドア」

　ヴァルサスがそう言って振り返ると、フードを深く被かぶった男が立っていた。昔と変わらぬ姿の彼はほんの僅わずかにフードをずらして、ヴァルサスに微笑ほほえむ。

「まあね。あの子は事実を知ったら噓うそをつけないだろうから、これでいいんだ。僕は公式には生きていて、ごく狭せまい関係者の中では死んでなくちゃならない。これから先、僕の死と君の存在がどれほどの抑よく止し力りよくになってくれるのか分からないけれど……」

「勝手な奴やつだな」

「どっちが勝手なのかな。だいたい、君が彼らの子供達を眠らせたから問題がややこしくなったんだろ。僕はそんなこと頼んでなかったはずだよね」

「私が人質を取ったから、奴らはおとなしくしていたんだろうが。人間はすぐ忘れる生き物だからな。あれは必要な処置だった」

「でも君、五年経っても解呪しなかったよね。だから恨まれたんだよ。君らしいけど」

「……エリアルがお前のことを思い出さなかったからだ」

　ヴァルサスは父親の死を思い出さないエリアルのことをどうするべきかと悩んでいた。そして、彼女を自分の世界に連れ出す前に、片をつけることにしたのだ。だがヴァルサスが教えるものではなく、彼女自身が自然と思い出さなければならないと判断した。

　だからこの世界での後始末を、あらゆる事柄を利用し、まとめてやることにした。

　結果は上う手まくいった。セオドアが生きていることをエリアルに知らせることはできなかったが。

「……セオドア、お前が自由になるためには、死の偽装は必要だった。それが娘のためでもあるからな。だがエリアルにだけは生きていることを知らせたらどうなんだ」

「今はやめておくよ」

「心配ではないのか？」

「あの子には君が側にいてくれる。これほど心強いことはないよ」

「そう言うわりには、どうしてあの日、エリアルを同行させた？　幼おさな子ごを見てゴミどもが考えを変えるとでも思ったか」

「違うよ。怖こわい目にあったエリアルに『こんなお仕事なんて嫌いや。お父さんと旅に出た方がまし』って思って欲しかったんだよ。なのに逆に王の鍵かぎ師しをより目指すきっかけになってしまうなんて。残念だ」

　セオドアは深いため息をついているが、その表情は明るかった。

「お前が下へ手たな策を弄ろうするからだぞ」

「そうだね。でも人が何を目指すか、何者になりたいのかということは、胸の内から自然と湧き出てくるものだから、誰だれにも止められないんだよね。あの子が王の鍵師になりたいというのなら、それを遠くから見守ることにするよ」

　セオドアは柔やわらかな表情で小さく笑った。

「私との約束はどうなる？」

「なんだよ君、もうエリアルと契約してるじゃないか。欲張っちゃいけないぞ」

「だから、エリアルとの契約が満了して婚こん姻いんが成立したら、考えてやってもいいぞ」

「そう上手くいくかなあ……あの子は自分の意志を曲げない強い子だよ。それに彼女の気持ちを無視して強引にことを進めても、君が心から望むものは手に入らない。そこのところよ～く、考えて行動した方がいいよ」

「……その話はもういい。それよりくどいようだが本当にお前のことを知らせなくていいのか？」

　ヴァルサスの問いにセオドアは長いまつげを伏ふせて、寂さびしさと期待を合わせたような表情で答えた。

「あの子が王の鍵師を目指すのをやめて、旅でもするようになったら、そのときは再会したいと思ってるんだ」

「それは無理だな。エリアルは十六歳の誕生日を迎むかえたら私の花嫁となる。もちろん私の世界に連れていく。そういう契約だ」

「ヴァルサス……僕と旅ができなくなって、そんなに寂しかったんだ」

「……何を言ってる」

「契約が切れたらつながりが切れてしまう。だからエリアルとの契約に君は婚姻を望んだ。それだと悪魔との契約が満了になっても、婚姻の契約は継けい続ぞくする。一緒にいられるってことだよね」

　セオドアとの契約内容は旅をする間、一緒に行動して欲しいというものだった。

　同行者が人間だと時に足手まといになる。他人を気き遣づかう余裕のない危険な場面にも直面するだろう。だからセオドアは気楽な一人旅を選んだ。でもやっぱり一人は寂しい。

　というわけで悪魔を召しよう喚かんしました……というのがセオドアのヴァルサスを呼び寄せた理由だったのだ。

　けれど契約は旅の間だけという条件だったため、娘を育てるためにベルトランに腰を下ろしたセオドアとの契約は解除された。

　娘が大きくなったら三人で旅に出よう。そのときは娘が足手まといにならないよう、ヴァルサスが守ってくれたらいいんだ。と、都合のいいことを言っていたが。意外とヴァルサスはそれを楽しみに待っていた。

「お前が次に私に助けを呼んでも、応こたえてはやれないぞ。分かっているの……」

　すでにセオドアの気配は消えていた。

　エリアルによくヴァルサスは身勝手だとか傲ごう慢まんだとか言われるが、彼ほどそれに違たがわない人間はいない。娘は父親を美化しすぎだ。いつかそれを教えてやれたらいいのだが。

「……全く」

　ヴァルサスは例の三人組の姿を見つけると、彼らの背後に音も立てずに移動した。昨日のことなど何もなかったように立つ彼らの影に紛まぎれ、ヴァルサスは囁ささやいた。

「これで終わりだと思うな。もしまたくだらないことをお前達が考えたり、ふたたびエリアルに手を出そうとする兆ちよう候こうが僅かでも見られたら、今度こそ親族含ふくめ根ね絶だやしにしてやるぞ。よく覚えておけ。セオドアは自分の命一つで大勢が助かるなら死もいとわないという馬ば鹿かな自じ己こ犠ぎ牲せいに酔よう男だったが、私は違う。私は彼女の命一つを守るために、何百人何千人だって命を奪うことを躊ちゆう躇ちよしない悪魔だ。それをゆめゆめ忘れるな……」

　彼らの身体からだがブルブル震ふるえるのを確かめてから、ヴァルサスはその場を後にした。いい具合に釘が刺させたようだ。

　あとはエアリルと、ドレスやアクセサリーを選ぶ楽しい時間が待っている。

　ようやく彼女の全てが手に入る──。

　ヴァルサスは、数え切れないほど人間に呼び出された。そこで彼らが悪魔に望んだのは、くだらないものばかりだった。

　地位や名誉、手に余る富。誰よりも抜ぬきんでる才能や美び貌ぼう。叶かなえても叶えても彼らの欲望に果てはない。うんざりだった。

　いつしかヴァルサスは呼びかけに応じなくなった。たいくつな日を一人で過ごしていた。

　そんなとき、ふとセオドアの召喚に応えた。ほんの気まぐれだった。

　どうせ他の欲深い人間と同じだろうと考えていたヴァルサスを彼は驚おどろかせてくれた。

　セオドアの望みはただ、旅に同行して欲しいというものだったからだ。たわいのない会話を楽しみ、寝食を共にして、時に自然の猛もう威いを洞どう窟くつや軒のき下したでしのぐ。

　セオドアは他に何も望まなかった。彼との旅はヴァルサスにとっても新しん鮮せんなものだった。力を使えばどこにでも行ける悪魔と契約していたのに、彼は自力で旅をすることを望んだ。

　彼のような人間がいることに驚き、彼を欲しいと思った。けれど終わりはやってきた。契約というのは期限があるものだ。正直、残念でならなかった。

　彼がヴァルサスに頼み事をしたのは一度。戦争を回かい避ひさせるための手助けだ。自分の命すら捧ささげようとした彼に、ヴァルサスは感動したが、腹も立てた。

　自分のものにしておきたいと初めて願ったセオドアを、手に入れられなかったからだ。

　けれど、同時に彼はヴァルサスにエリアルを残してくれた。

　もっともヴァルサスが彼女を花嫁として迎えるという結末は、セオドアも予想していなかっただろう。もしそうなら、決してヴァルサスを頼らなかったはず。

　エリアルは当時、十歳の少女だった。

　彼女と契約をしたいと思ったのは、セオドアと同じ種類の人間かもしれないと気づいたからだ。

　エリアルの望みはただ一つ。

　一緒にいて欲しい……それだけだった。

　子供だから大人のような欲望を持たなかっただけかもしれない。

　けれどヴァルサスは後こう悔かいしたくなかった。契約期間が終わっても、彼女を自分の手元に縛しばれるよう、悪魔との契約の条件に婚姻を選んだ。

　ヴァルサスの目に狂いはなかった。

　エリアルは悪魔に何か願いを叶えて欲しいと頼ったことはない。地位も富も名声も決して望まない。属性素材を扱えない体質を改善して欲しいと頼むこともない。

　彼女は何かを得るために、悪魔の力を利用しようとしないのだ。

　かたくななまでに、エリアルは自分の力で、人生を切り開こうと努力する。その姿に、その意志に、ヴァルサスは魅み了りようされた。

　もう二度と、欲しいと願った者を手放しはしない──。

　ヴァルサスが謁えつ見けんの間を出たところで、カイルと契約している悪魔、スキナーがやってきた。実は六年前、ちょっとした気まぐれで、スキナーにカイルの情報を渡した。

「いやあ、ヴァルサス。君には感謝しているよ。あんなにいい香りのする魂たましいを持つ少年を紹介してくれたんだからね。毎日、クンクンするのが私の楽しみなんだ」

「その代わり、他国に色気を出させるなよ」

「ああ、それは大丈夫。彼の願いは『いい王様になりたい』なんだからね。悪魔と契約するのに、巨大な富でも権力でもない、ただのいい王様だよ。もう私は一発で彼に惚ほれちゃったよ。子供っていいね。素晴らしいよ！　あ、そっちの子供もいい匂いがするね」

「おい」

「冗じよう談だん、冗談。ヴァルサスの契約者の匂いを嗅かごうなんて……しないから安心してくれ。そっちも色気を出させるなよ！」

　スキナーはそう言って姿を消した。

　なかなか力のある悪魔なのだが、どうも契約者を選ぶ基準が変態じみているところが玉に瑕きずだ。

　表に出ると、太陽が頭ず上じようにあり、空は真っ青だった。鳥が山に向かって優ゆう美びに飛んでいく。気が抜けるほど平和だ。だがそれをぶち壊すような不愉快な声が響いた。

「ヴァルサス！」

「……なんだゴミ王子か」

「俺を同行させた本当の理由……責任を取らせるというのは表向きだな」

「ああ、今頃気づいたか。そうだ。いつか決断を迫せまられたとき……お前は生まれたときから背負わされているものの重さのために、父親と同じ答えを導き出すしかない。それをいやと言うほど思い知ってもらいたかっただけだ」

　ヴァルサスは何を犠牲にしてもエリアルを優先する。

　だが、フレイ達は違う。たとえ愛する者を守りたいと願っても、その者一人の命と、国民の命を天てん秤びんにかけたときどういう選せん択たくをしなければならない身分なのか。

　この旅でそれをいやと言うほど思い知ってもらうのがヴァルサスの目的だった。

　これで分かったはず。エリアルに恋や愛など抱いだくことなど許されないことを。

「本当に性格の悪い悪魔だな。だがお前は分かっていない。エリアルが望んでくれるなら、俺は全てを捨てられる」

「エリアルがお前を望むことはない。だから身分を捨てる必要もない」

　ヴァルサスが棒読みで言うと、フレイは奥歯をかみしめたように顔を歪ゆがめた。

「……お前がエリアルをこの世界から連れ去っても、必ず奪い返しに行く。俺が必ず」

「万が一、私の世界に来るようなことあれば、私達が幸せに暮らす城に招待してやる。そこで見せびらかしてやろう、私とエリアルのラブラブな新婚生活をな。失意に暮れるお前の顔を心ゆくまで楽しませてもらう」

「それはエリアルがお前を好きだという前提があって成立する話だろう。俺はお前が夢破れ悲嘆に暮れる姿を横目に、エリアルを奪還する」

　フレイは腰に下げた剣に手を掛けたまま、ヴァルサスの双そう眸ぼうを射貫いてくる。揺るぎない意志が彼の身体を包んでいた。

　本当に鬱うつ陶とうしいゴミだ。今すぐ跡形もなく燃やしつくしてやりたいが、できないのが腹立たしい。

　どうしてこの男が、エリアルの幼なじみなのだ。ただのゴミならすぐに処理していた。

「ヴァルサス、ここにいたんだ！　あ、フレイ。カイル陛下が捜していらっしゃったよ」

「カイルが？」

「うん。そう。だから行って」

　渋しぶ々しぶ王宮に戻ろうとしたフレイに、エリアルは声を掛けた。

「……あっ、フレイ。ごめん。私とヴァルサスはもう帰るの。フレイは今晩カイル皇王との親しん睦ぼく会かいがあるって聞いてるから、ここでお別れだね」

「待て。どうして俺だけ……」

「だってフレイは王子様だよ。私は参加する資格がないから帰るね。じゃあ！」

　俺も帰る！……と言いながらも、ハル・フリート皇国の召めし使つかいたちに引っ張られて、フレイは王宮に消えた。

　エリアルはとてもすっきりした顔で、ヴァルサスを見上げてきた。

　婚姻を契約の条件にすれば、お気に入りを手元にずっと置いておける。ただそれだけの理由だった。でも彼女はお気に入りを超えて、ヴァルサスの愛する人となった。

　意志の強い輝きを放つ瞳ひとみ。強さと弱さをほどよく持ち合わせる、この小柄な身体に満ちる生命力。彼女の全てが愛いとおしい。出会った日から、ヴァルサスを魅み了りようし続けてきたのだ。

　いい条件で契約をした。彼女は永遠にヴァルサスのもの。悪魔との契約が切れても、婚姻の契約が残る。それは最上位の契約。

「さあ、エリアル。今度こそ年ねん貢ぐの納め時だよ」

「あと二日残ってる」

「そうだね。ならその二日は、家で過ごそう」

　ヴァルサスはそう言ってエリアルの腰に腕うでを回す。次の瞬間、彼女にとって見慣れた店先に移動した。
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　ついさきほどまでハル・フリート皇国にいたというのに、瞬まばたきした後に広がった景色は、鍵屋の店内だった。

　エリアルはあっけにとられていた。いや、ヴァルサスの力がすごいことは理解しているが、こんなにも苦労なく長ちよう距きよ離りを移動できるなんて、ありがたみがないというか、おもしろくもない。

「な……なんてでたらめなの！」

「まあ、そう言わないで……」

「馬車を用意してくださっていたのに！　四頭立てのとても素敵な馬車だったのよ」

「どうせ国境までしか乗れないだろ」

「そ……それは……そうだけど……」

　エリアルは肩に載のるティグルの背を照れ隠かくしのように搔かいた。いつもヴァルサスと二人きりなのに、今日はとても息苦しく感じる。

「……夕食の材料がないよね。買い出しに……」

　店から出ようとした手を摑つかまれ、エリアルはヴァルサスの胸に抱かれた。心臓の鼓こ動どうが激しくなって、体温が上がる。

「行かなくていいよ。僕が用意するから」

「そ、そう。じゃあ……お願いしようかな……」

「ねえ、エリアル。僕のこと……好き？　真ま面じ目めに答えて」

「……」

　やけに真剣な口く調ちように、ただならぬ気配を感じ、エリアルは答えられずにいた。すると彼は「それとも嫌い？」と訊ねてきた。

　嫌いになんかなれない。

　でも、好きだと口にするのは怖い。

　彼の好きがどういうものなのか分からないから。こんなにも大事にしてくれる理由が分からない。

「どうなの？」

　ヴァルサスはそう言ってエリアルの身体をやんわりと離し、カウンターの上に座らせた。そうすると視線がちょうど同じ高さになって、彼の瞳から逃げられない。

「私……」

「君の本当の気持ちを知りたいんだ」

「私……ヴァルサスのこと……嫌いじゃない」

　今のエリアルには精いっぱいの言葉。なのにヴァルサスは明らかに落らく胆たんした様子だった。

　当然だろう。これほどまでに大事にされて、愛されているのに、嫌いじゃないなんて言葉、最低だ。

　でも、今回のことで改めて王の鍵師の重要さを知り、どうしても目指したい気持ちが高まっている。ヴァルサスとの契約がどういうものなのか、理解している。約束を破りたくはない。でも父が就ついた王の鍵師という仕事を、目指す自分を捨てられない。

「ごめんなさい……」

「……」

「でも……約束は守る。初めて守りたくないって思ったけど……」

　夢を諦あきらめるしかない。

　契約を持ちかけたのは自分だ。それにこれまでもヴァルサスはエリアルのためにずいぶん尽つくしてくれた。裏切ることはできない。

　そう自分に必死に言い聞かせているのに、かみしめている唇くちびるが痛い。ヴァルサスはエリアルの唇をそっと指で撫なでると、深いため息をついた。

「そんなに強く嚙かんだら君の可か愛わいい唇が切れてしまうよ」

　エリアルは頭を左右に振った。

　言葉が出ない。やはり嫌だと声こわ高だかに叫びたい。もう少しでいいから時間が欲しいと、彼に懇こん願がんしたい。でもしてはならないのだ。

　こみ上げる気持ちを押さえ込んでいると、ヴァルサスが困ったように言った。

「………僕をこれほどまでに翻ほん弄ろうするのは世界で君だけなんだからね」

「ごめんなさい」

「分かった。ある条件を満たしたら、一定期間の契約延長を認めるよ」

「本当!?」

　延長できるんだ──！

　エリアルの気持ちは一気に浮上して、その喜びは素直に表情に表れた。世界が急に明るくなったような、気分だ。

「……君のその満面の笑みが胸に突き刺さって痛いんだけど……」

「いまさら言わなかったことにはならないわ」

「うん。そうだね。僕もいま失言した自分をぶん殴なぐりたい気でいるよ」

「早く、延長の条件を教えて」

　気が変わったら困る。エリアルはせかすように言った。

　ヴァルサスは小さく頷うなずくと、にやりと笑う。

「唇に口づけ一回につき一時間延長」

「どうして口づけなのよ！　額ひたいか手の甲にしてよ」

「それは口づけとは言わない。口づけは唇一本！　嫌なら契約どおり、明日満了」

　口づけ一つで契約が延長してもらえるのなら、受け入れるしかない。エリアルに選択の余地はもうないのだ。あとは回数と延長期間の交渉だ。

「じゃ……じゃあ、口づけ一回につき十年延長」

「君、何歳まで婚姻を延長するつもりなんだ！　十年なんてあり得ないだろう。先に子作りするよ！」

「子作りって順番がおかしくない!?　変なこと言わないで。じゃあ、口づけ一度で、五年延長」

「だめだめ。せめて一日延長」

「半年延長」

「関係が冷えた夫婦みたいな条件じゃないか。だめだ。一度で一週間延長」

「一度で一カ月延長。もうこれでいいって言って！」

「一カ月内に四回、契約は一カ月延長。これがだめなら、延長しない」

　それは、ヴァルサスが絶対に譲ゆずらない時の口調だった。これ以上の交こう渉しようは無む駄だだ。延長自体しないとへそを曲げかねない。

　この件に関してはヴァルサスが主導権を握っている。エリアルは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「……それでいい」

「一応、口づけで延長できるのは、セオドアからの誕生日プレゼントが届いている間だけ。届かなくなった日をもって、契約延長は終わる。もしくは君が僕に好きとか愛してると言った瞬間、今度こそ君は僕の花嫁になるんだ。いいね」

「分かった。ありがとう、ヴァルサス」

　エリアルは心の底からそう言った。ヴァルサスはエリアルの顎あごに手を掛けて、親指で唇の縁ふちを撫でてくる。
















「明日からだからね。今じゃないんだから……」

　ヴァルサスは不満そうな顔をしたが、唇から手を離してくれた。
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　十六歳の誕生日を迎えた朝早く、クレメンスが店を訪れた。本来ならまだハル・フリート皇国にいるはずだが、彼も魔道を使う方法を持っているようだ。

　彼は、改めてエリアルに謝罪をすると、目覚めた人たちに説明をして、無事に家へ送り届けたことを教えてくれた。

　そして──。

「兄も無事に目覚めて戻ってきました。本当は一緒にお礼に伺いたかったのですが、自分と私の姿に戸惑っているようで、今の現実を受け入れるのにまだ少し時間が掛かるようでしてねえ。すみません」

「もう気にしないでください。兄さまのお兄さんが無事に目覚めてよかったです」

「そう言ってくれると、私もほんの少し罪悪感が和やわらぎます」

　騙だまされていたが、それは彼の兄を救うためだった。なによりクレメンスはエリアルと悪魔の契約を解除する方法を真剣にずっと探してくれていたし、実の妹のようにエリアルを可愛がってくれた。

　そこに噓はなかった。だから彼に感謝はあっても、わだかまりはない。

「エリアルちゃんがこの世界から消えても、私と兄が必ず救い出しに行きますからね。フレイ殿下も力を貸すと約束してくださいましたよ。だから落らく胆たんしないでください。ほんのすこしあちらの世界で待たせてしまいますが、希望を待っていてくださいね」

「あっ、そのことなんですけど……ヴァルサスが譲歩してくれて……まだこの世界で鍵師の仕事ができることになったんです！　私まだ王の鍵師を目指せるの！」

「本当かい！　よかったねえ。いやいや、本当によかった」

「私も嬉しいです」

「……一つ疑問があるのですが」

「はい？」

「あれほど今日という日を心待ちにしていたヴァルサス君が、この件に限って簡単にエリアルちゃんの頼みを聞いたと思えないのですよ。いったい、どういう条件と引き替えに期限を伸ばしてくれたのでしょうかね」

　尋ねるような視線を向けられ、エリアルは瞬間的に頰が赤く染まった。その反応を見たクレメンスは、大きな誤解をしたようだった。

「おやおやすみません。気遣いが足りませんでしたね」

「えっ、待って。違うの。べっ、別に変な条件じゃないの。いやだな～兄さま」

　口づけが条件だとも言えず、エリアルは笑って誤魔化した。ありがたいことに、クレメンスは深く追及してこなかった。

「……そうそう、忘れるところでした。これを返しておこうと思いましてねえ」

　クレメンスは見覚えのある仕掛け錠付き小箱を取り出し、エリアルに差し出した。父が戻ってきたら、エリアルの代わりに渡してもらうはずだったもの。

「それはクレメンス兄さまが持っていて。お父さんはもう戻ってこないのは分かってるんだけど、私……どうしても……」

「構いませんよ。気持が整理できるまで私が預かりましょう」

「ありがとう、兄さま」

　エリアルはクレメンスが街並みに消えるまで見送った。

　店に戻ろうとするエリアルを、配達人が引き留めた。渡されたのは、鮮あざやかなリボンが掛けられた箱。差出人は、確かめなくても分かる。セオドアから贈られた誕生日のプレゼントだ。

　エリアルが興奮していると、ヴァルサスがやってきた。

「セオドアから届いたの？」

「うん」

　エリアルは今までとは違う、感動と共にリボンを解ほどいた。中から鳥と花の模様が彫金された銀の箱が現れた。いつもの通り錠に鍵はない。エリアルは早速、解錠した。

「……わあ！」

　先日、壊れた属性錠に似た、鍵が入っていた。日にかざすと七色に輝く、美しい鍵。胸元が寂しかったエリアルにとって、何よりのプレゼントだった。

　エリアルは早速ネックレスに属性錠を通して、首から提さげた。

「手紙にはなんて書いてあるの？」

「ええっと……これくらい作れないと王の鍵師にはなれないよ。がんばれ！　だって」

　確かにエリアルは王の鍵師を目指したいと小さい頃から口にしていた。けれどセオドアはどんな気持ちで過去、これを用意したのだろうか。

　エリアルは亡なき父を思って胸をいっぱいにしながら、贈られた鍵を胸元で握にぎりしめた。

「お楽しみはこれからだよね～」

「え、何？」

「さあ、契約延長の儀ぎ式しきを始めよう！」

「あっ、口づけのことよね。あの……ちょっとまだ気持ちの整理が……」

　誰もいない店内を逃げ回っていたが、あっという間に捕つかまった。エリアルはまたカウンターに載せられて、ヴァルサスと向き合った。

「約束だよ、エリアル」

「わ……分かってるわよ」

　ヴァルサスの手が顎を摑み、顔が次第に近づいてくる。鼻先が触ふれ合う瞬間、ヴァルサスがなぜか顔を引いた。

「目、つぶらないの？」

「つぶるものなの？」

「いや……そういう決まりはないけど、つぶろうよ」

「期待して待ってるみたいだから嫌」

「君の嫌の意味が分からない」

「じゃ……じゃあ、勉強するからもう少し後に……っ！」

「口づけの勉強は僕とすればいいんだよ」

　カウンターに押し倒されて、エリアルは観念した。

　約束は約束。守らなくてはならない。

「目を閉じて……」

　エリアルは言われたとおり目を閉じて、そのときを待った。

　が──。

　店に客が訪れたことを知らせるベルが鳴り、エリアルは慌ててヴァルサスの顔を押しやって離した。やってきたのは二週間前に宝箱の鍵をなくした少女だった。

「ずっと留守だったから毎日、来てたの。今日は開いててよかった。お姉ちゃん何かあったの？」

「ちょっと旅行に出かけていたの。じゃあ鍵は見つからなかったの？」

「うん。だから新しく作ってもらおうと思って」

「いいよ。任せて」

　そう返事をすると、背後でヴァルサスがため息をつくのが聞こえた。エリアルは振り返り、ヴァルサスに告げた。

「契約更新も大切だけど、私にとって最優先は鍵師の仕事よ。べっ……別に、キスしないって言ってるわけじゃないの。少しだけ待ってて」

　ヴァルサスはカウンターに凭もたれつつ、苦笑交じりに言った。

「いいよ。僕はそういう君が大好きなんだ」

　エリアルは早速、鍵の作成に取りかかった。
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　はじめましての方も以前からご存じの方も、こんにちは、あすかと申します。

　数年前、鍵かぎ師しの話を書きたくて学校にも通いましたが、とある事情から断念。それが最近、ある方の助言でふたたび書くことを決意。本作品となりました。書けてよかった。

　ただし、錠じようの内部、解錠の描写は適当にぼかしたり、書き換えております。防犯上の理由からですので、ご了承ください。

　イラストはサカノ景けい子こ先生です。キャララフが届いたときから興奮が収まらず、表紙に至いたっては、あまりの美しさに気分まで持ち上げていただけました。様々な要望にもお忙しい中応えてくださり、心から感謝しております。

　担当様、またこの作品に関わってくださった皆様、このたびは私的な事情で大変ご迷惑をかけましたことをお詫びします。そしてありがとうございました。

　この作品を少しでも楽しんでいただけたことを心から願いつつ、また皆様にお会いできることを楽しみにしています。


あすか










著者

あすか

Asuka




奈良県在住。７月３日生まれ。蟹座のＡ型。

鍵師の仕事に没頭する主人公を溺愛するヒーロー（悪魔）のお話です。

サカノ先生の美麗なイラストにうっとりしつつ、お話を楽しんでいただければ、幸いです。




Angel Rose

http://ip.tosp.co.jp/i.asp?I=AngelsRose










イラスト

サカノ景子

Keiko Sakano




北海道出身東京在住。山羊座。

ヴァルサスがエリアルのフリフリのアレを被らされたのか気になります。

むしろ喜んで被りそうで危ないですね！




ＨＰ→『カラクリ時景』

ラブコメ漫画『カミサマ×おれさま×旦那様!?』連載中。
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